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第 24 図　竪穴建物 22 出土遺物実測図⑥、竪穴建物 24 出土遺物実測図

0 2cm
臼玉

0 10cm土器

0 5cm石器

10cm0 鉄器

86

87

88

89

90

第 23 図　竪穴建物 22 出土遺物実測図⑤

0 10cm土器

65

66

67 68

69

70

71 72
73

74

75

76
77

78
79

80
81

82 83 84 85

お、 建 物 南 東 隅 で は 完 形 の 甕 （50） が 壁 面 に 接 す る よ う に 出 土 し た。 他 の 遺 物 と 異 な る 出 土 状 況 に

注 意 し た い。

　21 か ら 68 は 土 師 器 で あ る。21 か ら 24 は 坏 で、21、22 は 平 底 で 体 部 は 外 方 に 開 く 形 態 で あ り、

器 壁 が 厚 い。23 は 口 縁 端 部 が 外 方 に 弱 く 屈 曲 し て い る。 底 部 形 態 か ら 高 坏 の 可 能 性 も あ る。24 の

口 縁 部 は 外 方 に 向 か っ て 短 く 屈 曲 す る。 体 部 は 丸 み が あ り、 全 体 に 薄 手 で あ る。25 か ら 27 は 鉢 で

あ る。25 は 小 形 で 手 捏 ね 成 形 で あ る。26 は 丸 底 で 口 縁 部 に 向 か っ て 外 方 に 直 線 的 に 開 く 形 態 で あ

る。27 は 細 長 い 胴 部 形 態 で あ る。28 か ら 30 は 脚 付 坏 で あ る。28、29 は 短 く 開 く 脚 部 形 態 で、 坏 部

は 内 湾 し な が ら 外 方 へ 立 ち 上 が っ て い る。30 は 短 く 丸 み あ る 脚 部 形 態 で、 坏 部 は 内 湾 し な が ら や

や 直 線 的 に 立 ち 上 が っ て い る。31 か ら 49 は 高 坏 で あ る。31 か ら 37 は 口 縁 部 と 受 部 の 境 界 が 明 瞭 で、

脚 裾 部 が 明 瞭 に 屈 曲 す る 一 群 で あ る。 口 縁 部 は や や 外 反 し て い る。38 か ら 46 は、 口 縁 部 と 受 部 の

境 界 が 不 明 瞭 で、 脚 が ハ の 字 状 に 開 く 一 群 で あ る。 口 縁 部 は や や 外 反 す る も の （38、39）、 大 き く

外 反 す る も の （40 〜 42、44） が あ る。43 は 口 縁 部 を 打 ち 欠 か れ て い る。47 は 脚 部 片 で あ り、 筒 状

の 脚 部 か ら 大 き く 開 く 裾 部 形 態 で 厚 み が あ る。48、49 は 大 型 の 坏 部 を 持 つ 一 群 で あ る。50 か ら 64

は 甕 で あ る。50、51 は 小 形 長 胴 甕 で、 口 縁 部 形 態 は、 直 立 気 味 で 長 く 立 ち 上 が る。 底 部 は 器 厚 の

厚 い 丸 底 で あ る。52 か ら 57 は 大 型 球 形 胴 甕 で あ る。 口 縁 部 形 態 は 52、53 が 緩 い 「 く 」 の 字 形 で、
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54 は 短 く 外 方 に 向 か っ て 屈 曲 し て い る。55 は 緩 く 外 方 に 向 か っ て 開 く 形 態 で あ る。 胴 部 は、 最 大

径 が 上 位 に あ る も の （54）、 中 位 に あ る も の （52、53、55 〜 57） が あ る。58 か ら 60 は 中 型 球 形 胴 甕

で あ る。58 は 直 立 気 味 に 立 ち 上 が り、 端 部 が 短 く 屈 曲 す る 口 縁 部 形 態 で、 底 部 は 厚 み の あ る 丸 底

で あ る。59、60 は 同 一 個 体 と 考 え ら れ る。 平 底 で 底 面 に は 木 葉 痕 が 認 め ら れ る。61、62 は 中 型 長

胴 甕 で あ る。 胴 部 は 外 方 に 向 か っ て 直 線 的 に 開 く 形 態 で、62 は 平 底 に 短 い 脚 部 が 取 り 付 け ら れ て

お り、 胴 部 中 位 に は 刻 目 突 帯 が 貼 り 付 け ら れ て い る。63、64 は 甕 底 部 で あ り、 平 底 で、 僅 か に 上

げ 底 状 に な っ て い る。65 か ら 68 は 壷 で あ る。65 は 中 型 長 胴 壷 で、 口 縁 部 は 緩 い 「く」 の 字 形 で あ

る。66 は 中 型 球 形 胴 甕 で、口 縁 部 は 直 立 気 味 に 立 ち 上 が っ て い る。67、68 は 口 縁 部 片 で、67 は 「く」

の 字 形、68 は 複 合 口 縁 で、1 次 口 縁 と 2 次 口 縁 の 境 界 は 明 瞭 で な い。69、70 は 須 恵 器 で あ る。69 は

把 手 付 鉢 で あ る。 把 手 部 分 は 貼 り 付 け 部 分 の み 残 存 し て い る。 平 底 で 胴 部 下 位 は ケ ズ リ 調 整 が 施 さ

れ て い る。 底 面 に は 線 刻 が 認 め ら れ る。70 は 甕 胴 部 の 破 片 で、 外 面 に は 平 行 タ タ キ が 認 め ら れ る。

内 面 の 当 具 痕 跡 は ナ デ 消 さ れ て い る が、 一 部 に 同 心 円 状 の 当 具 痕 跡 が 僅 か に 残 存 し て い る。 図 上 中

央 部 分 に は 孔 が あ い て お り、 こ の 点 を 打 点 に 内 側 か ら 破 砕 さ れ た も の と 考 え ら れ る。71 か ら 85 は

土 錘 で あ る。 い ず れ も 両 端 穿 孔 土 錘 で、 直 線 的 で 両 端 に 丸 み の あ る も の （76、78、82、83、85）、 直

線 的 で 両 端 が 平 坦 な も の （73、74、75、77、80、81、84）、 両 端 が 幅 広 に な る も の （71、72、79） が

あ る。86、87 は 敲 石 で あ る。86 全 面 に 敲 打 痕 が 認 め ら れ る。87 は 敲 打 痕 が 明 瞭 で は な い。 全 面 に

銹 が 付 着 し て お り、 一 部 厚 く 付 着 す る 箇 所 も あ る。 金 属 加 工 具 と 考 え ら れ る。

　 本 遺 構 出 土 遺 物 は 古 墳 時 代 中 期 後 半、5 世 紀 後 半 （TK23 か ら TK47 型 式 期、今 塩 屋 編 年 4 か ら 5 期）

に 位 置 付 け ら れ、 本 遺 構 も 同 様 で あ ろ う。 別 遺 構 で あ る 土 器 埋 設 炉 炉 体 土 器 （59、60） は、 古 墳 時

代 後 期 末、6 世 紀 末 （TK43 か ら TK209 型 式 期、 今 塩 屋 編 年 7 期） に 位 置 付 け ら れ る。

竪穴建物（SA）24（第 24 〜 26 図）　 調 査 区 東 側 に 位 置 す る。 方 形 の 竪 穴 建 物 で あ る。 竪 穴 建 物 25、

溝 状 遺 構 17、 溝 状 遺 構 26、 土 坑 38 に 切 ら れ て い る。 規 模 は、 長 軸 3.9m、 短 軸 3.7m で あ る。 検 出

面 か ら 0.35m 程 掘 り 下 げ た と こ ろ で 貼 床 面 （10 層） を 検 出 し た。 貼 床 は 地 山 土 と 地 山 砂、 暗 褐 色 土

ブ ロ ッ ク が 混 じ り あ っ た 土 で あ る が、 東 西 土 層 断 面 で は 掘 方 掘 削 時 の 地 山 砂 を そ の ま ま 床 と し て い

る 箇 所 も あ る。 床 面 は 後 述 の 炉 跡 周 辺 最 大 2.0 ｍ ほ ど の 範 囲 で 硬 化 し て い る 部 分 が 確 認 さ れ た。 硬

化 範 囲 の 床 面 に は 白 色 砂 質 土 が 顕 著 に 散 布 し て い た。 こ の 砂 質 土 は 地 山 砂 と 異 な っ て お り、 搬 入 さ

れ た 可 能 性 が あ る が 詳 細 不 明 で あ る。 検 出 面 か ら 掘 方 ま で の 最 大 深 は 0.46m で あ っ た。

　 建 物 内 遺 構 は 建 物 中 央 南 側 で 炉 跡 1 基 を 検 出 し た。 炉 跡 は 最 大 径 0.36m、 深 さ 0.13m 程 の 不 整 円

形 の 掘 方 を 有 し、底 面 は 一 部 が 赤 化 し て い た。 掘 方 北 側 の 床 面 に は 炉 か ら の 掻 き 出 し 土 と み ら れ る、

炭 化 物 ブ ロ ッ ク 含 む し ま り の な い 土 お よ び 焼 土 が み ら れ た。 南 側 で は 土 器 片 が 壁 面 に 沿 う よ う に 出

土 し て お り、 こ の 土 器 を 炉 体 土 器 と す る 土 器 埋 設 炉 で あ っ た 可 能 性 が あ る が、 底 面 の 被 熱 等 を 考 慮

す る と 地 床 炉 の 可 能 性 も あ り、 明 確 で な い。 床 面 お よ び 掘 り 方 の 精 査 も し た が、 柱 穴 は 認 め ら れ な

か っ た。

　 ま た、 建 物 北 壁 東 側 と 西 壁 の 中 央 付 近 の 2 ヶ 所 で、 壁 面 の ラ イ ン が 外 方 へ 突 出 す る 部 分 が 確 認 さ

れ た。 本 建 物 の 平 面 形 が や や 歪 で あ る た め、 明 確 で は な い も の の、 竪 穴 建 物 11 同 様 に、 意 図 的 に

お こ な わ れ た 壁 面 破 壊 の 可 能 性 も あ る。

　 遺 物 は 床 面 か ら 僅 か に 出 土 し た が、 そ の 他、 検 出 面 直 下 か ら 鉄 刀 （90） が 出 土 し て い る。 刃 部 を

北 西 に 向 け、 刀 身 を 平 置 き に し た 状 態 で あ っ た。 有 機 質 の 遺 存 状 態 か ら 鞘 に 納 め ら れ た 状 態 で あ っ

た こ と が わ か る。 鉄 刀 が 出 土 し た 層 は、 一 時 に 埋 め ら れ た よ う な 堆 積 状 況 で、 建 物 廃 絶 後 の 埋 め 戻
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1 層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。土器片、炭化物、白色粒子、地山土ブロッ 

      クを多く含む。

2層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。1層と似るが、色調明るく、土器片も小さい。

3層　褐色土（10YR4/4) 粘性、しまりあり。土器粒、白色粒子、軽石片、地山土を含む。

4層　褐色土（10YR4/4)　粘性、しまりあり。 3 層とほぼ同質だが、僅かに色調が 暗い。

5層　暗褐色土（10YR3/3)　粘性高い。しまりあり。土器粒、炭化物粒僅か、白色粒子多い。

　　　地山土ブロックを含む。

6層　暗褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。白色粒子多い。炭化物、軽石片、地山土含む。

7層　暗褐色土（10YR3/3)　粘性、しまりあり。白色粒子、地山土含む。

8層　暗褐色土（10YR3/3)　粘性、しまりあり。白色粒子、地山土含む。

9層　黒褐色土（10YR2/3)　粘性、しまりあり。土器粒、白色粒子、炭含む。地山土含む。

10 層 にぶい黄褐色土（10YR4/5)　粘性低い。しまりあり。地山土と地山砂が混じり合っ

　　  た層。暗褐色土ブロックを含む。

11 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。暗褐色土と地山砂の混合土。

　　　地山土をブロックで含む。　

12 層 褐色土（10YR4/5)　粘性あり。しまりなし。暗褐色土と地山砂の混合土。白色粒

　　　子を僅かに含む。

13 層 にぶい黄褐色土（10YR5/4)　粘性低い。しまりあり。地山土（黄）を主体とし、  

　　　暗褐色土および暗褐色粒が混じる層。

1層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。土器粒、炭化物、白色粒子含む。

2層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。土器片、炭化物、軽石粒を非常に多く

　　　含む。本層底面に土器の出土が著しい。焼土多く含み、下層ほど顕著になる。

3層　褐色土（10YR4/4) 粘性、しまりあり。土器粒、白色粒子、軽石片、地山土含む。

4層　黒褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。土器片・軽石を多く含む。白色粘土、　

　　　炭化物含む。焼土含む。

5層　黒褐色土（10YR2/3)　粘性高い。しまり強い。土器粒、軽石を少量含む。

6層　暗褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。 白色粒子多く、土器片を少量含む

7層　暗褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。白色粒子含む。地山土ブロック含む。

8層　黒褐色土（10YR3/2)　粘性、しまりあり。土器片、軽石を含む。

9層　暗褐色土（10YR2/3)　粘性、しまりあり。白色粒子、土器片、炭化物僅かに含む。

10 層 暗褐色土（10YR3/3)　粘性、しまりあり。白色粒子含む。地山土非常に多く混じる。

11 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物、地山土含む。

12 層 暗褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。炭化物粒、土器粒、白色粒子、地　　

　　　山土を含む。暗褐色土に地山砂質土が混じった土層。上層よりやや明るい。

13 層 にぶい黄褐色土（10YR5/4)　粘性、しまりあり。白色粒子、地山土を含む。土

      器片がごく僅かに含まれる。

14 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性低い。しまりあり。地山土と暗褐色土混じり。

15 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3)　14 層とほぼ同質の土だが、しまりがやや弱い。

16 層 貼床。詳細注記なし。

SA24

SA25

1 層　にぶい褐色土（10YR4/3) 粘性あり。しまり弱い。炭化物、地山ブロック含む。

2層　黒褐色土（10YR2/2) 粘性あり。しまり弱い。炭化物を非常に多く含む。

3層　黒褐色土（10YR2/3) 粘性あり。しまり弱い。炭化物粒含む。

4層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性あり。しまりなし。地山、炭化物ブロック含む。炉の掻き出し土か。 50cm
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1 層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。土器片、炭化物、白色粒子、地山土ブロッ 

      クを多く含む。

2層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。1層と似るが、色調明るく、土器片も小さい。

3層　褐色土（10YR4/4) 粘性、しまりあり。土器粒、白色粒子、軽石片、地山土を含む。

4層　褐色土（10YR4/4)　粘性、しまりあり。 3 層とほぼ同質だが、僅かに色調が 暗い。

5層　暗褐色土（10YR3/3)　粘性高い。しまりあり。土器粒、炭化物粒僅か、白色粒子多い。

　　　地山土ブロックを含む。

6層　暗褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。白色粒子多い。炭化物、軽石片、地山土含む。

7層　暗褐色土（10YR3/3)　粘性、しまりあり。白色粒子、地山土含む。

8層　暗褐色土（10YR3/3)　粘性、しまりあり。白色粒子、地山土含む。

9層　黒褐色土（10YR2/3)　粘性、しまりあり。土器粒、白色粒子、炭含む。地山土含む。

10 層 にぶい黄褐色土（10YR4/5)　粘性低い。しまりあり。地山土と地山砂が混じり合っ

　　  た層。暗褐色土ブロックを含む。

11 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。暗褐色土と地山砂の混合土。

　　　地山土をブロックで含む。　

12 層 褐色土（10YR4/5)　粘性あり。しまりなし。暗褐色土と地山砂の混合土。白色粒

　　　子を僅かに含む。

13 層 にぶい黄褐色土（10YR5/4)　粘性低い。しまりあり。地山土（黄）を主体とし、  

　　　暗褐色土および暗褐色粒が混じる層。

1層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。土器粒、炭化物、白色粒子含む。

2層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。土器片、炭化物、軽石粒を非常に多く

　　　含む。本層底面に土器の出土が著しい。焼土多く含み、下層ほど顕著になる。

3層　褐色土（10YR4/4) 粘性、しまりあり。土器粒、白色粒子、軽石片、地山土含む。

4層　黒褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。土器片・軽石を多く含む。白色粘土、　

　　　炭化物含む。焼土含む。

5層　黒褐色土（10YR2/3)　粘性高い。しまり強い。土器粒、軽石を少量含む。

6層　暗褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。 白色粒子多く、土器片を少量含む

7層　暗褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。白色粒子含む。地山土ブロック含む。

8層　黒褐色土（10YR3/2)　粘性、しまりあり。土器片、軽石を含む。

9層　暗褐色土（10YR2/3)　粘性、しまりあり。白色粒子、土器片、炭化物僅かに含む。

10 層 暗褐色土（10YR3/3)　粘性、しまりあり。白色粒子含む。地山土非常に多く混じる。

11 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物、地山土含む。

12 層 暗褐色土（10YR3/4)　粘性、しまりあり。炭化物粒、土器粒、白色粒子、地　　

　　　山土を含む。暗褐色土に地山砂質土が混じった土層。上層よりやや明るい。

13 層 にぶい黄褐色土（10YR5/4)　粘性、しまりあり。白色粒子、地山土を含む。土

      器片がごく僅かに含まれる。

14 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性低い。しまりあり。地山土と暗褐色土混じり。

15 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3)　14 層とほぼ同質の土だが、しまりがやや弱い。

16 層 貼床。詳細注記なし。
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3層　黒褐色土（10YR2/3) 粘性あり。しまり弱い。炭化物粒含む。

4層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性あり。しまりなし。地山、炭化物ブロック含む。炉の掻き出し土か。 50cm

0

1:20

1m0 1:40

4.7ｍ

1
2

4

3

炭化物・焼土分布範囲

20 ㎝

0

1:10

4.4m

サ
ブ
ト
レ
ン
チ

第 25 図　竪穴建物 24、25 実測図（S=1/60)

第 26 図　竪穴建物 24 

炉跡実測図（S=1/20)

第 27 図　竪穴建物 25

土坑１実測図（S=1/40)

− 23 −



第 3節　堅穴建物

し 土 で あ っ た と 思 わ れ る。し た が っ て、

本 建 物 廃 絶 後 に は、 一 定 程 度 ま で 埋 め

戻 し た 後、 鉄 刀 を 埋 置 し、 さ ら に 上 部

ま で 埋 め 戻 す と い う 行 為 が な さ れ て い

た も の と 推 測 さ れ る。

　 以 下、 遺 物 に つ い て 詳 細 を 述 べ る。

鉄 刀 （90） は 短 刀 で、 両 関 と 思 わ れ る

が 明 瞭 で な い。 茎 は 背 側 に 向 か っ て 僅

か に 屈 曲 し て お り、 茎 尻 は 欠 損 し て い

る。 刀 身 に は 鞘 材 が 残 存 し て い る が 状

態 が 悪 く、 構 造 は 不 明 で あ る。 ま た、

鞘 材 の 木 質 表 面 に 鹿 角 と 見 ら れ る 小 片

が 付 着 し て い る が、 鞘 に 関 連 す る も の

か、 他 部 材 が 銹 着 し て い る も の か 定 か

で な い。 そ の 他 の 遺 物 は 先 述 し た よ う

に、 床 面 か ら 出 土 し た。88 は 土 師 器 甕

で あ る。 粗 製 で 厚 み あ る 平 底 で あ る。

胴 部 は 直 立 気 味 に 立 ち 上 が っ て い る。

底 部 底 面 に は 疑 木 葉 痕 が 認 め ら れ る。

89 は 滑 石 製 臼 玉 で あ る。 孔 は、 両 面 穿

孔 で あ る。

　 本 遺 構 か ら 出 土 し た 遺 物 の み で は、 年 代 的 な 根 拠 に と ぼ し い が、 本 建 物 を 切 る 竪 穴 建 物 25 が 古

墳 時 代 後 期 前 半、6 世 紀 前 半 に 位 置 付 け ら れ る の で、切 り 合 い 関 係 か ら、そ れ 以 前 と 位 置 付 け ら れ る。

古 墳 時 代 後 期 前 半 の う ち に お さ ま る だ ろ う。

竪穴建物（SA）25（第 25 図、 第 27 ～ 33 図）　 調 査 区 東 側 に 位 置 す る。 方 形 の 竪 穴 建 物 で あ る。 規

模 が 同 様 な 竪 穴 建 物 24 を 切 り、 溝 状 遺 構 17、 溝 状 遺 構 12 に 切 ら れ て い る。 建 物 南 隅 部 の 一 部 の み

が 調 査 区 外 と な っ て い る が、 ほ ぼ 全 体 を 調 査 で き た。 規 模 は、 長 軸 3.6m、 短 軸 3.5m で あ り、 ほ ぼ

正 方 形 で あ る。 検 出 面 か ら 0.51m 掘 り 下 げ た と こ ろ で 貼 床 面 （16 層） を 検 出 し た。 検 出 面 か ら 掘 方

ま で の 最 大 深 は 0.60m 程 で あ っ た。

　 建 物 内 遺 構 は 土 坑 1 基、 小 穴 1 基 が 検 出 さ れ た。 建 物 内 土 坑 1 は 南 東 隅 に 配 置 さ れ て い る。 最 大

径 7.3m 程 の 楕 円 形 で 東 側 が 段 堀 状 に な っ て い る。 深 さ は 0.35m で あ る。 建 物 隅 と い う 位 置 を 考 慮

す る と 貯 蔵 穴 で あ っ た 可 能 性 が あ る。 火 処 に つ い て は、 掘 り 込 み を 有 す る 明 確 な 炉 は 検 出 さ れ な

か っ た。 し か し、 建 物 中 央 部 に 焼 土 の 広 が り が 確 認 さ れ た。 周 囲 の 床 面 は 2m 程 の 範 囲 で 硬 化 し て

お り、 地 床 炉 と し て 利 用 さ れ て い た も の と み ら れ る。 小 穴 は 焼 土 範 囲 の 北 側 で 確 認 さ れ た。 最 大 径

0.46m 程 の 不 整 円 形 で 深 さ 0.16m 程 で あ る。 建 物 の 主 柱 穴 は 掘 方 面 に お い て も 確 認 で き な か っ た。

　 土 層 の 堆 積 状 況 を 観 察 す る と、 建 物 南 壁 側 か ら 土 が 流 入 し て い る 様 子 が わ か る。 各 土 層 に つ い て

詳 細 に 観 察 す れ ば、 地 山 土 が 混 じ り 建 物 廃 絶 後 の 埋 戻 し 土 と み ら れ る 6 層 以 下、 自 然 堆 積 土 の 黒 褐

色 土 が 流 入 し た と み ら れ る 5 層、 遺 物 が 多 量 に 混 じ り、 遺 物 廃 棄 に と も な っ て 堆 積 し た と み ら れ る

2 ～ 4 層 に 区 別 で き る。 こ の こ と か ら、 本 建 物 は 廃 絶 後 に 建 物 南 側 か ら 一 定 程 度 埋 め 戻 さ れ し ば ら
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く の 時 間 が 経 過 し た 後 に 土 器 の 廃 棄 場 所 と し て 利 用 さ れ た こ と が う か が え る。2 層、 お よ び 4 層 は

特 に 多 量 の 土 器 や 軽 石 が 出 土 し て い る。 ま た 両 層 に は 炭 化 物 と 焼 土 が 含 ま れ て お り、 遺 物 廃 棄 の 過

程 で 火 が 用 い ら れ て い た 可 能 性 も 考 慮 さ れ る。

　91 か ら 132 は 土 師 器 で あ る。91、92 は 埦 で あ る。91 は 手 捏 ね に よ る 成 形 で、ナ デ 痕 跡 が 明 瞭 に 残 る。

厚 み あ る 平 底 の 底 部 で 線 刻 が 認 め ら れ る。92 も 平 底 気 味 の 器 形 で 口 縁 端 部 は 内 側 に 短 く 屈 曲 し て

い る。93 か ら 98 は 坏 で あ る。93 か ら 96 は 丸 底 あ る い は 平 底 気 味 の 底 部 形 態 で、 ミ ガ キ 調 整 を 主

体 と し て い る。 口 縁 部 端 部 が 丸 み を 帯 び る も の（93 〜 95）や 尖 っ た 形 態 に な る も の（96、97）が あ る。

97 は 丸 底 気 味 の 底 部 形 態 に な る と 見 ら れ る 器 形 で あ る。 調 整 は 内 外 面 と も ナ デ 調 整 で、 口 縁 部 は

指 オ サ エ に よ る 成 形 痕 が 明 瞭 で あ る。 や や 粗 製 の 作 り や 器 表 面 の 風 化 の あ り 方 か ら 製 塩 土 器 で あ る
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第 30 図　竪穴建物 25 出土遺物実測図②
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可 能 性 も 考 慮 さ れ る。98 は 器 高 が 低 く 扁 平 で あ る。99 か ら 101 は 鉢 で あ る。99 は 丸 み の あ る 器 形

で 口 縁 端 部 を 僅 か に つ ま み 上 げ て い る。100 は 胴 部 か ら 直 立 気 味 に 立 ち 上 が る 器 形 で あ る。101 は

口 縁 部 が 緩 や か に 内 傾 し、 底 部 に 向 か っ て や や す ぼ ま っ て い く 器 形 で あ る。102 か ら 105 は 高 坏 で

あ る。102 は 埦 形 の 坏 部 に 短 く 開 く 脚 部 が 付 く 器 形 で あ る。103、104 は 「ハ」 の 字 状 に 開 く 脚 部 片

で あ る。105 は 直 線 的 な 脚 部 で、 脚 裾 部 が 大 き く 開 く 形 態 で あ る。106 か ら 120 は 甕 で あ る。106 か

ら 109 は 小 形 球 形 胴 甕 で あ る。106 は 口 縁 部 が 短 く 外 方 に 屈 曲 し て い る。107 か ら 109 は 緩 い 「 く 」

の 字 形 口 縁 で 最 大 径 は 胴 部 中 位 で あ る。108 は や や 厚 み あ る 丸 底 で あ る。110 か ら 115 は 中 型 球 形

胴 甕 で あ る。 口 縁 部 は 緩 い 「く」 の 字 形 で、 最 大 径 は 胴 部 中 位 に あ る。116 か ら 119 は 小 形 長 胴 甕

で あ る。116 か ら 118 は 頸 部 の し ま り が 強 く、 口 縁 部 は 緩 く 「 く 」 の 字 状 に 屈 曲 す る。119 は 平 底

気 味 の 丸 底 で、 胴 部 は 緩 や か に 内 湾 し な が ら 立 ち 上 が る 器 形 で あ る。120 は 中 型 長 胴 甕 で あ る。 緩

や か に 内 湾 し な が ら 立 ち 上 が る 胴 部 形 態 で、 胴 部 中 位 に 刻 目 突 帯 が 貼 り 付 け ら れ て い る。 胎 土 か ら

搬 入 品 の 可 能 性 が 高 い。121 か ら 123 は 壷 で あ る。121、122 は 口 縁 部 片 で、 口 縁 部 は 外 方 に 向 か っ

て 緩 や か に 立 ち 上 が っ て い る。121 に は 刻 目 突 帯 が 認 め ら れ る。123 は 胴 部 片 で 胴 部 下 位 に 最 大 径

を 持 つ。 底 部 付 近 は 打 ち 欠 か れ て い る。124 か ら 128 は 甕 も し く は 壷 の 底 部 片 で あ る。124、125 は
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厚 み の あ る 丸 底、126 は 尖 底 気 味 の 丸 底、127 は 丸 底、128 は 平 底 で あ る。129 か ら 132 は 甑 で あ る。

い ず れ も つ つ ぬ け タ イ プ で、 蒸 気 孔 の 端 部 形 態 に 多 様 性 が あ る。133 か ら 135 は 須 恵 器 で あ る。133

は 坏 蓋 で 天 井 部 と 口 縁 部 の 境 界 は 明 瞭 で あ る が や や 丸 み を 帯 び て い る。134 は 坏 身 で あ る。 口 縁 部

は や や 内 傾 し て い る。 口 縁 部 は 打 ち 欠 か れ て い る。135 は 甕 で あ る。 口 縁 部 片 で、 外 面 に 櫛 描 波 状

文 が 認 め ら れ る。136 は 不 明 土 製 品 で あ る。外 面 側 に 2 条 の 凸 線 が あ る。137 か ら 140 は 敲 石 で あ る。

各 面 に 敲 打 痕 跡 が 認 め ら れ る。

　 本 遺 構 か ら 出 土 し た 遺 物 は、 古 墳 時 代 後 期 前 半、6 世 紀 前 半 （MT15 か ら TK10 型 式 期、 今 塩 屋 編

年 5 か ら 6 期） に 位 置 付 け ら れ る。 本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 に 考 え ら れ る。

竪穴建物（SA）27（第 34 〜 35 図） 調 査 区 南 東 隅 に 位 置 す る。 土 坑 46、溝 状 遺 構 26 に 切 ら れ て い る。

調 査 区 南 壁 に 接 し て い る た め、調 査 は 北 西 隅 の 一 部 の み と な っ た。検 出 面 か ら 0.48m 程 下 で 貼 床 面（4

層） を 検 出 し た。 調 査 で き た 範 囲 で は 建 物 内 遺 構 は 検 出 で き な か っ た。 検 出 面 か ら 掘 方 ま で の 最 大

深 は 0.69m で あ る。

　 遺 物 は 床 面 上 で ま と ま っ て 出 土 し た。141 か ら 145 は 土 師 器 で あ る。141 は 坏 で、 口 縁 端 部 が 内 側

に 屈 曲 し て い る。142 は 甕 口 縁 部 で 外 方 に 大 き く 開 く 形 態 で あ る。143 は 小 形 球 形 胴 甕 で 口 縁 部 は

緩 い「く」の 字 状 で あ る。144 は 中 型 球 形 胴 甕 で あ る。 口 縁 部 は 直 立 気 味 で、緩 や か に 外 反 し て い る。

145 は 壷 で あ る。 球 形 胴 で、 口 縁 部 は 短 く 外 反 す る 形 態 で あ る。

　 本 遺 構 出 土 遺 物 は、 古 墳 時 代 後 期 末、6 世 紀 末 （TK43 か ら TK209 型 式 期、 今 塩 屋 編 年 7 期） に 位

置 付 け ら れ る。 本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 に 考 え ら れ る。

竪穴建物（SA）28（ 第 36 〜 43 図 ）　 調 査 区 南 側 に 位 置 す る。 長 方 形 の 竪 穴 建 物 で あ る。 北 側 は 溝

状 遺 構 12 に 大 き く 削 平 さ れ て い た が、 北 西 隅 角 が 僅 か に 残 存 し て お り 建 物 北 縁 を 確 認 で き た。 南

端 は 調 査 区 外 の た め 確 認 で き な か っ た。 建 物 の 規 模 は 確 認 部 分 で 長 軸 6.7m、 短 軸 5.3m で あ る。 検

出 さ れ た 地 床 炉 の 位 置 を 加 味 す る と 南 北 長 は 7.0m 程 に な る 可 能 性 も あ り、 長 方 形 の 大 型 建 物 で あ
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第 3 節　堅穴建物

1 層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。土器片、炭化物まばらに含む。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性強い。しまり弱い。褐色土混じる。

3層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性あり。しまり弱い。褐色土混じり。

4層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性あり、しまり弱い。 

5 層　灰黄褐色土（10YR4/2) 粘性あり、しまり弱い。 4 層と 6層が混じったような土。

6層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土。炭化物僅かに含む。

1層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。土器片、炭化物僅かに含む。

2層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまり強い。1層と似るが、褐色土混じる。

3層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。1層より暗い。土器片、炭化物僅かに含む。

4層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性、しまりあり。 3 層とほぼ同質だが、砂質土含む。

1層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性高い。しまりあり。土器片、炭化物等が混じる。一部、

　　　地山土が入る。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまりあり。炭化物まばらに混じる。

3層　黒褐色土（10YR3/2) 粘性低い。しまりあり。1層と似る。炭化物多く含む。

4層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土混じる。 地山土ブロック

　　　混じる。貼床。
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る と い え る。 検 出 面 か ら 0.44m 程 掘 り 下 げ た と こ ろ で 貼 床 面 （13 層 ） を 検 出 し た が、 溝 状 遺 構 12

で 削 平 さ れ て い る 箇 所 も あ る。 貼 床 と 考 え ら れ る 13 層 は 建 物 東 側 で は 確 認 で き ず、 一 部 は 掘 り 込

ん だ 地 山 砂 が そ の ま ま 床 面 と な っ て い る。 検 出 面 か ら 掘 方 ま で の 最 大 深 は 0.6m 程 で あ っ た。

　 建 物 内 遺 構 は、 地 床 炉 1 基、 建 物 内 土 坑 1 基 を 検 出 し た。 柱 穴 は 認 め ら れ な か っ た。 地 床 炉 は、

建 物 の お お よ そ 中 央 付 近 に 位 置 し て い る。 最 大 径 0.76m、 深 さ 0.10m の 不 整 円 形 で、 断 面 形 状 は す

り 鉢 状 で あ る。 側 壁 東 面 に 焼 土 が 認 め ら れ た が、 床 面 と 埋 土 中 に は 確 認 で き な か っ た。 掘 方 南 側 の

壁 面 で 土 器 片 が 多 く 出 土 し た が、 掘 り 込 が 浅 い の で 土 器 埋 設 炉 で あ る と は 考 え に く い。 建 物 内 土 坑

は 長 軸 1.74m 以 上 の 方 形 で、床 面 か ら の 深 さ 0.23cm 程 で あ る。 南 側 調 査 区 壁 面 際 に 検 出 さ れ た た め、

規 模 お よ び 用 途 な ど の 詳 細 は 不 明 で あ る。 遺 物 は 出 土 し な か っ た。

　 遺 物 は 床 面 か ら 大 量 の 土 師 器 （坏、模 倣 坏、鉢、高 坏、甕、壷）、須 恵 器 （坏 蓋、坏 身、甕、𤭯）、
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1 層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。土器片、炭化物まばらに含む。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性強い。しまり弱い。褐色土混じる。

3層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性あり。しまり弱い。褐色土混じり。

4層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性あり、しまり弱い。 

5 層　灰黄褐色土（10YR4/2) 粘性あり、しまり弱い。 4 層と 6層が混じったような土。

6層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土。炭化物僅かに含む。

1層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。土器片、炭化物僅かに含む。

2層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまり強い。1層と似るが、褐色土混じる。

3層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。1層より暗い。土器片、炭化物僅かに含む。

4層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性、しまりあり。 3 層とほぼ同質だが、砂質土含む。

1層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性高い。しまりあり。土器片、炭化物等が混じる。一部、

　　　地山土が入る。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまりあり。炭化物まばらに混じる。

3層　黒褐色土（10YR3/2) 粘性低い。しまりあり。1層と似る。炭化物多く含む。

4層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土混じる。 地山土ブロック

　　　混じる。貼床。
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石 製 品、 土 製 品、 石 器、 軽 石 な ど が 出 土 し た。 こ れ ら は 主 に 建 物 南 側 を 中 心 に 出 土 し て い る が、 溝

状 遺 構 12 に よ っ て 削 平 を 受 け た 建 物 北 側 に も 遺 物 が 存 在 し て い た 可 能 性 は 高 い。 遺 物 は 分 布 の 状

況 か ら い く つ か の 廃 棄 単 位 が 確 認 で き、 遺 物 の 接 合 状 況 も ほ ぼ そ の 廃 棄 単 位 内 に 収 ま る。 接 合 の 結

果、 竪 穴 建 物 22 と 同 様 に 完 形 に な る 土 器 は ほ と ん ど な か っ た。 ま た、 遺 物 が 出 土 し た 床 面 に は 炭

化 材 や 被 熱 痕 跡 が 確 認 さ れ て お り、 土 器 の 廃 棄 行 為 に と も な っ て 何 ら か の 火 の 使 用 が お こ な わ れ た

可 能 性 が あ る。 遺 物 は、 間 層 を 挟 ま ず、 地 山 土 や 炭 化 物 を 含 む 土 （6 層） に 覆 わ れ て 出 土 し た。 こ

の 6 層 は、 状 況 か ら 人 為 的 な 埋 め 戻 し 土 と 考 え ら れ る こ と か ら、 上 述 の 土 器 の 廃 棄、 そ れ に と も な

う 可 能 性 の あ る 火 の 使 用、6 層 に よ る 埋 め 戻 し が 間 を お か ず 一 連 の 過 程 と し て な さ れ た と み ら れ る。

　 以 下、出 土 し た 遺 物 の 詳 細 を 述 べ る。146 か ら 186 は 土 師 器 で あ る。146 は 模 倣 坏 で あ る。 坏 身 で、

口 縁 部 が 内 傾 し て い る。147 か ら 154 は 坏 で あ る。 口 縁 部 は 緩 や か に 外 方 へ 開 く も の （147、148）、

口 縁 端 部 が 丸 く 内 湾 す る も の （149 ～ 151）、 内 側 へ 短 く 屈 曲 す る も の （152 ～ 154） が あ る。153 は

内 面 に ヘ ラ 記 号 が 認 め ら れ る。155 は 鉢 で あ る。 小 形 で 直 立 気 味 に 立 ち 上 が る 口 縁 部 形 態 で あ る。

156 か ら 160 は 高 坏 で あ る。 い ず れ も 「 ハ 」 の 字 状 に 開 く 脚 部 で、156 の 坏 部 形 態 は 坏 状 で あ る。

161 か ら 173 は 甕 で あ る。161 か ら 163、166、168 は 小 形 球 形 胴 甕 で あ る。161 か ら 163 は 丸 底 で あ

る。 い ず れ も 緩 く 外 反 す る 口 縁 部 形 態 で あ る。 最 大 径 は 胴 部 中 位 付 近 に あ る。164、165、169 は 中

型 球 形 胴 甕 で あ る。 口 縁 部 は 緩 や か に 外 反 し、164、165 は 胴 部 中 央 に、169 は 胴 下 位 に 最 大 径 を 持 つ。

167 は 大 型 球 形 胴 甕 で あ る。 口 縁 部 は 短 く 屈 曲 し、 胴 部 中 央 に 最 大 径 を 持 つ。170 は 大 型 甕 で あ る。

短 く 屈 曲 す る 口 縁 部 形 態 で あ る。171、172 は 小 形 長 胴 甕 で あ る。171 は 直 立 気 味 に 立 ち 上 が る 口 縁

部 形 態 で、 底 部 は 厚 み あ る 丸 底 で 僅 か に 上 げ 底 に な っ て い る。 胴 部 下 位 に 最 大 径 を 持 つ。172 は 胴

部 中 位 か ら 口 縁 ま で 直 立 す る 器 形 で、 口 縁 端 部 は 面 が 形 成 さ れ て い る。173 は 中 型 長 胴 甕 で あ る。

胴 部 か ら 口 縁 部 ま で 直 立 す る 器 形 で、口 縁 端 部 は 面 が 形 成 さ れ て い る。174 か ら 180 は 底 部 片 で あ る。

174 ～ 179 は 甕 も し く は 壷 で、 い ず れ も 厚 み の あ る 丸 底 で あ る。180 は 甕 底 部 で 平 底 で あ る。181 か

ら 184 は 壷 で あ る。181、183 は 小 形 球 形 胴 壷 で 短 く 屈 曲 す る 口 縁 部 形 態 で あ る。 胴 部 は 丸 み の あ る

形 態 で 胴 部 中 位 に 最 大 径 を 持 つ。182 は 小 形 球 形 胴 壷 で あ る。緩 や か に 外 反 す る 口 縁 部 形 態 で あ る。

破 片 資 料 で は あ る が、184 も 182 と 同 様 の 形 態 で あ る と 考 え ら れ る。185、186 は 甑 で あ る。185 は 把

手 部 分 で あ る。186 は 蒸 気 孔 付 近 の 破 片 で つ つ ぬ け タ イ プ の 蒸 気 孔 を 持 ち、 胴 部 は 外 方 に 向 か っ て

大 き く 開 い て い る。187 か ら 193 は 須 恵 器 で あ る。187 は 坏 蓋 で 天 井 部 と 口 縁 部 の 境 界 は 余 り 明 瞭 で

な い が、 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ は 口 縁 部 近 く ま で 施 さ れ て い る。188、189 は 坏 身 で あ る。 や や 内 傾 し た 高

い 口 縁 部 形 態 で、口 縁 端 部 内 面 に 段 を 持 つ。189 は 胴 部 中 ほ ど ま で 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ が 施 さ れ て い る。

190、191 は𤭯で あ る。190 は 口 縁 部 片 で、 外 面 に 櫛 描 波 状 文 が 認 め ら れ る。191 は 頸 部 に カ キ メ 調

整 が 施 さ れ て い る。 や や 小 ぶ り で 丸 み の あ る 胴 部 形 態 で、 口 縁 部 は 故 意 に 打 ち 欠 か れ て い る。 外 面

に 自 然 釉 が 付 着 し て い る。192、193 は 甕 で あ る。192 は 口 縁 部 か ら 胴 部 片 で、「く」 の 字 状 の 口 縁 部

の 端 部 は 玉 縁 状 に な っ て い る。 内 面 に 同 心 円 当 具 痕 が 認 め ら れ る。193 は 胴 部 片 で 外 面 に 平 行 タ タ

キ、 内 面 に 同 心 円 当 具 痕 が 認 め ら れ る。194 は 不 明 土 製 品 で あ る。 棒 状 の 小 形 品 で、 手 捏 ね に よ り

成 形 さ れ て い る。 両 端 が 僅 か に 幅 広 に な っ て い る。195 は 有 孔 円 板 で あ る。 滑 石 製 で、2 つ の 小 孔

が 認 め ら れ る。 欠 損 し て い る が、 円 形 で あ っ た と 判 断 で き る。196 は 敲 石 で あ る。 複 数 箇 所 に 敲 打

痕 跡 が 認 め ら れ る。

　 本 遺 構 か ら 出 土 し た 遺 物 は、 古 墳 時 代 後 期 前 半、6 世 紀 前 半 （MT15 か ら TK10 型 式 期、 今 塩 屋 編

年 5 か ら 6 期） に 位 置 付 け ら れ る。 本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 に 考 え ら れ る。
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1 層　暗褐色土（10YR3/3)  粘性低い。しまりあり。地山土、軽石多く含む。炭化物含む。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性低い。しまり強い。地山土、軽石、炭化物をまばらに含む。

3層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性低い。しまり強い。軽石、炭化物をまばらに含む。地山土少量含む。

4層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性低い。しまりあり。地山土、軽石、炭化物を多く含む。地山

　　　土と黒褐色土との混じり土。

5層　暗褐色土（10YR3/3)  粘性あり。しまり弱い。地山土、炭化物、土器片僅かに含む。

6層　暗褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。地山土まばらに、炭化物、土器片を非常に多く含む。

7層　黒褐色土（10YR3/2)  粘性高い、しまり強い。軽石まばらに、土器片、炭化物、焼土含む。

8層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりなし。軽石粒、炭化物僅かに混じる。地山砂と黒褐色土

　　　との混じり土。

9層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。砂質土。赤色粒（土器片か）僅かに含む。

10 層 褐色土（10YR4/4)  粘性低い。しまり弱い。地山土ブロックを多く含む。

11 層 褐色土（10YR4/4)  粘性低い。しまり弱い。10 層と同質だが、地山土ブロックをより多く含む。

12 層 暗褐色土（10YR3/3)  粘性あり。しまり弱い。地山土をまばらに、土器片を僅かに含む。

13 層 貼床土。

1層　暗褐色土（10YR4/3)  粘性弱い。しまりあり。炭化物、軽石含む。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性低い。しまり弱い。砂質土。灰白色粒をまばらに混じる。

3層　暗褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりあり。粘質土混じり。炭化物、砂質土含む。
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6層　暗褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。地山土まばらに、炭化物、土器片を非常に多く含む。

7層　黒褐色土（10YR3/2)  粘性高い、しまり強い。軽石まばらに、土器片、炭化物、焼土含む。

8層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりなし。軽石粒、炭化物僅かに混じる。地山砂と黒褐色土

　　　との混じり土。

9層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。砂質土。赤色粒（土器片か）僅かに含む。

10 層 褐色土（10YR4/4)  粘性低い。しまり弱い。地山土ブロックを多く含む。

11 層 褐色土（10YR4/4)  粘性低い。しまり弱い。10 層と同質だが、地山土ブロックをより多く含む。

12 層 暗褐色土（10YR3/3)  粘性あり。しまり弱い。地山土をまばらに、土器片を僅かに含む。

13 層 貼床土。

1層　暗褐色土（10YR4/3)  粘性弱い。しまりあり。炭化物、軽石含む。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性低い。しまり弱い。砂質土。灰白色粒をまばらに混じる。

3層　暗褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりあり。粘質土混じり。炭化物、砂質土含む。
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第 38 図　竪穴建物 28 遺物出土状況図（S=1/40)

竪穴建物（SA）29（第 44 〜 45 図）　 調 査 区 中 央 南 側 に 位 置 す る。 建 物 の 北 側 は 溝 状 遺 構 12 に よ っ

て 切 ら れ て お り、 南 側 の 大 部 分 は 調 査 区 外 に 及 ん で い る た め、 検 出 で き た の は 建 物 全 体 の 一 部 に 過

ぎ な い。 ま た、 竪 穴 建 物 34、35 と 切 り 合 い 関 係 に あ る が、 掘 削 後 の 平 面 形 や 遺 物 の 出 土 状 況、 調

査 区 壁 で の 土 層 断 面 観 察 の 結 果、 本 建 物 が 竪 穴 建 物 34、35 を 切 っ て い る も の と 判 断 で き た。

　 検 出 面 か ら 0.37m 掘 り 下 げ た と こ ろ で 貼 床 面 （6 層、7 層 ） を 検 出 し た。 貼 床 土 は、 建 物 の 床 全

面 に 敷 か れ て い る わ け で な く、 掘 方 の 窪 ん で い る 部 分 を 平 坦 に 均 す よ う に 敷 か れ て あ っ た。 検 出 面

か ら 掘 方 ま で の 最 大 深 は 0.57m で あ る。 建 物 内 遺 構 は 認 め ら れ な か っ た が、 建 物 北 西 隅 付 近 で 焼 土

が 検 出 さ れ た。 検 出 さ れ た 位 置 が 建 物 隅 部 付 近 で あ る こ と や 掘 り 込 み が 認 め ら れ な い こ と か ら、 炉

で は な く 竪 穴 建 物 28 と 同 様 な、 土 器 廃 棄 に と も な う 火 の 使 用 の 痕 跡 で あ る 可 能 性 が 考 慮 さ れ る。

　 遺 物 は、 床 面 直 上 で 甑 1 個 体 分 が ま と ま っ て 出 土 し た ほ か、 建 物 北 壁 沿 い 床 面 付 近 か ら も 土 器 片
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第 40 図　竪穴建物 28 出土遺物実測図②
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が 出 土 し て い る。197、198 は 土 師 器 で あ る。197 は 小 形 の 壷 で、 口 縁 部 は 緩 や か に 外 反 す る。 底 部

は 平 底 気 味 の 丸 底 で あ る。198 は 甑 で あ る。 中 型 の 球 形 胴 甕 に 蒸 気 孔 が 付 い た 形 態 で、 つ つ ぬ け の

底 部 に 粘 土 に よ る 桟 が 渡 さ れ た タ イ プ で あ る。 把 手 は 欠 損 の た め 形 態 不 明 で あ る。199 は 須 恵 器 坏

蓋 で あ る。 天 井 部 と 口 縁 部 の 境 界 が 不 明 瞭 で、 全 体 に 丸 み の あ る 形 態 で あ る。200 は 敲 石 で あ る。

各 所 に 敲 打 痕 が 認 め ら れ る。201 は 滑 石 製 の 紡 錘 車 で あ る。

　 本 遺 構 か ら 出 土 し た 遺 物 は、 古 墳 時 代 後 期 前 半、6 世 紀 前 半 （TK10 型 式 期、 今 塩 屋 編 年 6 期） に

位 置 付 け ら れ る。 本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 に 考 え ら れ る。

竪穴建物（SA）34・35（ 第 44 図 ）　 調 査 区 中 央 南 側 に 位 置 す る。 い ず れ の 建 物 と も、 竪 穴 建 物 29

と 溝 状 遺 構 12 に 切 ら れ て お り、 壁 面 の 一 部 の み が 検 出 さ れ た。 ま た、 建 物 の 南 半 は 調 査 区 外 に お

よ ん で い る。 両 者 と も 限 ら れ た 部 分 が 検 出 さ れ た の み で あ っ た が、 壁 面 が 垂 直 で あ る こ と、 床 面 が

平 坦 で あ る こ と か ら 竪 穴 建 物 と 判 断 し た。 そ れ ぞ れ の 軸 方 向 が 異 な る た め 別 の 建 物 と し て 報 告 す る

が、 検 出 さ れ た 床 面 の 高 さ が、 い ず れ も 検 出 面 か ら 深 さ 0.45 ｍ 程 で ほ ぼ 同 じ で あ る こ と か ら、1 軒

の 建 物 で あ っ た 可 能 性 も あ る。 ま た、 調 査 で き た 範 囲 内 で は 建 物 内 遺 構 は 認 め ら れ な か っ た。

　 遺 物 が 出 土 し て お ら ず 詳 細 な 時 期 は 不 明 だ が、 竪 穴 建 物 29 に 切 ら れ て い る こ と か ら、 本 遺 構 は

第 39 図　竪穴建物 28 出土遺物実測図①
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第 41 図　竪穴建物 28 出土遺物実測図③
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第 41 図　竪穴建物 28 出土遺物実測図③
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第 43 図　竪穴建物 28 出土遺物実測図⑤
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1 層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物粒、土器片含む。地山土含む。

2層　暗褐色土（10YR3/3)  粘性、しまりあり。1層よりやや明るい。地山土ブロック、黒褐色ブロック含む。

3層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。白色粒子、地山土を少量含む。

4層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。地山土ブロック、炭化物を含む。

5層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性あり。しまり弱い。3層とほぼ同質だが、しまり弱く、土器を多く含む。

6層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性低い。しまり弱い。地山土、地山砂が主体。黒褐色ブロックを多く含む。貼床。

7層　灰黄褐色土（10YR4/3)  粘性低い。しまり弱い。地山砂が主体。地山土、地山粘質土、黒褐色土粒を多く含む。

8層　暗褐色土（10YR3/3)  粘性、しまりあり。地山粘質土を含む。SA29 に伴う小穴。

9層　暗褐色土（10YR3/3)  粘性、しまりあり。白色粒子、地山（層位不明）粒子、土器片、炭化物粒含む。

10 層 暗褐色土（10YR3/3)  粘性、しまりあり。白色粒子、少量の炭化物粒含む。
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第 44 図　竪穴建物 29、34、35 実測図（S=1/60)

181

183

185

186

188

189

188

191

192192
195

196

− 38 −



第Ⅲ章　調査の成果

第 43 図　竪穴建物 28 出土遺物実測図⑤
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1 層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物粒、土器片含む。地山土含む。

2層　暗褐色土（10YR3/3)  粘性、しまりあり。1層よりやや明るい。地山土ブロック、黒褐色ブロック含む。

3層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。白色粒子、地山土を少量含む。

4層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。地山土ブロック、炭化物を含む。

5層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性あり。しまり弱い。3層とほぼ同質だが、しまり弱く、土器を多く含む。

6層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性低い。しまり弱い。地山土、地山砂が主体。黒褐色ブロックを多く含む。貼床。

7層　灰黄褐色土（10YR4/3)  粘性低い。しまり弱い。地山砂が主体。地山土、地山粘質土、黒褐色土粒を多く含む。

8層　暗褐色土（10YR3/3)  粘性、しまりあり。地山粘質土を含む。SA29 に伴う小穴。

9層　暗褐色土（10YR3/3)  粘性、しまりあり。白色粒子、地山（層位不明）粒子、土器片、炭化物粒含む。

10 層 暗褐色土（10YR3/3)  粘性、しまりあり。白色粒子、少量の炭化物粒含む。
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第 44 図　竪穴建物 29、34、35 実測図（S=1/60)

古 墳 時 代 後 期 前 半 以 前、6 世 紀 前 半 以 前 に 位 置 付 け ら れ る が 古 墳 時 代 の 遺 構 と み ら れ る。

竪穴建物（SA）30（第 46 図）　 調 査 区 南 西 部 に 位 置 す る。 溝 状 遺 構 5、12 に 大 き く 切 ら れ て い る こ

と、 建 物 南 半 が 調 査 区 外 に 及 ん で い る こ と か ら、 僅 か な 部 分 の み を 検 出 し た の み で あ る。 検 出 面 か

ら 0.35m 程 下 で 床 面 が 検 出 さ れ た。 検 出 面 か ら 掘 方 ま で の 深 さ は 最 大 で 0.60m で あ る。 調 査 で き た

範 囲 内 で は 建 物 内 遺 構 は 認 め ら れ な か っ た。

　 遺 物 が 出 土 し て い な い た め、 詳 細 な 時 期 は 不 明 だ が、 古 墳 時 代 終 末 期 以 降 の 溝 状 遺 構 5 に 切 ら れ

て い る こ と、 他 の 竪 穴 建 物 の 時 期 か ら 古 墳 時 代 に 属 す る 建 物 と 考 え ら れ る。

第 4 節 　 掘 立 柱 建 物

　 古 墳 時 代 と 中 世 の 掘 立 柱 建 物 が 検 出 さ れ た。 古 墳 時 代 に 属 す る 掘 立 柱 建 物 は、 掘 立 柱 建 物 1、9、

16、31、33 の 5 棟 で、 調 査 区 の 中 央 か ら 西 に 偏 在 す る。 軸 方 向 は、 掘 立 柱 建 物 31 が 東 西 で あ る ほ

か は い ず れ も 南 北 方 向 で あ る。 掘 立 柱 建 物 9、16、31 は 柱 間 に 布 堀 が 掘 削 さ れ て い る。 時 期 が 判 然

と し な い も の も あ る が、6 世 紀 前 半 ～ 7 世 紀 初 頭 ま で に 建 て ら れ た も の と み ら れ る。 中 世 の 掘 立 柱

建 物 は 掘 立 柱 建 物 4 の 1 棟 で 軸 方 向 は お お む ね 南 北 方 向 で あ る。

掘立柱建物（SB）1（第 47 図）　 調 査 区 西 端 に 位 置 す る。 柱 穴 6 基 が 検 出 さ れ た。 現 状 で、梁 行 1 間、

桁 行 2 間 の 側 柱 建 物 に 見 え る が、 調 査 区 外 に 柱 穴 列 が 延 び て い る 総 柱 の 掘 立 柱 建 物 で あ る 可 能 性 も

考 え ら れ る。 柱 穴 2、4、6 の 柱 筋 が 悪 い こ と、 柱 穴 2、6 が 他 の 柱 穴 と 比 べ て 浅 い こ と か ら、 こ れ
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第 45 図　竪穴建物 29 出土遺物実測図
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1 層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。土器粒、地山土粒を含む。

2層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。土器粒、地山土ブロックを多く含む。

3層　黒褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。4層に炭が多く混じる土。

4層　黒褐色土（10YR2/3) 粘性、しまりあり。3層とほぼ同質だが、地山土含まない。

5層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物を僅かに含む。

6層　灰黄褐色土（10YR4/2) 粘性低い。しまりあり。地山砂、地山土、暗褐色土の混土層。

第 46 図　竪穴建物 30 実測図（S=1/60)

ら の 柱 穴 は 総 柱 掘 立 柱 建 物 の 中 柱 で あ る 可 能 性 が 高 い た め、 本 建 物 は 総 柱 の 掘 立 柱 建 物 で あ っ た も

の と 判 断 で き る。 柱 穴 は 平 面 が 隅 丸 長 方 形 の 壷 堀 で 底 面 は 平 坦 に 近 い。 平 面 及 び 断 面 の 観 察 で 認 め

ら れ た 柱 痕 跡 か ら 推 定 さ れ る 柱 間 間 隔 は 北 側 梁 行（柱 穴 5、6 間）で 2.07m で あ る。 桁 行 で は、柱 穴 1、

3 間 で 2.37m、3、5 間 で 2.67m で あ る。 柱 穴 5、6 の 土 層 断 面 に 認 め ら れ る 柱 痕 跡 か ら、 使 用 さ れ た

柱 の 直 径 は 24㎝ 以 上 で あ っ た と 想 定 さ れ る。

　 遺 物 が 出 土 し て い な い た め 詳 細 は 不 明 で あ る が、 建 物 の 軸 方 向 が 古 墳 時 代 の 掘 立 柱 建 物 で あ る 掘

立 柱 建 物 9 や 16 と 同 じ で あ る こ と か ら、 本 遺 構 の 年 代 も 古 墳 時 代 で あ る と 判 断 で き よ う。

掘立柱建物（SB）9（第 48 〜 50 図、 第 56 図）　 調 査 区 中 央 付 近 に 位 置 す る。12 基 の 柱 穴 か ら な る、

梁 行 2 間、 桁 行 3 間 の 総 柱 掘 立 柱 建 物 で あ る。 梁 行 3.6m、 桁 行 6.5m、 面 積 23.4㎡ の 大 型 建 物 で、 長

軸 方 向 は ほ ぼ 真 北 で あ る。 土 層 断 面 で 確 認 さ れ た 柱 痕 跡 か ら 推 定 さ れ る 柱 間 間 隔 は、 多 少 の ば ら つ

き が あ る も の の、 桁 行 側 で お お よ そ 2.2m、 梁 行 側 で 1.8m で あ る。 側 柱 の 桁 行 方 向、 す な わ ち 柱 穴

1 か ら 10 の 間、3 か ら 12 の 間 に は 布 堀 り が あ る。 弧 状 に や や 外 湾 し て い る 部 分 が あ る。 桁 行 方 向

の 柱 穴 ラ イ ン の 基 準 で あ っ た 可 能 性 が あ る。 柱 穴 の 平 面 形 態 は、 側 柱 で は 桁 行 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方

形 状 で、 中 柱 で は 梁 行 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方 形 状 と な っ て い る。 た だ し、 柱 穴 1、3 は 不 整 円 形 で あ

敲打痕

敲打痕

敲打痕
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− 40 −



第Ⅲ章　調査の成果

第 45 図　竪穴建物 29 出土遺物実測図

0 10cm土器

0

5cm

石器

197

198

199

200

201

調査区外

SA30

SE12

SE5

Ⅰトレンチ

排水管SE12 SE5
1

1 2
3 4

5

6
6

5.0m

2m0 1:60

a
a’

a a’

1 層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。土器粒、地山土粒を含む。

2層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。土器粒、地山土ブロックを多く含む。

3層　黒褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。4層に炭が多く混じる土。

4層　黒褐色土（10YR2/3) 粘性、しまりあり。3層とほぼ同質だが、地山土含まない。

5層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物を僅かに含む。

6層　灰黄褐色土（10YR4/2) 粘性低い。しまりあり。地山砂、地山土、暗褐色土の混土層。

第 46 図　竪穴建物 30 実測図（S=1/60)

る こ と、 柱 穴 11 は 桁 行 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方 形 状 で あ る 点 は 注 目 し て お く 必 要 が あ る。 そ れ ぞ れ の

柱 穴 は 基 本 的 に 素 堀 で あ る が、 柱 穴 2、3、4 は 段 堀 状 に な っ て い る。 ま た、 柱 穴 7、8、9 は、 そ の

形 状 か ら 桁 行 方 向 北 側 に 向 か っ て 柱 穴 を 二 次 的 に 掘 削 し た よ う な 状 況 で あ る。 土 層 断 面 の 観 察 か ら

は、 埋 め 立 て 後 の 再 掘 削 の 痕 跡 は 認 め ら れ ず、 こ の 二 次 的 な 掘 削 は、 建 物 構 築 時 の も の と 判 断 で き

る。 上 記、 柱 穴 1、3、11 と 同 様 に 注 目 し て お き た い。

　 本 建 物 で は、 柱 穴 1、4、6、9、12 に お い て 土 層 断 面 で 柱 の 痕 跡 を 確 認 で き た。 こ の 痕 跡 か ら、

本 建 物 に 用 い ら れ て い た 柱 の 直 径 は 20㎝ 程 度 で あ っ た も の と 推 測 さ れ る。

　 本 建 物 の 柱 穴 の 掘 削 と 柱 の 設 置 に つ い て は、 柱 穴 の 形 状 や 土 層 断 面 で 確 認 さ れ た 柱 の 位 置 よ り 推

測 す る こ と が 可 能 で あ る。 ま ず 柱 穴 は、 柱 穴 1、3 か ら 掘 削 さ れ た 可 能 性 が 高 い。 こ れ は、 他 の 柱

穴 は 梁 行 あ る い は 桁 行 方 向 に 柱 間 の 調 整 が 可 能 と な る よ う 隅 丸 長 方 形 状 で あ る の に 対 し、 こ の 二 つ

の 柱 穴 は そ う し た 調 整 を 想 定 し な い 円 形 の 形 状 で あ る こ と か ら、 建 物 建 築 の 際 の 基 準 と し て 掘 削 さ

れ た も の と 考 え ら れ る か ら で あ る。 そ の 後 は 布 堀、 側 柱 の 柱 穴 列 を 掘 削 し、 あ る 程 度 桁 行 方 向 の 柱

間 調 整 を お こ な っ た 後、 柱 が 通 る 位 置 付 近 に 中 柱 の 柱 穴 列 を 掘 削 し た も の と 見 ら れ る。 中 柱 の 柱 穴

は 梁 行 方 向 の 柱 間 間 隔 を 調 整 す る た め 梁 行 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方 形 で あ る。 た だ し 中 柱 列 の 中 で 南 端

の 柱 穴 11 の み は 桁 行 方 向 の 柱 間 調 整 の た め、 桁 行 方 向 に 長 い 形 態 と 考 え ら れ る。

　 本 建 物 の 桁 行 方 向 の 柱 間 間 隔 は、 上 述 の よ う に 2.2m を 基 準 と し て い た と み ら れ る が、 柱 穴 7 か

ら 9 の 列 の 二 次 的 な 掘 削 は 柱 間 調 整 の 際 に 計 画 の 柱 位 置 が 堀 方 内 に 収 ま ら な か っ た た め の 所 作 で あ

る と 判 断 で き る。 土 層 断 面 に 再 掘 削 の 痕 跡 が 認 め ら れ な い こ と も、 こ の 二 次 掘 削 が 建 物 構 築 時 の も

の で あ る こ と の 証 左 と な る。 柱 間 の 調 整 は 建 物 建 築 の 基 準 で あ る と 思 わ れ る 柱 穴 1、3 の あ る 建 物

北 側 よ り な さ れ て い る よ う だ。 な お、 柱 の 設 置 に つ い て は、 土 層 観 察 の 結 果、 根 固 め 用 と 充 填 用 と

し て Ａ か ら Ｄ 類 の 大 き く 4 種 類 の 土 が 用 い ら れ て い る こ と が 確 認 で き た。 柱 を 設 置 し た 後 に 根 固 め

土 で あ り、 搬 入 土 ら し い 黒 褐 色 粘 質 土 の A 類、 地 山 土 と 暗 褐 色 土 を 用 い た B 類 の 土 を 柱 穴 に 交 互

に 入 れ、 布 堀 の 底 面 付 近 ま で 埋 め た 後 に、 布 堀 部 と 柱 穴 部 へ 同 時 に 充 填 用 土 で あ る 地 山 土 を 用 い た

C 類、 暗 褐 色 土 の D 類 の 土 を 充 填 し な が ら 柱 を 固 定 し て い た よ う で あ る。 柱 穴 4 で は 柱 痕 跡 の 底 面

に 薄 く 粘 土 が 敷 か れ て い た。
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第 4節　掘立柱建物

　 遺 物 は 各 柱 穴 の 埋 土 か ら い ず れ も 破 片 の 状 態 で 出 土 し て い る。202 か ら 205 は 須 恵 器 で あ る。202

は 坏 蓋 で 丸 み の あ る 天 井 部 形 態 で あ る。 口 縁 部 と の 境 界 は 比 較 的 明 瞭 で、 口 縁 端 部 は 丸 く 仕 上 げ ら

れ て い る。203 は 坏 身 で あ る。 小 片 で あ る が、 口 縁 端 部 は 短 く 内 傾 す る と 思 わ れ る。204 は 器 種 不

明 で あ る。 外 面 に 刻 目 突 帯 が 認 め ら れ る。205 は 甕 で あ る。 口 縁 部 片 で、 外 面 に 櫛 描 波 状 文 が 認 め

ら れ る。206 は 土 玉 で あ る。 形 状 は や や 扁 平 な 球 形 で あ る。

　 出 土 し た 遺 物 は、古 墳 時 代 後 期 後 半、6 世 紀 中 頃（MT85 型 式 期、今 塩 屋 編 年 6 期）に 位 置 付 け ら れ る。

本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 に 考 え ら れ る。

掘立柱建物（SB）16（第 51 ～ 52 図、 第 56 図）　 調 査 区 西 側 に あ り、 掘 立 柱 建 物 1 の 東 に 隣 接 し て

い る。9 基 の 柱 穴 か ら な る 梁 行 2 間、 桁 行 2 間 の 総 柱 建 物 で あ る。 軸 方 向 は、 南 北 方 向 で あ る。 東

側 の 側 柱 列 で は、 柱 穴 が 明 瞭 で、 柱 痕 跡 も 確 認 さ れ た。 こ の 柱 列 の 観 察 に よ れ ば、 桁 行 方 向 の 柱 間

間 隔 は 柱 穴 3 と 6 の 間 で 2.28m、 柱 穴 6 と 9 の 間 で 2.04m で、 や や ば ら つ き が あ る。 各 柱 間 に は 布

堀 が 掘 削 さ れ て い る が、 柱 堀 方 5 と 6 の 間、7 と 8 の 間 に は 認 め ら れ な い。 布 堀 の 幅 や 角 度、 深 さ

に ば ら つ き が あ る。 桁 行 方 向 に 長 い 不 整 楕 円 形 状 の 柱 穴 1、2、3、6、9、 円 形 に 近 い 柱 穴 5、7、8、

布 堀 と 幅 が 同 じ で 明 確 な 柱 穴 が 認 め ら れ な い 柱 穴 4 が あ る。 い ず れ も 基 本 的 に 素 堀 り で、 底 面 は 平

ら で な く Ｕ 字 形 に 近 い 断 面 形 態 で あ る。 中 柱 は 側 柱 に 比 べ て 掘 り 込 み が 浅 い。 全 的 に 柱 筋 は 通 っ て

い る が、 柱 穴 の 形 態 は 不 整 形 で あ り、 布 堀、 柱 穴 底 面 の 深 さ も ば ら つ き が 多 く、 他 の 掘 立 柱 建 物 と

比 べ て 全 体 的 に 粗 雑 な 印 象 で あ る。

　 ま た、 柱 穴 1、2、3 は、 南 北 に 長 く、 特 に 柱 穴 3 で は 柱 穴 を 再 掘 削 し た よ う な 形 状 で あ る。 土 層

断 面 か ら は 柱 穴 の 再 掘 削 痕 跡 が 認 め ら れ な い こ と か ら、 当 初 建 物 構 築 時 に、 柱 位 置 を 北 側 に 延 長 し

た 可 能 性 が あ る。

　 柱 穴 1、2、3、6 の 土 層 断 面 に 認 め ら れ る 柱 痕 跡 で は、 使 用 さ れ た 柱 の 直 径 は 26㎝ 以 上 で あ っ た

も の と 推 測 さ れ る。 埋 土 は充填用（A）、根固め用（B）の 2 種類が確認できた。

　 遺 物 は 柱 穴 2 か ら 2 点 出 土 し て い る。207 は 土 師 器 甕 で あ る。 平 底 で 底 面 に 木 葉 痕 が 認 め ら れ る。

208 は 須 恵 器 坏 蓋 で あ る。 天 井 部 と 口 縁 部 の 境 界 が 不 明 瞭 で 口 縁 端 部 は 丸 く 仕 上 げ ら れ て い る。

　 出 土 遺 物 は、 小 片 で 不 明 確 だ が、 古 墳 時 代 後 期 末 か ら 終 末 期、6 世 紀 末 か ら 7 世 紀 初 頭 （TK209

か ら TK217 型 式 期、 今 塩 屋 編 年 7 か ら 8 期） に 位 置 付 け ら れ、 本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 で あ る。

掘立柱建物（SB）31（ 第 53 図、 第 56 図 ）　 調 査 区 南 西 側 に 位 置 す る。 竪 穴 建 物 2、 溝 状 遺 構 12、

現 代 の 配 水 管 に 切 ら れ て い る。 削 平 が な け れ ば、 本 来 12 基 か ら な る 梁 行 2 間、 桁 行 3 間 の 総 柱 掘

立 柱 建 物 で あ っ た 可 能 性 が 高 い。 柱 穴 3、4 の 間、柱 穴 9、10 の 間 に は そ れ ぞ れ 布 堀 り が 確 認 さ れ た。

本 建 物 は 竪 穴 建 物 2 の 掘 削 後 に 認 識 し た も の で あ る た め、 本 来 は 別 の 柱 間 に も 布 堀 り が 存 在 し て い

た 可 能 性 も あ る。 柱 間 間 隔 は 柱 穴 3、4 間 で 1.92m、 柱 穴 4、8 間 で 1.56m、 柱 穴 6、10 間 で 1.62m で

あ り、桁 行 方 向 の 柱 間 が や や 広 い。 柱 筋 の 通 り は 良 い。 柱 穴 1、5、8、10 で 確 認 さ れ た 柱 痕 跡 か ら、

本 建 物 に 使 用 さ れ た 柱 は 直 径 24㎝ 以 上 で あ っ た と 思 わ れ る。

　 遺 物 は 柱 穴 5 か ら 模 倣 坏 蓋 (209) が 出 土 し た。 古 墳 時 代 後 期 末、6 世 紀 末 （TK43 型 式 期、 今 塩 屋

編 年 7 期） に 位 置 付 け ら れ、 本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 と み ら れ る。

掘立柱建物（SB）33（ 第 54 図、 第 56 図 ）　 調 査 区 北 西 部 に 位 置 す る。 柱 穴 5 基 が 検 出 さ れ、 現 状

で 梁 行 2 間、 桁 行 1 間 で あ る が、 建 物 北 側 が 調 査 区 外 へ 延 び て い る も の と 考 え ら れ る。 そ の た め、
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第 47 図　掘立柱建物 1、土坑 32 実測図 (S=1/60)

第 1表　掘立柱建物 1土層注記
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第 47 図　掘立柱建物 1、土坑 32 実測図 (S=1/60)

第 1表　掘立柱建物 1土層注記

柱穴 層 色調 備考

柱穴 4

1 暗褐色 (10YR3/4) 粘性、しまり弱い。地山土、地山粘質土ブロックを含む。

2 暗褐色 (10YR3/4) 粘性、しまり弱い。地山土ブロック多く含む。

3 褐色 (10YR4/4) 2 層と同質だが、より明るい。

4 暗褐色 (10YR3/4)  粘性あり。しまり弱い。

5 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまりあり。

6 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。地山土ブロック僅かに含む。

7 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。

柱穴 5

1 暗褐色 (10YR3/3) 地山土を斑状にまばらに含む。

2 暗褐色 (10YR4/3) 地山粘質土をばまらに含む。

3 暗褐色 (10YR3/4) 基本的に 2層と同質だが。より明るい。

4 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまりあり。地山砂を含む。

5 暗褐色 (10YR4/3)  粘性あり。しまり弱い。地山粘質土まばらに含む。

6 暗褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまりなし。地山土ブロックを含む。

7 暗褐色 (10YR3/4) 粘性あり。しまりあり。褐色土を斑状に含む。

8 暗褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。褐色土を斑状に含む。

9 暗褐色 (10YR3/4) 粘性あり。しまりあり。褐色土を斑状にまばらに含む。

10 暗褐色 (10YR3/3) 粘性高い。しまり強い。地山土を僅かに含む。

11 暗褐色 (10YR3/4) 粘性あり。しまりあり。地山土ブロック多く含む。

12 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまりなし。地山砂、地山土含む。

13 暗褐色 (10YR3/3) 粘性高い。しまり強い。地山土を僅かに含む。

14 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性あり。しまり弱い。地山砂、地山土含む。

15 暗褐色 (10YR ３/3) 粘性低い。しまりなし。地山土僅かに含む。柱痕。

柱穴 6

1 暗褐色 (10YR3/4) 粘性、しまりあり。地山土ブロック多、地山粘質土含む。

2 暗褐色 (10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。

3 褐色 (10YR4/4)
粘性あり。しまり弱い。地山土ブロック多、地山粘質土僅か
に含む。

4 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。地山土ブロック、地山粘質土まばらに含む。

5
にぶい黄褐色 
(10YR4/3) 

粘性低い。しまりなし。4層と地山砂が混じり土。

6 暗褐色 (10YR3/4)  地山土ブロックを僅かに含む。柱痕の可能性。

柱穴 層 色調 備考

柱穴 1

1 暗褐色 (10YR3/4) 粘性、しまりあり。灰白色粒まばらに、橙色粒僅かに含む。

2 暗褐色 (10YR4/2) 1 層と同質だが、より明るく、粒が大きい。

3 暗褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。

4 暗褐色 (10YR4/3) 粘性あり。しまり弱い。地山土ブロックを多く含む。

5 暗褐色 (10YR3/4) 粘性、しまりあり。地山土ブロックを僅かに含む。

6 暗褐色 (10YR3/4) 5 層と同質だが、より明るい。

7 暗褐色 (10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。地山土ブロック含む。

8 暗褐色 (10YR4/4) 粘性、しまりあり。

9 暗褐色 (10YR3/3) 6 層と似てる。地山土ブロック僅かに含む。

10 暗褐色 (10YR3/4)  8 層とほぼ同質だが、より暗い。

11 にぶい黄褐色 (10YR5/3) 砂質土。地山砂に黒褐色土が混じる。

柱穴 2

1 暗褐色 (10YR3/4) 粘性、しまり弱い。地山土、地山粘質土をブロックで含む。

2 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土ブロック僅かに含む。

3 褐色 (10YR4/4) 2 層に似るが、色調僅かに暗い。

4 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土ブロックまばらに含む。

5 暗褐色 (10YR4/4) 粘性あり。しまり弱い。地山土ブロック多く含む。

6 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまりあり。地山土ブロックを多く含む。

柱穴 3

1 暗褐色 (10YR3/4) 粘性、しまり弱い。地山土、地山粘質土ブロックで含む。

2 褐色 (10YR4/3)  粘性低い。しまりなし。地山土、地山粘質土まばらに含む。

3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまりなし。赤褐色土をまばらに含む。

4 暗褐色 (10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。地山砂を僅かに含む。

5 黒褐色 (10YR3/2) 粘性あり。しまり弱い。地山土を斑状に僅かに含む。

6 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまりあり。地山土を僅かに含む。

7 褐色 (10YR4/4)  粘性あり。しまり弱い。5層と似る。

8 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  砂質土。地山砂に黒褐色土が混じる。
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第Ⅲ章　調査の成果
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第 4節　掘立柱建物
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第 50 図　掘立柱建物 9実測図③（S=1/40)

層 種別 色調 備考

1-1 D 暗褐色 (10YR3/3) 軽石、炭化物、地山土、白色粒含む。

1-2 D 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒、炭化物含む。地山土僅かに含む。

1-3 D 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒含む。

1-4 D 暗褐色 (10YR3/3) 地山土含む。

1-5 D 暗褐色 (10YR3/2) 白色粒、炭化物含む。

1-6 D 暗褐色 (10YR3/4) 軽石、炭化物、地山土僅かに、白色粒含む。

1-7 D 暗褐色 (10YR3/3) 軽石、白色粒、炭化物、地山土僅かに含む。

1-8 D 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまりあり。地山土僅かに含む。

1-9 B 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒僅かに含む。

1-10 B 暗褐色 (10YR3/3) 1-9 とほぼ同一土。地山土を僅かに含む。

1-11 B 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒僅かに含む。

1-12 C にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山青砂含む。

1-13 B にぶい黄褐色 (10YR4/3)
軽石、炭化物僅かに含む。白色粒含む。 
地山土多く含む。

1-14 B 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物、地山土僅か。黒褐色粘質土ブロック混じる。

1-15 A 黒褐色 (10YR2/3) 地山土僅かに含む。粘質土。

1-16 C 灰黄褐色 (10YR5/2) 地山青砂多く混じる。粘性、しまり共になし。

1-17 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土僅かに含む。

1-18 B 暗褐色 (10YR3/3) 1-17 とほぼ同一

1-19 B 暗褐色 (10YR3/3) 1-17、1-18 と似る。地山ブロックを多く含む。

1-20 B 黒褐色 (10YR2/3) 地山土僅かに含む。黒褐色土含む。

1-21 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土僅かに含む。しまり弱い。

1-22 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 1-21 と似る。しまり弱い。地山土を多く含む。

1-23 C 褐色 (10YR4/4) 地山土多く含む。粘性低い。しまり弱い。

1-24 A 黒褐色 (10YR2/3) 黒褐色粘質土。

1-25 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土僅かに含む。

1-26 C 灰黄褐色 (10YR4/2) 地山青砂多く含む。粘性、しまりなし。

1-27 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。

1-28 A 黒褐色 (10YR2/3) 軽石含む。炭化物、土器僅かに含む。黒褐色粘質土。

1-29 C にぶい黄褐色 (10YR5/4) 地山土多く含む。粘性低い。しまり弱い。

1-30 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石、炭化物僅かに含む。しまり弱い。

1-31 B 暗褐色 (10YR3/3)
地山土と暗褐色土が半々に混じる。 
黒褐色粘質土ブロック混じる。

1-32 B 褐色 (10YR4/4) 地山土僅かに含む。しまり弱い。

1-33 A 黒褐色 (10YR2/2) 黒褐色粘質土。

1-34 B にぶい黄褐色 (10YR5/3)
地山青砂と暗褐色土が半々に混じる。粘性低い。しまり弱い。
黒褐色粘質土ブロック混じる。

1-35 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土含む。黒褐色粘質土混じる

1-36 D にぶい黄褐色 (10YR5/4)
地山土を主体とし、暗褐色土が混じる。 
粘性、しまり共になし。

層 種別 色調 備考

1-37 D にぶい黄褐色 (10YR5/4) 地山土・砂と暗褐色土の混土層。粘性、しまり共になし。

1-38 D 暗褐色 (10YR3/4) 軽石、炭化物、地山土僅かに、白色粒含む。

1-39 B 暗褐色 (10YR3/4) 1-35 と似るが、地山土含まず、地山青砂含む。

1-40 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山青砂含む。

1-41 C にぶい黄褐色 (10YR5/3) 地山砂、地山青砂含む。粘性、しまり共になし。

1-42 C 褐色 (10YR4/4) 地山土主体。粘性低い。しまり弱い。

1-43 A 黒褐色 (10YR2/3) 黒褐色粘質土。

1-44 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土含む。黒褐色粘質土含む。

1-45 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 1-44 と似る。砂質土。粘性低い。しまり弱い。

1-46 A 黒褐色 (10YR2/3) 黒褐色粘質土。ごく少量、地山土混じる

1-47 C にぶい黄褐色 (10YR5/3) 僅かに黒褐色粘質土混じる。粘性、しまりなし。

1-48 C にぶい黄褐色 (10YR5/3)
地山砂・青砂に僅かに暗褐色土混じる。 
粘性、しまり共になし。

1-49 B 暗褐色 (10YR3/3) 軽石、地山青砂含む。

1-50 A 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物、地山土、土器僅かに含む。黒褐色粘質土。

1-51 C にぶい黄褐色 (10YR5/3) 地山砂・青砂主体。粘性、しまり共になし。

2-1 D 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒多い。軽石含む。地山土僅かに含む。

2-2 - - 土層注記なし

2-3 D 暗褐色 (10YR3/4) 地山土僅かに含む。白色粒含む。

2-4 D にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土、地山砂主体。軽石、炭化物僅かに含む。

2-5 D にぶい黄褐色 (10YR4/3)
地山土主体。2-4 層と似る。土器粒、白色粒僅かに含む。黒褐
色粘質土ブロックが混じる

2-6 D にぶい黄褐色 (10YR4/3) 2-5 と同一

2-7 B 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒、炭化物僅かに含む。地山土、砂含む。

2-8 A 黒褐色 (10YR2/3) 黒褐色粘質土。地山土含む。土器粒僅かに含む。

2-9 A 黒褐色 (10YR2/3) 軽石、炭化物、地山土僅かに含む。

2-10 B 褐色 (10YR4/4) 地山土、砂を主体とする。白色粒多く含む。

2-11 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土多く混じる。黒褐色ブロック混じる。

2-12 B 暗褐色 (10YR3/4) 2-7 とほぼ同一だが、地山土の含む割合が少ない。

2-13 C 褐色 (10YR4/4) 地山土主体。暗褐色土混じる。粘性、しまりなし。

2-14 A 黒褐色 (10YR2/3) 軽石、炭化物、地山土僅かに含む。

2-15 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土多含む。軽石僅かに含む。しまり弱い。

2-16 B 暗褐色 黒褐色土が混じる。地山土僅かに含む。

2-17 B 褐色 (10YR4/4) 地山土僅かに、褐色粘質土混じる。しまり弱い。

2-18 A 黒褐色 (10YR2/3) 炭化物僅かに含む。地山土含む。

2-19 A 黒褐色 (10YR2/3) 2-18 と同質土

2-20 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土多く含む。

2-21 B にぶい黄褐色 (10YR4/2)
地山土、砂、青砂と暗褐色土の混じり土。 
粘性低い。しまりなし。

2-22 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土僅かに含む。しまり弱い。
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第Ⅲ章　調査の成果

1m0 1:40

f f’5.0m

7-1

8-1

8-4
8-7

8-9 8-10
8-12

8-148-22

8-23 8-24

8-21

8-16

8-2

12-4

SE5 9-4
不明

12-7

9-6

9-27

9-26
9-25

9-24
9-23
9-22
9-21

9-8

9-15

9-17

8-3

8-8

7-6

9-28

g g’
5.0m

10-1

10-8

10-17

10-28

10-29

10-6

10-15

10-23
10-26

10-30

10-44

10-27

11-6
SE8

12-1

12-2

12-3
12-24

12-25

12-36

12-26

12-27

12-28
12-29

12-30

12-31

11-8

11-9

11-7

11-19

11-21

11-22

11-28 11-30

11-31
11-23

11-2SE5

SE3・SE54

柱穴 7 柱穴 8 柱穴 9

柱穴 10

柱穴 6 柱穴 5
柱穴 4

柱穴 11
柱穴 12

SE3・SE54

SE54

e’ e
5.0m

6-1

6-2 6-3

5-2
5-5

5-11
5-13

5-14

5-18

5-19

5-20

5-15

5-16

5-21

5-6
5-7

5-12

5-3

5-1

5-4

4-8

4-10
4-11

4-16
4-18

4-21
4-30

4-25 4-31
4-24

4-33

4-36

4-39

4-34

4-20

4-17

5-8

6-4

6-5
6-7

6-116-23

6-13
6-14

6-15 6-16

6-22
6-24

4-2

第 50 図　掘立柱建物 9実測図③（S=1/40)

層 種別 色調 備考

2-23 B にぶい黄褐色 (10YR4/2) 地山青砂含む。しまり弱い。

2-24 A 黒褐色 (10YR2/3) 黒褐色粘質土。地山土を僅かに含む。

2-25 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 黒褐色粘質土ブロック混じる。

2-26 A 黒褐色 (10YR2/3) 黒褐色粘質土。軽石、地山土僅かに含む。

2-27 B 暗褐色 (10YR3/2) 炭化物、地山土僅かに含む。

2-28 C 灰黄褐色 (10YR5/2) 地山砂、青砂主体。粘性、しまりなし。

3-1 D 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒多く含む。炭化物、地山土含む。

3-2 D 暗褐色 (10YR3/4) 地山土多く含む。、白色粒、地山砂含む。

3-3 D にぶい黄褐色 (10YR4/3) 3-2 層より地山土多く、明るい。しまり弱い。

3-4 D 黒褐色 (10YR2/3) 地山土多い。粘性高く、A類に似るが、しまり弱い。

3-5 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土含む。しまり弱い。

3-6 B 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物僅かに含む。地山土含む。しまりなし。

3-7 B 褐色 (10YR4/4) 地山土多く含む。しまり弱い。

3-8 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土僅かに含む。しまり弱い。

3-9 A 黒褐色 (10YR2/3) 炭化物、地山土含む。

3-10 B 褐色 (10YR4/4) 地山土含む。しまりなし。

3-11 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土、土器粒僅かに含む。しまり弱い。

3-12 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土僅かに含む。しまり弱い。

3-13 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土主体。粘性低い。しまりなし。

3-14 A 暗褐色 (10YR3/3) 粘質土。他の含有物あまり含まない。しまり弱い。

3-15 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土僅かに含む。

3-16 - 暗褐色 (10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。

3-17 B 褐色 (10YR4/4) 地山土含む。地山砂多い。粘性低い。しまりなし。

3-18 B にぶい黄褐色 (10YR4/3)
地山土含む。地山砂、地山青砂多く含む。 
粘性低い。しまりなし。

3-19 B 褐色 (10YR4/4) 地山砂含む。。白～橙色の粘土ブロックが混じる

3-20 A 暗褐色 (10YR3/3) 黒褐色粘質土を主体とし、地山土、砂が混じる層

3-21 - 暗褐色 (10YR3/4) 地山土、地山砂含む。しまり弱い。

3-22 A 暗褐色 (10YR3/3) 黒褐色粘質土。地山土、青砂含む。しまり弱い。

3-23 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 黒褐色粘質土と地山青砂の混土層。しまり弱い。

3-24 C 灰黄褐色 (10YR5/2)
地山青砂主体に僅かに黒褐色土が混じる。 
粘性、しまりなし。

4-1 D 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒多く含む。軽石、炭化物、土器粒含む。しまりなし。

4-2 D - 1 層と同質土

4-3 - - 土層注記なし

4-4 D 褐色 (10YR4/4) 地山土主体。軽石含む。

4-5 D 暗褐色 (10YR3/3) 地山土、地山砂多く含む。軽石、土器粒含む。

4-6 - - 土層注記なし

4-7 A 黒褐色 (10YR2/3) 地山土、土器粒含む。

4-8 B 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒、地山土多く含む。軽石含む。

4-9 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土多く含む。軽石、白色粒含む。炭化物僅か。

4-10 B - 4-9 と同質土。

4-11 A 黒褐色 (10YR2/3) 白色粒、地山土多く含む。土器粒僅かに含む。

4-12 A 黒褐色 (10YR2/3) 炭化物、地山土、土器粒僅かに含む。軽石含む。

4-13 A 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒、地山土多い。軽石、炭化物、土器粒含む。

4-14 - - 土層注記なし

4-15 C にぶい黄褐色 (10YR5/4) 地山土僅か。土器粒含む。粘性低い。しまり弱い。

4-16 - - 4-11 と同質土

4-17 B にぶい黄褐色 (10YR4/3)
地山土ブロック含む。軽石、白色粒僅かに含む。黒褐色粘質
土の混じる。

4-18 A 黒褐色 (10YR2/3) 黒褐色粘質土主体。白色粒僅かに含む。

4-19 A 黒褐色 (10YR3/2)
軽石僅かに含む。白色粒、地山土含む。黒褐色粘質土に地山
土ブロックが混じる土。

4-20 - - 土層注記なし

4-21 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 暗褐色土主体。地山土混じる。

4-22 B 暗褐色 (10YR3/4)
暗褐色土主体の土に地山土ブロック含む層。白色粒、炭化物
僅かに含む。

4-23 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土ブロックが多量に混じる層。

4-24 B 暗褐色 (10YR3/4) 4-23 とほぼ同一だが、地山ブロック含まない。

4-25 C にぶい黄褐色 (10YR5/4) 地山青砂の層。

4-26 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土僅かに含む。

4-27 B 暗褐色 (10YR3/4) 4-26 とほぼ同質だが、含有物ない。

4-28 B 暗褐色 (10YR3/4) 暗褐色土と黒褐色粘質土の混合土。地山土含む。

4-29 B 褐色 (10YR4/4) 地山土、暗褐色土に黒褐色粘質土が混じる層。

4-30 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土僅かに含む。

4-31 B - 4-24 と同質土

4-32 - - 土層注記なし

4-33 C 褐色 (10YR4/6) 地山土、地山青砂を主体。しまり弱い。

4-34 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土僅かに含む。しまり弱い。

4-35 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土僅かに含む。しまりなし。

4-36 A 黒褐色 (10YR3/2) 地山土僅かに含む。しまり強い。

4-37 A 黒褐色 (10YR2/3) 地山土、地山砂を含む。

4-38 B 暗褐色 (10YR3/3) 暗褐色土主体に地山土が混じる土

4-39 B - 4-40 と同一

4-40 B 暗褐色 (10YR3/3) 暗褐色土主体の層

4-41 C にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山青砂が主体の層。粘性なし。しまりなし。

4-42 B 暗褐色 (10YR3/3)
大きな地山ブロック多く含む。白色軽石多く含む。軽石、炭
化物、土器粒僅かに含む。

4-43 B 褐色 (10YR4/4) 粘性あり。しまり弱い。白色粒含む。

4-44 B 褐色 (10YR4/4)
地山土、地山砂を主体とする。白色粒含む。軽石、土器粒僅
かに含む。

4-45 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土、地山砂ブロック多く含む。

4-46 B 褐色 (10YR4/4) 地山土を多く含む。しまり弱い。

層 種別 色調 備考

4-47 D にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土僅か。粘性はややあるが、しまりは弱い。

4-48 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土僅かに含む。

4-49 C にぶい黄褐色 (10YR5/4) 地山砂主体。地山土含む。粘性なし。しまり弱い。

4-50 C 褐色 (10YR4/6) 地山土と地山砂を含む。粘性低い。

4-51 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土と地山砂を含む。

4-52 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土含む。やや粘性が高い。

4-53 B 暗褐色 (10YR3/3) 4-52 とほぼ同質だが、より明るい。

5-1 D 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒含む。炭化物僅かに含む。

5-2 D 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒多く含む。土器粒含む。

5-3 D 暗褐色 (10YR3/3) 5-1 とほぼ同質だが、地山ブロックを多量に含む。

5-4 D 暗褐色 (10YR3/4) 粘性あり。しまりあり。

5-5 D 暗褐色 (10YR3/4) 地山土、砂を多量に含む。白色粒含む。炭化物僅か。

5-6 D 暗褐色 (10YR3/4) 5-2 と同質だが、地山土ブロック多く含む。

5-7 D 暗褐色 (10YR3/3) 軽石、白色粒含む。

5-8 A 黒褐色 (10YR3/2) 軽石粒、地山土僅かに含む。

5-9 D 暗褐色 (10YR3/3) 地山土、地山砂を含む。

5-10 D 暗褐色 (10YR3/3) 5-9 とほぼ同一土だが、地山土、砂を多く含む。

5-11 B 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒、地山土ブロック含む。炭化物僅かに含む。

5-12 B 黒褐色 (10YR3/2) 5-11 と同質だが、地山土少なく、色調暗い。

5-13 B 黒褐色 (10YR3/2) 5-12 と同質土。やや明るい。

5-14 B 黒褐色 (10YR3/2) 地山土を僅かに含む。

5-15 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土を含む。

5-16 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山砂を含む。

5-17 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山主体 (地山種別不明 )。

5-18 B 灰黄褐色 (10YR4/2) 地山土極僅かに含む。

5-19 A 黒褐色 (10YR3/2) 地山土極僅かに含む。

5-20 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土僅かに含む。

5-21 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山青砂含む。

6-1 D 暗褐色 (10YR3/4) 土器粒、地山ブロック、軽石、炭化物、白色粒含む。しまり弱い。

6-2 D 暗褐色 (10YR3/4)
上層とほぼ同質だが、僅かに暗く、白色粒の含有少ない。し
まり弱い。

6-3 A 黒褐色 (10YR3/2) 黒味がある粘質の土。地山ブロックを僅かに含む。

6-4 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山ブロック多い。土器粒、炭化物を僅かに含む。

6-5 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土、地山青砂を含む。粘性低い。しまり弱い。

6-6 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土を含む。しまり弱い。

6-7 B 褐色 (10YR4/4) 地山土を含む。

6-8 B 暗褐色 (10YR3/4) 6-6 と似るが、地山ブロック含まず、しまり弱い。

6-9 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土と暗褐色の混合土。粘性低い。しまりなし。

6-10 B 暗褐色 (10YR3/4) 暗褐色土主体で地山青砂と混じる層。しまりなし。

6-11 A 黒褐色 (10YR3/2) 粘質土。地山ブロックを僅かに含む。

6-12 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土と暗褐色土の混土層。しまりなし。粘性低い。

6-13 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山と暗褐色土の混じり土。地山ブロック混じる。

6-14 B 黒褐色 (10YR3/2) 6-11 とほぼ同質土だが、やや暗い。

6-15 A 黒褐色 (10YR3/2) 粘質土だが、地山砂混じり。

6-16 B 暗褐色 (10YR3/3) 暗褐色土主体で、地山層が混じる。

6-17 A 黒褐色 (10YR3/2) 粘質土。地山土ブロックを少量含む。

6-18 C にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山青砂主体。粘性、しまりなし。

6-19 D 暗褐色 (10YR3/4) 地山、炭化物粒、白色粒少量含む。しまりなし。

6-20 不明 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土を主体とする。粘性低い。しまり弱い。

6-21 不明 暗褐色 (10YR3/4) 地山土含む。地山、暗褐色ブロック多い。軽石含む。しまり弱い。

6-22 不明 - 土層注記なし

6-23 不明 - 土層注記なし

6-24 不明 - 土層注記なし

7-1 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土、砂多量に含む。白色粒、土器粒、軽石粒含む。

7-2 C 暗褐色 (10YR3/3)
地山土、砂ブロックを非常に多く含む。白色粒含む。土器粒
僅かに含む。

7-3 C にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山砂、青砂主体。粘性、しまりなし。

7-4 B 暗褐色 (10YR3/3) 暗褐色ブロックと地山ブロックが混じりあう土層。

7-5 A 黒褐色 (10YR3/2) 黒褐色粘質土。

7-6 B 褐色 (10YR4/4) 地山土含む。

7-7 B 黒褐色 (10YR3/2) 地山土、地山砂非常に多い。

7-8 B 黒褐色 (10YR3/2) 地山土、砂僅かに含む。土器粒僅かに含む。

7-9 B 黒褐色 (10YR3/2) 7-7 とほぼ同一だが、やや砂質。

8-1 D 暗褐色 (10YR3/3) 地山土、炭化物僅か。土器、軽石含む。しまり弱い。

8-2 B 暗褐色 (10YR3/4) 黒褐色粘質土含む。地山土、砂含む。

8-3 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土主体。白色粒少量含む。粘性なし。しまり弱い。

8-4 B 暗褐色 (10YR3/4)
地山土ブロッ多く混じる。白色粒、土器粒、軽石含む。 
炭化物僅かに含む。

8-5 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土、砂僅かに含む。白色粒含む。

8-6 B 8-4 とほぼ同質土だが、地山ブロックの大きさ小さい。

8-7 C にぶい黄褐色 (10YR5/4) 地山土、砂ブロック主体。白色粒僅かに含む。

8-8 B 褐色 (10YR4/4) 暗褐色と地山砂の混土層。しまり弱い。粘性低い。

8-9 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土僅かに含む。粘性低い。しまり弱い。

8-10 A 黒褐色 (10YR3/2) 地山土僅かに含む。

8-11 C にぶい黄褐色 (10YR5/3) 地山青砂と暗褐色土の混じり土。粘性、しまりなし。

8-12 B 暗褐色 (10YR3/3) 暗褐色土主体。地山土混じる。軽石僅かに含む。

8-13 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土僅かに含む。

8-14 A 黒褐色 (10YR3/2) 粘質土。

8-15 C にぶい黄褐色 (10YR5/3) 8-11 とほぼ同質土。

8-16 - - 土層注記なし

8-17 A 黒褐色 (10YR3/2) 地山土含む。炭化物、軽石僅かに含む。
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第 4節　掘立柱建物

層 種別 色調 備考

8-18 B 暗褐色 (10YR3/4) 暗褐色土に地山土ブロックと黒褐色ブロック含む。

8-19 - - 土層注記なし

8-20 A 黒褐色 (10YR3/2) 含有物含まない。

8-21 A 暗褐色 (10YR3/3) 地山土含む。

8-22 C にぶい黄褐色 (10YR5/3) 地山砂主体。粘性、しまりなし。

8-23 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土含む。粘性低い。しまり弱い。

8-24 C にぶい黄褐色 (10YR5/3) 地山主体。粘性、しまりなし。

9-1 D 暗褐色 (10YR3/4)
暗褐色土主体の土に地山ブロックや黒褐色粘質土ブロックが
多量に混じる層。しまり弱い。

9-2 D にぶい黄褐色 (10YR5/4)
地山土ブロックを主体とし、暗褐色土や粘質土が少量混じる。
粘性低い。

9-3 C にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山砂と暗褐色土が混じる土。しまり、粘性なし。

9-4 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土を僅かに含む。土器片僅かに含む。

9-5 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山と暗褐色土の混じり土。しまり、粘性なし。

9-6 B 暗褐色 (10YR3/3) 暗褐色土主体に地山土が混じる土。しまり弱い。

9-7 C にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山青砂主体。少量の地山土。粘性、しまりなし。

9-8 B にぶい黄褐色 (10YR4/3)
暗褐色土に地山土ブロック非常に多く混じる。白色粒、炭化
物僅かに混じる。

9-9 B 暗褐色 (10YR3/4) 暗褐色土出来。地山土ブロック混じる。

9-10 A 暗褐色 (10YR3/3) 土器粒極僅かに含む。

9-11 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 暗褐色土と地山土が混じりあう土。

9-12 B 褐色 (10YR4/4) 地山砂と暗褐色土が混じりあう土。

9-13 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土を含む。炭化物を僅かに含む。

9-14 B 灰黄褐色 (10YR4/2)
地山砂と青砂、暗褐色土の混じり土。黒褐色ブロック少し含む。
粘性低い。しまり弱い。

9-15 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土、軽石粒を少量含む。

9-16 B 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物極僅かに含む。

9-17 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土、白色粒を僅かに含む。

9-18 B にぶい黄褐色 (10YR5/3) 地山砂、青砂を主体とし、暗褐色土が混じる。粘性、しまりなし。

9-19 B 暗褐色 (10YR3/4) 9-17 とほぼ同一土。

9-20 B にぶい黄褐色 (10YR4/3)
地山砂、青砂を主体とし、地山土や黒褐色粘質土が少量混じる。
粘性低い。しまり弱い。

9-21 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土を含む。

9-22 A 黒褐色 (10YR3/2)
地山粒少量、炭化物極僅か含む。黒褐色土に地山砂が少量混
じる。粘性高い。

9-23 B 暗褐色 (10YR3/4) 9-21 とほぼ同質土。

9-24 A 黒褐色 (10YR3/2) 9-22 とほぼ同質土。

9-25 A 黒褐色 (10YR3/2)
黒褐色粘質土を主体とし、土器片、地山砂ブロック僅かに混
じる。

9-26 B 暗褐色 (10YR3/3) 黒褐色粘質土、地山砂含む。25 層よりしまる。

9-27 A 黒褐色 (10YR2/2) 暗褐色ブロック含む。粘性高い。

9-28 - にぶい黄褐色 (10YR4/3)
地山砂主体で、地山土や暗褐色ブロック含む。しまりなし。
粘性低い。柱痕。

10-1 D 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒多く含む。土器粒、炭化物を含む。

10-2 D 暗褐色 (10YR3/4) 1 層と同質だが、地山粒僅かに多く、色調明るい。

10-3 B 暗褐色 (10YR3/4) 2 層と同質だが、大きな地山土ブロック含む。

10-4 B 暗褐色 (10YR3/3)
暗褐色土主体で、地山土、黒褐色粘質土が混じる土。土器粒、
白色粒、炭化物粒を少量含む。

10-5 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 10-1 ～ 10-3 と同質。地山土多量。白色粒含む。

10-6 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 10-5 と同質土で、色調やや明るい。

10-7 B 暗褐色 (10YR3/4) 10-3 とほぼ同質土。

10-8 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土多く含む。炭化物僅かに含む。

10-9 B 暗褐色 (10YR3/4) 暗褐色土主体。地山砂、青砂多い。炭化物僅か。

10-10 B - 10-9 と同質土

10-11 B にぶい黄褐色 (10YR4/3)
地山砂、青砂主体に僅かに暗褐色土混じる。粘性なし。しま
り弱い。

10-12 A 暗褐色 (10YR3/3) 黒褐色粘質土。地山砂、白色粒含む。しまり強い。

10-13 A 黒褐色 (10YR3/2) 白色粒を少量含む。しまり強い。

10-14 C にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山砂主体。暗褐色土少量。粘性、しまりなし。

10-15 B 暗褐色 (10YR3/4)
地山土ブロック、炭化物、軽石粒を含む。炭化物、軽石僅か
に含む。

10-16 A 黒褐色 (10YR3/2) 白色粒、土器粒、地山土を含む。しまり強い。

10-17 A 黒褐色 (10YR3/2) 地山ブロックを僅かに含む。しまり強い。

10-18 B 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒、土器粒、地山ブロック、炭化物含む。

10-19 C 褐色 (10YR4/4) 地山砂主体、黒褐色粘質土含む。

10-20 C 灰黄褐色 (10YR4/2)
地山砂、青砂主体に暗褐色土、地山土が混じる土。粘性、し
まりなし。

10-21 A 黒褐色 (10YR3/2) 土器粒、地山ブロックを僅かに含む。

10-22 A 黒褐色 (10YR3/2) 黒褐色粘質と地山土の混じる土。

10-23 C にぶい黄褐色 (10YR5/4) 地山土主体。

10-24 A 黒褐色 (10YR3/2)
黒褐色粘質土主体、地山土、土器粒極僅か含まれれる。しま
り強く、粘性高い。

10-25 C にぶい黄褐色 (10YR5/2) 地山青砂主体。地山が崩れたような土。

10-26 A 黒褐色 (10YR3/2) 大きな地山土ブロックを多く含む。

10-27 B 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒、地山土含む。土器粒僅かに含む。

10-28 C にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土、砂に暗褐色土が混じる。

10-29 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土ブロックを含む。

10-30 C 暗褐色 (10YR3/3) 青砂と暗褐色土の混土。地山土ブロック含む。

10-31 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 軽石粒を多く含む。白色粒多く含む。

10-32 BB 暗褐色 (10YR4/3) 土器粒、軽石粒を少量含む。

10-33 B 褐色 (10YR4/4) 白色粒多く含む。地山砂を含む。

10-34 B 褐色 (10YR4/4) 10-33 より明るい。軽石粒含む。

10-35 B 黒褐色 (10YR3/2) 地山砂ブロック含む。白色粒多く含む。

10-36 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土、砂ブロック、軽石粒を多く含む。

10-37 B 黒褐色 (10YR3/2) 白色粒、土器粒、軽石粒、炭化物粒含む。

10-38 B 黒褐色 (10YR3/2) 地山土ブロックを多く含む。

層 種別 色調 備考

10-39 C にぶい黄褐色 (10YR5/4)
白色粘質土 (地山青砂の含まれる )を主体とし、暗褐色土ブ
ロックが混じる。

10-40 C にぶい黄褐色 (10YR5/4) 地山土を主体とした土。黒褐色粘質ブロック含む。

10-41 A 暗褐色 (10YR3/3) 地山土ブロック含む。炭化物僅か。粘性高い。

10-42 B にぶい黄褐色 (10YR4/3)
地山土、砂、青砂を混ぜ合わせたような土。地山土や黒褐色
粘質土ブロックを多く含む。

10-43 B 暗褐色 (10YR3/3) 10-42 層と似るが、色調暗く、粘性高い。

10-44 B 暗褐色 (10YR3/3) 10-43 層と似るが、より色調暗く、粘性高い。

11-1 不明 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒多く含む。軽石粒、地山粒、土器粒含む。

11-2 不明 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒少量含む。地山ブロック含む。

11-3 不明 暗褐色 (10YR3/3) 土層注記なし

11-4 不明 暗褐色 (10YR3/4)
暗褐色土を主体とし、黒褐色粘質土や地山ブロックが混じる
層。白色粒や軽石粒、土器尾粒、炭化物粒を含む。

11-5 - - 土層注記なし

11-6 B 暗褐色 (10YR3/3) 11-2 とほぼ同質土。

11-7 B 暗褐色 (10YR3/4) 暗褐色主体、黒褐色土、地山土粒含む。

11-8 B 暗褐色 (10YR3/3) 軽石粒、地山土を含む。

11-9 A 黒褐色 (10YR3/2) 炭化物粒、土器粒、地山ブロック少量含む。

11-10 B 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物粒、土器粒、地山土ブロック含む。

11-11 B 暗褐色 (10YR3/3) 土器粒、炭化物粒、軽石粒を含む。

11-12 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土、砂、白色粒含む。

11-13 不明 暗褐色 (10YR3/3) 地山土ブロックを多く含む。白色粒を含む。

11-14 B 暗褐色 (10YR3/3) 11-11 と同質土だが、黒褐色粘質土ブロック混じる。

11-15 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石粒を含む。

11-16 B 暗褐色 (10YR3/3) 11-14 とほぼ同質土。

11-17 B 11-16 とほぼ同質土。

11-18 A 黒褐色 (10YR3/2) 土器粒、地山土を含む。黒褐色粘質土。しまり強い。

11-19 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山粒僅かに含む。

11-20 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土ブロック、地山砂を含む。

11-21
B

ｂ B
暗褐色 (10YR3/3) 地山ブロック含む。

11-22 B 暗褐色 (10YR3/3) 11-21 と同質土だが、地山ブロックを含まない。

11-23 B 暗褐色 (10YR3/3) 暗褐色土と地山砂の混ざり土。

11-24 A 黒褐色 (10YR3/2) 地山土ブロックを含む。

11-25 B 褐色 (10YR4/4) 地山土主体で、暗褐色土との混ざり土。しまり弱い。

11-26 B 暗褐色 (10YR3/3) 地山土ブロック含む。

11-27 - - 土層注記なし

11-28 B･C 褐色 (10YR4/4) 地山土主体。暗褐色土少量含む。粘性低い。

11-29 B にぶい黄褐色 (10YR4/3)
地山土、青砂、暗褐色土の混ざり土。土器粒僅かに含む。し
まり弱い。

11-30 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山と暗褐色土の混ざり土。

11-31 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山主体。黒色粘質土、地山ブロック混じる。

12-1 D 暗褐色 (10YR3/4) 地山ブロック、白色粒、土器粒を少量含む。しまり弱い。

12-2 D 暗褐色 (10YR3/3)
地山土、青砂ブロックを含む。白色粒僅かに含む。地山土多
く混じり、色調が明るい。

12-3 D 褐色 (10YR4/4) 地山、黒褐色粘質土含む。しまり弱い。

12-4 D 暗褐色 (10YR3/3) 地山ブロック、土器粒、軽石粒、白色粒、炭化物混じる。

12-5 D にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土、青砂主体。粘性、しまりなし。

12-6 D にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山青砂主体。粘性、しまりなし。

12-7 D にぶい黄褐色 (10YR5/3) 地山土、砂、青砂主体。しまり弱い。

12-8 A 黒褐色 (10YR3/2) 地山ブロック僅かに混じる。

12-9 A 暗褐色 (10YR3/3) 地山ブロックを多く含む。

12-10 C 灰黄褐色 (10YR4/2) 地山青砂主体。粘性、しまりなし。

12-11 B 暗褐色 (10YR3/4) 12-8 と同質土だが、やや明るい。しまり弱い。

12-12 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山ブロック含む。

12-13 C にぶい黄褐色 (10YR5/3) 地山青砂、地山ブロック多い。粘性、しまりなし。

12-14 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘質土。土器粒、炭化物粒を含む。

12-15 C 褐色 (10YR4/4) 地山土、青砂を含む。粘性低い。しまり弱い。

12-16 不明 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山青砂主体。粘性低い。しまり弱い。

12-17 不明 黒褐色 (10YR3/2) 地山ブロックを僅か。粘性高い。硬くしまる。

12-18 不明 暗褐色 (10YR3/4) 12-17 と暗褐色土が混じる土。しまり強い。

12-19 不明 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性、しまりなし。

12-20 不明 暗褐色 (10YR3/3) 含有物含まない。

12-21 不明 褐色 (10YR4/4) 地山青砂を主体。粘性、しまりなし。

12-22 不明 暗褐色 (10YR3/4) 地山砂が混じる。しまり弱い。

12-23 不明 暗褐色 (10YR3/4) 12-22 とほぼ同質土。僅かに明るい。

12-24 不明 灰黄褐色 (10YR4/2) 地山砂、青砂主体。粘性、しまりなし。

12-25 不明 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山、黒褐色土、暗褐色土が混じりあう。

12-26 不明 黒褐色 (10YR3/2) 地山ブロックを僅かに含む。

12-27 不明 暗褐色 (10YR3/4) 地山ブロック含む。

12-28 不明 褐色 (10YR4/4) 暗褐色土と地山ブロックが混じり合う。

12-29 不明 暗褐色 (10YR3/3) 含有物含まない。

12-30 不明 暗褐色 (10YR3/3) 12-29 と似る .土器粒と地山ブロック僅かに含む。

12-31 不明 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山青砂と暗褐色土の混じり土。しまり弱い。

12-32 不明 - 土層注記なし
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第Ⅲ章　調査の成果

本 来 の 建 物 構 造 は 不 明 で あ る。 柱 穴 の 平 面 形 態 は 不 整 円 形 で あ る。 柱 穴 2、3、4 で 確 認 さ れ た 柱 痕

跡 か ら、 本 建 物 に 使 用 さ れ た 柱 の 直 径 は 20㎝ 以 上 で あ っ た と 思 わ れ る。 柱 穴 2 は、 他 の 柱 穴 に 比

べ て 浅 い た め、 束 柱 と 考 え ら れ る。

　 遺 物 の 出 土 は な い が、 柱 穴 の 形 態、 規 模、 埋 土、 お よ び 建 物 の 軸 が 掘 立 柱 建 物 9 や 16 等 の 古 墳

時 代 の 掘 立 柱 建 物 と 同 一 で あ る こ と か ら、 本 遺 構 は 古 墳 時 代 に 位 置 付 け ら れ る と 考 え ら れ る。

掘立柱建物（SB）4（第 55 図）　 調 査 区 中 央 に 位 置 す る。 溝 状 遺 構 5、 溝 状 遺 構 8、 竪 穴 建 物 10、 竪

穴 建 物 11 を 切 っ て い る。 梁 行 2 間、 桁 行 3 間 の 掘 立 柱 建 物 で あ る。 柱 穴 は 円 形 で 径 0.30m 未 満 と

小 さ い。 西 側 柱 筋 に 柱 穴 に な ら な い 小 穴 が 設 け ら れ て い る。

　 遺 物 が 出 土 し て い な い た め 詳 細 な 時 期 は 不 明 で あ る が、 切 り 合 い 関 係 や 埋 土、 小 穴 で 構 成 さ れ る

掘 立 柱 建 物 で あ る こ と を 踏 ま え れ ば、 中 世 以 降 の 建 物 と 考 え ら れ る。

第 5 節 　 土 坑

　 古 墳 時 代 の 土 坑 3 基、 詳 細 な 時 期 が 不 明 で あ る 土 坑 5 基 が 検 出 さ れ た。

土坑（SC）18（第 57 図、 第 61 図）　 調 査 区 北 東 端 に 位 置 す る。 溝 状 遺 構 19 を 切 り、 南 側 は 溝 状 遺

構 13 に 大 き く 切 ら れ て い る。平 面 形 は 不 整 楕 円 形 で、残 存 最 大 長 は 1.03m、検 出 面 か ら の 深 さ は 0.19m

で あ る。 底 面 は 平 坦 で、 壁 面 は 垂 直 気 味 に 立 ち 上 が っ て い る。 全 体 の 構 造 が 不 明 で あ り、 出 土 遺 物

も 少 な い た め、 用 途 に つ い て は 不 明 で あ る。

　 遺 物 は 須 恵 器 把 手 付 鉢（210）が 出 土 し た。口 縁 端 部 か ら 胴 部 中 位 に か け て の 小 片 で、口 縁 下 に 突 帯、

そ の 下 位 に は 波 状 櫛 描 文 が 認 め ら れ る。 小 片 で 詳 細 は 不 明 だ が、 古 墳 時 代 中 期、5 世 紀 代 に 位 置 付

け ら れ よ う か。 本 遺 構 の 構 築 時 期 も 同 様 に 考 え ら れ る。

土坑（SC）20（第 57 図）　 調 査 区 北 東 端 に 位 置 し、溝 状 遺 構 19 を 切 る。 土 坑 の 一 端 の み を 検 出 し た。

遺 物 は 出 土 し て い な い。 埋 土 の 特 徴 か ら 古 代 以 前 の も の と 考 え ら れ る が 詳 細 は 不 明 で あ る。

土坑（SC）32（第 47 図）　 調 査 区 西 側 に 位 置 す る。 掘 立 柱 建 物 1 の 柱 穴 2 に 切 ら れ て い る。 平 面 形

は 円 形 で、 直 径 は 0.97m 程 度、 検 出 面 か ら の 深 さ は 0.60m 程 度 の 土 坑 で あ る。 掘 立 柱 建 物 の 柱 穴 の

可 能 性 も あ る が、 判 然 と し な い。 西 側 の 調 査 区 外 に 延 び る 掘 立 柱 建 物 の 可 能 性 が 考 え ら れ る。

　 古 墳 時 代 後 期 前 半 の も の と み ら れ る 須 恵 器 小 片 が 出 土 し た こ と、 古 墳 時 代 後 期 中 頃 の 掘 立 柱 建 物

1 に 切 ら れ て い る こ と か ら、 本 遺 構 は 古 墳 時 代 後 期 前 半 に 位 置 付 け ら れ よ う。

土坑（SC）36（第 36 図）　 調 査 区 東 側 南 壁 に 位 置 す る。 竪 穴 建 物 28 を 切 っ て お り、 南 半 は 調 査 区

外 に 及 ん で い る が、 不 整 楕 円 形 の 土 坑 で あ る。 現 状 で の 直 径 は 1.07m、 検 出 面 か ら の 深 さ は 0.45m

で あ る。

　 古 墳 時 代 後 期 か ら 終 末 期 の 土 師 器 片 が 出 土 し て お り、 本 遺 構 は こ の 時 期 に 位 置 付 け ら れ よ う。

土坑（SC）37・53（ 第 59 図 ）　 調 査 区 西 側 に 位 置 す る。 近 接 す る 2 基 の 円 形 土 坑 で あ る。 土 坑 37

は 最 大 径 0.71m、 検 出 面 か ら の 深 さ 0.30m で あ る。 建 物 柱 穴 の 可 能 性 も あ る が、 詳 細 は 不 明 で あ る。

土 坑 53 は 最 大 径 0.65m、 検 出 面 か ら の 深 さ は 0.14m 程 と か な り 浅 い。 用 途 は 不 明 で あ る。
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第 5節　土坑
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第Ⅲ章　調査の成果
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　 遺 物 が 出 土 し て い な い た め 詳 細 な 時 期 は 不 明 で あ る が、 両 者 共 に 埋 土 の 特 徴 か ら 古 墳 時 代 ～ 古 代

に 位 置 付 け ら れ る 可 能 性 が 高 い。

土坑（SC）38（第 60 図）　 調 査 区 東 壁 付 近 に 位 置 す る。 中 心 部 を 溝 状 遺 構 26 に 切 ら れ て い る。 長

軸 0.26m、 検 出 面 か ら の 深 さ 0.44m の 不 整 楕 円 形 の 土 坑 で あ る。 北 側 は 段 掘 り 状 に な っ て い る。 用

途 は 不 明 で あ る。

　 遺 物 が 出 土 し て い な い た め 詳 細 な 時 期 は 不 明 で あ る が、 切 り 合 い 関 係 か ら、 本 遺 構 は 古 墳 時 代 の

土 坑 の 可 能 性 が 高 い。

土坑（SC）46（ 第 34 図 ）　 調 査 区 南 東 端 に あ り、 竪 穴 建 物 27 を 切 る。 円 形 の 土 坑 で、 調 査 区 内 で

確 認 で き た 幅 は 約 0.8 ｍ、 深 さ は 約 0.7 ｍ で あ る。 調 査 時 に 竪 穴 建 物 27 と 同 時 に 掘 削 し た た め、 明

確 に 本 土 坑 に 属 す る 遺 物 が 明 確 で な く、 詳 細 な 時 期 は 不 明 で あ る が、 竪 穴 建 物 27 と の 切 り 合 い か

ら 6 世 紀 末 以 降 の も の と 判 断 で き る。

第 6 節 　 溝 状 遺 構

　 古 墳 時 代 の 溝 状 遺 構 4 条、 古 墳 時 代 か ら 古 代 の 溝 状 遺 構 3 条、 古 代 の 溝 状 遺 構 2 条、 古 代 か ら 中

世 の 溝 条 遺 構 1 条、中 世 の 溝 状 遺 構 3 条、近 世 の 溝 状 遺 構 1 条、時 期 不 明 の 溝 状 遺 構 5 条 を 報 告 す る。

溝状遺構（SE）3、54（第 62 ～ 63 図）　 溝 状 遺 構 3、54 は 調 査 区 中 央 を 南 北 方 向 に 平 行 し て 延 び て い る。

掘 削 時 に 2 本 の 溝 と し て 認 識 し な が ら も 同 時 に 掘 削 し た た め、 一 括 し て 報 告 す る。

　 切 り 合 い 関 係 は、 溝 状 遺 構 3 が 掘 立 柱 建 物 9、 溝 状 遺 構 5 を 切 り、 溝 状 遺 構 12 に 切 ら れ て い る。

溝 状 遺 構 54 は 掘 立 柱 建 物 9、 溝 状 遺 構 8、12 を 切 っ て い る。 し た が っ て、 両 者 は 平 行 し な が ら も、

異 な る 時 期 の 遺 構 と 言 え る。

　 溝 状 遺 構 3 は 幅 が 0.78m 以 上、深 さ 0.38 ｍ 程 で あ り、底 面 は 平 坦 に 近 い。 溝 状 遺 構 54 は 幅 0.73 ｍ、

深 さ 0.50 ｍ 程 で あ り、 底 面 は 逆 台 形 に 近 い。

　 遺 物 も 一 括 し て 報 告 す る。211 は 土 錘 で あ る。 手 捏 ね で 成 形 さ れ て い る。212 は 陶 器 で あ る。 底

部 付 近 の 破 片 で、 耳 壷 あ る い は 水 注 と 見 ら れ る。 内 外 面 と も に 釉 が か か っ て い る。 こ れ は 溝 状 遺 構

54 か ら の 出 土 が 確 実 な も の で あ る。213 は 敲 石 で あ る。 砥 石 か ら 敲 石 へ 転 用 さ れ た も の と 考 え ら れ
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第 6節　溝状遺構
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第 5表　掘立柱建物 16 土層注記

層 種別 色調 備考

1-1 A 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。軽石僅かに含む。地山含む。

1-2 A 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。軽石含む。地山僅かに含む。

1-3 A にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性低い。軽石僅かに含む。地山多く含む。

1-4 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石含む。地山少ない。

1-5 B 暗褐色 (10YR3/3)
粘性高い。軽石含む。地山僅かに含む。4 層よりや
や明るい。

1-6 A 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。軽石含む。地山僅かに含む。

1-7 A 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石僅かに含む。

1-8 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石含む。地山僅かに含む。

1-9 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石僅かに含む。地山含む。

1-10 A 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。軽石、地山僅かに含む。

1-11 D 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり無し。軽石含む。

1-12 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。軽石含む。地山多く含む。

1-13 A 暗褐色 (10YR3/3) しまり強い。軽石、しまり強い。

1-14 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石、地山含む。

1-15 B 暗褐色 (10YR3/3) しまり強い。軽石、地山含む。赤褐色粒含む。

1-16 B 暗褐色 (10YR3/3) 軽石含む。地山土僅かに含む。

1-17 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石僅かに含む。

1-18 A 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石僅かに含む。

1-19 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石僅かに含む。

1-20 B 暗褐色 (10YR3/4)

1-21 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土僅かに含む。軽石僅かに含む。

1-22 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり弱い。砂質土僅かに含む。

1-23 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土僅かに含む。

 1-24 ～ 1-29　　土層注記なし

2-1 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石含む。

2-2 B 暗褐色 (10YR3/3) 軽石含む。地山多く含む。

2-3 A 暗褐色 (10YR3/3) 軽石含む。

2-4 B 暗褐色 (10YR3/3) 軽石含む。地山僅かに含む。

2-5 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石僅かに含む。

2-6 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石僅かに含む。地山含む。

2-7 B 暗褐色 (10YR3/3) しまり弱い。軽石僅かに含む。地山含む。

2-8 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。軽石僅かに含む。地山含む。

2-9 - - 土層注記なし

2'-1 B 暗褐色 (10YR3/3) しまり弱い。軽石僅かに含む。地山含む。

2'-2 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。軽石含む。地山多く含む。

2'-3 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり非常に強い。軽石、地山僅かに含む。

2'-4 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり非常に強い。軽石含む。地山僅かに含む。

2'-5 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり非常に強い。

2'-6 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。地山僅かに含む。

2'-7 B 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。軽石僅かに含む。地山多く含む。

3-1 C 暗褐色 (10YR3/3) しまり弱い。軽石含む。柱抜き取り穴埋土。

3-2 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 軽石、地山含む。

3-3 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 軽石含む。地山多く含む。

3-4 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) しまり強い。軽石、地山含む。3-2よりやや暗い色調。

3-5 B 暗褐色 (10YR3/3) しまり非常に強い。

3-6 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり非常に強い。軽石含む。赤褐色粒含む。

3-7 B 暗褐色 (10YR3/3)
地山砂、地山青砂含む。粘性、しまり共になし。炭
化物僅かに含む。赤褐色粒含む。

3-8 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石、土器片を含む。地山ブロック僅かに含む。

3-9 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり強い。軽石含む。

3-10 B 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山多く含む。砂質土混じり。

3-11 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石、地山含む。

3-12 A 褐色 (10YR4/4)
粘性低い。軽石含む。地山土多く含む。砂質土、暗
褐色土の混じり。

3-13 B 褐色 (10YR4/4)
粘性低い。しまり弱い。軽石含む。地山多く含む。
3-12 とほぼ同質だが、暗褐色土の割合多い。

3-14 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり非常に強い。軽石、地山僅かに含む。

3-15 B 暗褐色 (10YR3/4)
粘性低い。しまり弱い。軽石含む。地山ブロック多
い。3-12 と同質。

3'-1 B 暗褐色 (10YR3/3) 軽石、地山含む。

3'-2 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり強い。軽石含む。

3'-3 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。軽石含む。

3'-4 A にぶい黄褐色 (10YR4/3) しまり強い。軽石、しまり含む。

3'-5 B 暗褐色 (10YR3/3) しまり強い。軽石多く含む。地山含む。

3'-6 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性高い。しまり強い。軽石、地山多く含む。

3'-7 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。軽石僅かに含む。

3'-8 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石僅かに、地山含む。

3'-9 D 暗褐色 (10YR3/3) 軽石多く含む。

4-1 A 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり弱い。軽石、地山含む。

4-2 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。軽石僅かに含む。

4-3 A 暗褐色 (10YR3/4) 粘性無し。しまり弱い。軽石僅かに含む。地山含む。

5-1 - 暗褐色 (10YR3/4) 地山含む。

5-2 - 褐色 (10YR4/4) しまり弱い。地山多く含む。

層 種別 色調 備考

5-3 - 暗褐色 (10YR3/3) 粘性高い。しまり強い。軽石含む。

5-4 - 暗褐色 (10YR3/4) 粘性、しまりあり。

5-5 - 暗褐色 (10YR3/4) 5-4 と似るが、より暗い。

5-6 - 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。

5-7 - 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。地山含む。

5-8 - 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘性低い。地山含む。砂質土混じり。

5-9 - にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性無し。しまり弱い。砂質土。

5-10 - 暗褐色 (10YR3/4) 粘性無し。砂質土。

5-11 - にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性無し。しまり弱い。砂質土。

6-1 C 暗褐色 (10YR3/3) 粘性無し。軽石多く含む。

6-2 A 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。軽石含む。地山多く含む。

6-3 A 暗褐色 (10YR3/4) しまり弱い。軽石含む。地山僅かに含む。

6-4 A にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性高い。しまり弱い。軽石含む。地山僅かに含む。

6-5 A 暗褐色 (10YR3/3) しまり弱い。軽石含む。地山含む。

6-6 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。軽石多く含む。

6-7 A 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石含む。地山僅かに含む。

6-8 A にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。軽石多く含む。地山含む。

6-9 A にぶい黄褐色 (10YR4/3) しまり強い。軽石含む。地山多く含む。

6-10 B 暗褐色 (10YR3/3) しまり強い。軽石、地山含む。

6-11 B 暗褐色 (10YR3/3) 軽石僅かに含む。

6-12 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり非常に強い。軽石、地山僅かに含む。

6-13 A 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。軽石、地山僅かに含む。

6-14 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) しまり非常に強い。軽石含む。地山僅かに含む。

6-15 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり非常に強い。軽石僅かに含む。

6-16 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。地山僅かに含む。

6-17 B 暗褐色 (10YR3/4) 地山土含む。しまりなし。

6-18 D 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり弱い。軽石含む。

7-1 A 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり弱い。軽石含む。地山僅かに含む。

7-2 A 暗褐色 (10YR3/3) しまり強い。軽石含む。

7-3 A 暗褐色 (10YR3/4) 軽石僅かに含む。

7-4 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性高い。しまり非常に強い。軽石、地山含む。

7-5 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり非常に強い。軽石含む。

7-6 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石、地山僅かに含む。

7-7 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり非常に強い。軽石僅かに含む。

7-8 A にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性無し。軽石僅かに含む。地山非常に多く含む。

7-9 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。軽石僅かに含む。地山含む。

7-10 B にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性無し。しまり弱い。軽石、地山含む。

7-11 B 褐色 (10YR4/4) 粘性無し。軽石僅かに含む。地山非常に多く含む。

7-12 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり強い。軽石僅かに含む。

7-13 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性無し。しまり強い。軽石、地山僅かに含む。

7-14 - - 土層注記なし

7-15 B 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。軽石、地山僅かに含む。

7-16 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石僅かに含む。

7-17 - にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性無し。しまり無し。黒色土多く含む。砂質土。

7-18 - にぶい黄褐色 (10YR5/3) 粘性無し。しまり無し。黒色土僅かに含む。砂質土。

7-19 - にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性無し。しまり無し。黒色土含む。砂質土。

7-20 - にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性無し。しまり無し。黒色土含む。砂質土。

　7-21 ～ 7-24  土層注記なし

8-1 A 暗褐色 (10YR3/4) しまい弱い。軽石僅かに含む。土器片含む。

8-2 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。軽石含む。

8-3 B 明褐色 (10YR6/6) 粘性低い。しまり強い。軽石僅かに含む。地山が主体。

8-3' - - 土層注記なし

8-4 B 暗褐色 (10YR3/4)
粘性高い。しまり強い。軽石含む。地山非常に多く
含む。

8-5 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石含む。

8-6 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石僅かに含む。

8-7 - 暗褐色 (10YR3/4) 粘性無し、しまり無し。砂質土。

9-1 B 暗褐色 (10YR3/4) 軽石含む。しまり僅かに含む。

9-2 A 暗褐色 (10YR3/4) 粘性無し。軽石僅かに含む。地山非常に多く含む。

9-3 B 暗褐色 しまり強い。軽石、地山含む。

9-4 A にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性無し。しまり無し。軽石、地山含む。

9-5 A にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性無し。軽石含む。地山僅かに含む。

9-6 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり非常に強い。軽石含む。

9-7 - 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。軽石僅かに含む。

9-8 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石含む。

9-9 - 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。

9-10 B 暗褐色 (10YR3/4) しまり強い。軽石僅かに含む。

9-11 B 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。軽石、地山僅かに含む。
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第Ⅲ章　調査の成果
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第 53 図　掘立柱建物 31 実測図（S=1/60)

1 2
3

4

5 6
7

8

9 10

11

12

13

14

1

1 12
3

4

5

2

1
2 3

4
5 2 2

3
4544’

8 9

10
11

6

12
13 14

15

13

6 7

11

2

1
2

3

4 5

6
7

13

15

8

11
12

9

10
14

b

c c’
サ
ブ
ト
レ

b’

柱穴5 柱穴 6 柱穴 7

柱穴 8

柱穴 9 柱穴 10

排水管
SA2

5.0m

5.0m

る。 被 熱 に よ る 変 色 が 認 め ら れ、 金 属 加 工 具 の 可 能 性 が あ る。

　212 が 13 世 紀 代 に 位 置 付 け ら れ る た め、 溝 状 遺 構 54 は 中 世 に 位 置 付 け ら れ る。 溝 状 遺 構 3 は 遺

物 の 所 属 が 不 明 瞭 で あ る が、 古 墳 時 代 終 末 期 以 降 の 溝 状 遺 構 5 と 8 を 切 っ て い る こ と、 中 世 に 位 置

付 け ら れ る 溝 状 遺 構 12 に 切 ら れ て い る こ と か ら 古 代 か ら 中 世 の 間 に 収 ま る と 考 え ら れ る。 溝 状 遺

構 3 と 54 の 平 行 関 係 は 偶 発 的 で は な く、 中 世 段 階 に 溝 状 遺 構 3 の 再 掘 削 と し て 溝 状 遺 構 54 が つ く

ら れ た 可 能 性 が 考 慮 さ れ る。

溝状遺構（SE）5（ 第 62 ～ 65 図 ）　 調 査 区 中 央 付 近 に 位 置 す る。 調 査 区 南 端 か ら 北 東 方 向 に 延 び、

調 査 区 中 央 付 近 で 東 側 に 大 き く 屈 曲 す る。東 端 部 は SA22 付 近 で 収 束 す る と み ら れ る。掘 立 柱 建 物 4、

溝 状 遺 構 3、12、42、54 に 切 ら れ て お り、竪 穴 建 物 10、11、22 お よ び、掘 立 柱 建 物 9、溝 状 遺 構 8 を 切 っ

て い る。幅 は 0.88m で、深 さ は 0.65m 以 上 で あ る。断 面 形 態 は 逆 台 形 状 で あ る。用 途 は 明 確 で な い が、

何 ら か の 区 画 溝 と 考 え ら れ る。

− 53 −− 53 −



第 6節　溝状遺構

　 遺 物 は 土 師 器 高 坏 と 敲 石 が 出 土 し た。214 は 土 師 器 高 坏 で あ る。 脚 部 片 で、 下 方 に 向 か っ て 直 線

的 に 開 き、 脚 裾 部 は 大 き く 屈 曲 し て い る。215 は 敲 石 で あ る。 各 面 に 敲 打 痕 が 認 め ら れ る。

　214 は、5 世 紀 後 半 か ら 6 世 紀 前 半 に 位 置 付 け ら れ る が、6 世 紀 末 に 位 置 付 け ら れ る 竪 穴 建 物 10

を 切 っ て い る の で、 遺 構 の 時 期 を 示 す も の で は な い。 遺 構 の 切 り 合 い 関 係 か ら、 本 遺 構 は 古 墳 時 代

終 末 期 か ら 古 代 の 間 に 位 置 付 け て お き た い。

溝状遺構（SE）8（第 7 図、第 65 図）　 調 査 区 中 央 付 近 に 位 置 す る。 調 査 区 南 端 か ら 北 東 方 向 に 延 び、

調 査 区 中 央 付 近 で 東 側 に 屈 曲 す る。東 端 部 は 溝 状 遺 構 13 に 切 ら れ て お り 不 明 で あ る。掘 立 柱 建 物 4、

溝 状 遺 構 3、5、12、13、54 に 切 ら れ て お り、竪 穴 建 物 10、11、掘 立 柱 建 物 9 を 切 っ て い る。 幅 は 1.25m、

深 さ は 0.55m 以 上 で あ る。 底 面 は 平 坦 で あ る。 用 途 は 明 確 で な い が、 溝 状 遺 構 5 と 同 様 に 何 ら か の

区 画 溝 と 考 え ら れ る。

　 遺 物 は 小 片 が 出 土 し て い る が、 詳 細 な 時 期 は 不 明 で あ る。 切 り 合 い 関 係 か ら、 本 遺 構 は 古 墳 時 代
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第 6表　掘立柱建物 31 土層注記

柱穴 層 色調 備考

柱穴 1

1 暗褐色 (10YR3/4) 
白色粒、土器粒を非常に多く含む。地山土
僅かに含む。柱抜きとり穴か。

2 暗褐色 (10YR3/3) 軽石、白色粒含む。

3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 
粘性低い。しまり弱い。炭化物含む。暗褐
色土と地山土の混合土。

4 暗褐色 (10YR3/4) 地山砂含む。

5 暗褐色 (10YR3/3) 軽石、白色粒含む。2層と同質土。

6 暗褐色 (10YR3/3) 5 層と同質だが、より明るい。

7 暗褐色 (10YR3/4) 4 層と同質土。地山砂含む。

8 暗褐色 (10YR3/4)
粘性低い。しまり弱い。地山砂含む。暗褐
色土と地山砂の混合土。

9 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土、地山砂含む。

10 暗褐色 (10YR3/4)
粘性高い。しまり弱い。地山砂含む。8層
と似るが暗褐色の割合多い。

11 にぶい黄褐色 (10YR4/4)  
粘性無し。しまり無し。地山砂、地山青砂
含む。

12 暗褐色 (10YR3/4) 
しまり弱い。暗褐色土に地山砂が少量混じ
る。柱痕。

柱穴 3

1 暗褐色 (10YR3/4)
白色粒、炭化物、土器粒を非常に多く含む。
柱抜きとり穴か。

2 暗褐色 (10YR3/4)
炭化物、土器粒僅かに含む。柱抜きとり穴
か。

3 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒僅かに含む。

4 暗褐色 (10YR3/4)
白色粒非常に多く含む。地山砂含む。土器
粒僅かに含む。

5 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒僅かに含む。3層と同質土。

6 暗褐色 (10YR3/3)
白色粒非常に多く含む。地山砂含む。土器
粒僅かに含む。4層と同質土。

7 暗褐色 (10YR3/3) 地山砂僅かに含む。

8 暗褐色 (10YR3/3) 地山土、土器粒僅かに含む。

柱穴 4

1 暗褐色 (10YR3/4)
白色粒、炭化物、地山土、土器粒非常に多
く含む。

2 黒褐色 (10YR2/3) 白色粒、炭化物、地山土、土器粒含む。

3 暗褐色 (10YR3/3) 地山土、地山砂含む。

4 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物、地山土僅かに含む。

5 黒褐色 (10YR2/3) 地山土僅かに含む。

6 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒、炭化物、土器粒を含む。

7 暗褐色 (10YR3/3)
白色粒、炭化物、土器粒を含む。6層とほ
ぼ同質だが、色調がやや暗い。

8 黒褐色 (10YR2/3) 地山砂を含む。

9 暗褐色 (10YR3/4) 地山土、地山砂を含む。

柱穴 5

1 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  
粘性無し。しまり無し。地山砂に僅かな暗
褐色土が混じる層。

2 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒、炭化物、土器粒を含む。

3 暗褐色 (10YR3/3) 粘性あり。しまりあり。

4 灰黄褐色 (10YR5/2) 粘性無し。しまり無し。地山砂を含む。

5 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  
粘性無し。しまり無し。地山砂を含む。1
層と同質土。

6 暗褐色 (10YR3/3) 3 層と同質土。

7 暗褐色 (10YR3/3) 3 層と同質土。

8 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  
粘性無し。しまり無し。地山砂含む。5層
とほぼ同質だが、暗褐色土の割合多い。

9 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  
粘性無し。しまり無し。地山砂含む。8層
と同質土。

10 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  
粘性無し。しまり無し。地山砂含む。9層
と同質土。

11 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  
粘性無し。しまり無し。地山砂含む。10
層と似るが、砂の割合多く、色調が明るい。

12 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。地山砂含む。

13 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  
粘性低い。地山砂含む。12 層より砂の割
合多い。

14 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  
粘性低い。しまり弱い。地山砂非常に多く
含む。

柱穴 層 色調 備考

柱穴 6

1 暗褐色 (10YR3/4)
白色粒、炭化物、地山土、地山砂、土器粒
を含む。

2 暗褐色 (10YR3/3) 粘性高い。白色粒、土器粒含む。

3 暗褐色 (10YR3/4)
粘性高い。白色粒、地山土、土器粒を非常
に多く含む。

4 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  白色粒、地山土含む。土器粒僅かに含む。

5 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  地山砂含む。

柱穴 7

1 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物、地山砂、土器粒を含む。

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  
粘性低い。しまり弱い。地山砂含む。地山
砂に暗褐色土混じる。

柱穴 8

1 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒、炭化物、地山土、土器粒含む。

2 暗褐色 (10YR3/4)
白色粒、炭化物、地山土、土器粒含む。1
層とほぼ同質。

3 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒非常に多く含む。

4 暗褐色 (10YR3/4) 白色粒僅かに含む。3層とほぼ同質。

5 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  地山砂非常に多く含む。土器粒僅かに含む。

6 暗褐色 (10YR3/4)
白色粒僅かに含む。土器粒含む。4層とほ
ぼ同質。白色粒は 4より少ない。

7 暗褐色 (10YR3/4)
白色粒僅かに含む。6層と同質だが、土器
粒含まない。

8 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  
粘性無し。しまり無し。地山砂非常に多く
含む。

9 暗褐色 (10YR3/4)
しまり弱い。地山砂含む。黒褐色粘質土含
む。

10 暗褐色 (10YR3/3) 地山砂、土器粒僅かに含む。

11 暗褐色 (10YR3/3)
地山砂、土器粒僅かに含む。5層と似た土
質。

12 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  
地山砂非常に多く含む。8層に暗褐色土が
少量混ざるような層。

13 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物、地山土、土器粒僅かに含む。

14 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒、炭化物、地山土、地山砂を含む。

15 にぶい黄褐色 (10YR5/3)  
粘性無し。しまり無し。地山砂含む。下層
のほうは粘性がある。

柱穴 9

1 暗褐色 (10YR3/3)
粘性弱い。しまり強い。赤褐色粒をまばら
に含む。白色粒多い。抜き取り穴か。

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  
粘性低い。しまり弱い。地山土ブロック非
常に多く含む。

3 暗褐色 (7.5YR3/3)
粘性低い。しまり弱い。地山土ブロックま
ばらに含む。

4 暗褐色 (10YR3/3)
粘性高い。しまり強い。褐色、赤褐色鉱物
僅かに含む。炭化物含む。粘質土。

5 褐色 (10YR4/4)
粘性高い。しまり強い。地山土を斑状に含
む。

6 にぶい黄褐色 (10YR5/4)  砂質土含む。

7 褐色 (10YR4/4)
粘性低い。しまりなし。赤褐色粒、地山土
ブロック僅かに含む。

8 - -

9 にぶい黄褐色 (10YR4/3)  
粘性なし。しまりなし。地山土を僅かに含
む。砂質土。

10 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。砂質土含む。

11 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。しまりなし。

12 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。砂質土含む。

13 褐色 (10YR4/4) 粘性強い。しまり強い。粘質土。

14 暗褐色 (10YR3/3) 粘性強い。しまり強い。粘質土。

15 - 柱痕。

柱穴 10

1 - 土層注記なし

2 - 土層注記なし

3 - 土層注記なし

4 - 土層注記なし

5 - 土層注記なし
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第Ⅲ章　調査の成果
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第 7表　掘立柱建物 33 土層注記
柱穴 層 色調 備考

柱穴 1

1 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土、土器粒僅かに含む。

2 褐色 (7.5YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

3 褐色 (10YR4/6) 粘性低い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

4 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

5 にぶい黄褐色 (10YR5/3) 粘性低い。しまり弱い。地山土非常に多く含む。

6 暗褐色 (10YR3/3) 粘性高い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

7 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性低い。しまり強い。地山土非常に多く含む。

8 黒褐色 (7.5YR3/2) 粘性低い。しまり弱い。

9 暗褐色 (10YR3/4) 粘性高い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

10 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山土非常に多く含む。

11 黄褐色 (10YR5/6) 粘性低い。しまり弱い。

柱穴 2

1 褐色 (7.5YR4/4) 粘性低い。しまり強い。軽石、土器粒僅かに含む。

2 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性低い。しまり強い。地山土非常に多く含む。

3 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。軽石、土器粒僅かに含む。柱痕の可能性。

4 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。

5 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土僅かに含む。柱痕の可能性。

6 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土非常に多く含む。柱痕の可能性。

7 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。しまり強い。地山土非常に多く含む。柱痕の可能性。

8 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘性低い。しまり弱い。地山土非常に多く含む。

9 にぶい黄褐色 (10YR5/3) 粘性低い。しまり強い。炭化物僅かに含む。

柱穴 3

1 暗褐色 (7.5YR3/3) 粘性低い。しまり強い。炭化物、地山土僅かに含む。

2 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。

3 黒褐色 (10YR3/2) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。

4 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。柱抜き痕への流入土。

5 黄褐色 (10YR5/6) 粘性低い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

6 黒褐色 (10YR3/2) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。

7 にぶい黄褐色 (10YR5/3) 粘性低い。しまり強い。軽石僅かに含む。

8 黒褐色 (10YR2/3) 粘性低い。しまり強い。地山土、土器粒僅かに含む。柱痕の可能性。

9 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。

柱穴 4

1 褐色 (１０YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土、土器粒僅かに含む。

2 褐色 (１０YR4/6) 粘性低い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

3 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土非常に多く含む。

4 暗褐色 (7.5YR3/3) 粘性低い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

5 褐色 (１０YR4/6) 粘性低い。しまり弱い。地山土非常に多く含む。

6 黒褐色 (7.5YR3/2) 粘性低い。しまり弱い。炭化物、土器粒僅かに含む。

7 暗褐色 (7.5YR3/3) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。

8 褐色 (7.5YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山土僅かに含む。

9 黄褐色 (7.5YR5/6) 粘性低い。しまり強い。地山土非常に多く含む。

10 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。軽石、地山土僅かに含む。

11 褐色 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。炭化物、地山土僅かに含む。

12 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。地山土非常に多く含む。

13 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性低い。しまり弱い。炭化物僅かに含む。地山土非常に多く含む。

14 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性低い。しまり弱い。軽石僅かに含む。地山土非常に多く含む。

15 暗褐色 (10YR3/4) 粘性低い。しまり強い。軽石僅かに含む。地山土非常に多く含む。

柱穴 5

1 暗褐色 (10YR3/3) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。

2 褐色 (7.5YR4/4) 粘性低い。しまり強い。地山土非常に多く含む。

3 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘性低い。しまり強い。地山土非常に多く含む。

4 にぶい黄褐色 (10YR5/3) 粘性低い。しまり強い。地山土非常に多く含む。

5 褐色 (7.5YR4/3) 粘性低い。しまり強い。軽石僅かに含む。

6 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山土僅かに含む。
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第 6 節　溝状遺構
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第 55 図　掘立柱建物 4実測図 (S=1/60)

第 56 図　掘立柱建物出土遺物実測図

終 末 期 〜 古 代 の 間 に 位 置 付 け ら れ る。

溝状遺構（SE）12（ 第 62 図、 第 68 図 ）　 調 査 区

南 側 を 東 西 に 横 断 し て い る。 最 大 幅 4.26 ｍ、深 さ

0.96 ｍ と 規 模 が 大 き な 溝 状 遺 構 で あ る。 土 層 断 面

や 底 面 の 形 状 を 観 察 す る と、2 次 に わ た る 掘 削 が

お こ な わ れ て い る こ と が 確 認 で き た。 は じ め に 掘

削 さ れ た の は、北 側 の 溝（第 62 図 SE12-a）で あ る。

再 掘 削 の 影 響 で 全 幅 は 不 明 だ が、1.00 ｍ 程 の 緩 や

か な テ ラ ス で 一 旦 段 が 付 い た 後 に 平 坦 に 近 い 底 面

へ と 続 い て い る。次 に 掘 削 さ れ た の が 南 側 の 溝（第

62 図 SE12- ｂ） で あ る。SE12-a 同 様 に 幅 0.67 ｍ 程

の テ ラ ス が あ り、 平 坦 な 底 面 へ と 続 い て い る。 溝

端 部 に つ い て は、 西 側 は い ず れ も 調 査 区 外 に 延 び

て お り、 東 側 は SE12-a は 竪 穴 建 物 24 付 近 で 収 束

し、SE12-b は 調 査 区 外 ま で 延 び て い る。

　 用 途 に つ い て は 明 確 で な い が、SE12- ｂ 底 面 付

近 が し ま り の あ る 土 層 が 堆 積 し て お り、 通 路 な ど

に 使 用 さ れ て い た 可 能 性 が 考 慮 さ れ る。

　216 か ら 218 は 土 師 器 で あ る。216、217 は 皿 で

口 縁 部 が 短 く 立 ち 上 が る 浅 い 器 形 で あ る。 底 面 は
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1 層　黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。白色粒子多い。

2層　黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土混じり。

3層　黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土混じり。

　　　2層より地山土の割合多い
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２層　褐色土 (10YR4/6) 粘性低い。しまり強い。軽石を微量含む。

１層　暗褐色土 (7.5YR4/3) 粘性、しまりあり。軽石多く含む地山ブロック微量

　　　に含む。

２層　褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山ブロック多く含む。

３層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山ブロック多く含む。

４層　にぶい黄褐色土（10YR5/3) 粘性低い。しまり強い。地山土主体。
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※土層注記なし
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第 61 図　土坑 18 出土遺物実測図 第 60 図　土坑 38、溝状遺構 26 実測図（S=1/40)

第 59 図　土坑 37、53 実測図（S=1/40)

第 58 図　土坑 18 土層断面図（S=1/40)

第 57 図　

土坑 18、20、溝状遺構 19、34 実測図（S=1/40)
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第Ⅲ章　調査の成果
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2層　黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土混じり。

3層　黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土混じり。

　　　2層より地山土の割合多い
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２層　褐色土 (10YR4/6) 粘性低い。しまり強い。軽石を微量含む。

１層　暗褐色土 (7.5YR4/3) 粘性、しまりあり。軽石多く含む地山ブロック微量

　　　に含む。

２層　褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山ブロック多く含む。

３層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山ブロック多く含む。

４層　にぶい黄褐色土（10YR5/3) 粘性低い。しまり強い。地山土主体。
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第 61 図　土坑 18 出土遺物実測図 第 60 図　土坑 38、溝状遺構 26 実測図（S=1/40)

第 59 図　土坑 37、53 実測図（S=1/40)

第 58 図　土坑 18 土層断面図（S=1/40)

第 57 図　

土坑 18、20、溝状遺構 19、34 実測図（S=1/40)

糸 切 底 で あ る。218 は 焼 塩 土 器 で あ る。手 捏 ね 成 形 で 内 面 に は 繊 維 圧 痕 が あ る。219 は 須 恵 器 甕 で あ る。

口 縁 部 片 で、「く」 の 字 状 に 屈 曲 し て お り、口 縁 端 部 は 丸 く お さ め ら れ て い る。220 は 火 打 石 で あ る。

玉 髄 製 で 一 部 に 使 用 痕 が 認 め ら れ る。

　13 世 紀 代 に 位 置 付 け ら れ る 216、217 は SE12-b 底 面 か ら 出 土 し て お り、SE12-b は 13 世 紀 代 に 掘 削

さ れ た と 判 断 で き る。 古 代 の 遺 物 （218） も 出 土 し て い る た め、1 次 掘 削 で あ る SE12-a は 当 該 時 期

ま で 遡 る 可 能 性 も あ る が、 判 然 と し な い。

溝状遺構（SE）13（第 62 図、 第 67 図）　 調 査 区 北 東 側 に 位 置 す る。 北 側 を 溝 状 遺 構 51 に 削 平 さ れ

て い る た め 詳 細 は 不 明 で あ る が、 残 存 幅 は 1.90m、 深 さ は 0.80m で あ る。0.42m 程 の テ ラ ス を 有 し、

テ ラ ス か ら 底 面 に か け て、 南 側 は 緩 や か に、 北 側 は 急 角 度 で 立 ち 上 が っ て い る。

　 遺 物 は 土 師 器 皿 （221） が 出 土 し た。 口 縁 部 が 短 く 立 ち 上 が る 浅 い 器 形 で、 底 面 は 糸 切 底 で あ る。
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第 6節　溝状遺構
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含
む
。
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1
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1
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
５
/
４
)
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量

　
　
　
に
含
む
。
土
器
片
微
量
に
含
む
。

2
層
　
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
4
)
 
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
に
含
む
。

3
層
　
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
4
)
 
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
に
含
む
。

4
層
　
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
6
)
 
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
に
含
む
。

5
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
 
 
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
、
土
器
片
を
微
量
に
含
む
。

6
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
微
量
に
、
炭
化
物

　
　
　
微
量
に
含
む
。

7
層
　
黒
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
2
)
粘
性
、
し
ま
り
強
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

8
層
　
灰
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
2
)
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
強
い
。

9
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
軽
石
、
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
少
量
含
む
。

1
0
層
 
褐
色
土

(
7
.
5
Y
R
4
/
3
)
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
砂
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含
む
。

1
1
層
 
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
 
粘
性
低
い
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
砂
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含
む
。
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第Ⅲ章　調査の成果
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層
　
黒
褐
色
土
（
7
.
5
Y
R
3
/
2
)
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
軽
石
、
地
山
土
ブ
ロ

ッ
ク

　
　
　
を
少
量
含
む
。

2
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
r
3
/
4
)
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
量

に
、
土

　
　
　
器
片
微
量
に
含
む
。

1
層
　
黒
褐
色
土

(
7
.
5
Y
R
2
/
2
)
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量

含
む
。

2
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
量

含
む
。

3
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
土
器
片
、
地
山
土
ブ
ロ

ッ
ク

　
　
　
僅
か
に
含
む
。

1
層
　
褐
色
土
（
1
0
Y
R
4
/
4
)
 
粘
性
低
い
。
し
ま
り
強
い
。
土
器
片
、
軽
石
を
少
量
含
む
。

2
層
　
暗
褐
色
土
（
7
.
5
Y
R
3
/
4
)
 
粘
性
低
い
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含
む
。

3
層
　
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
4
)
 
　
粘
性
低
い
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。
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(
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/
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粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
砂
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

5
層
　
黒
褐
色

(
1
0
Y
R
4
/
4
)
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
に
含
む
。

6
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
、
地
山
砂
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
。
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1
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
　
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
弱
い
。
細
か
な
砂
礫

(
5
m
m
前
後
）
を

  
  
  
多
量
含
む
。
橙
色
微
粒
子
を
少
量
含
み
、
炭
化
物
粒
、
土
器
粒
を
含
む
。

2
層
　
黒
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
4
)
 
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
弱
い
。
橙
色
微
粒
子
を
多
く
含
む
。
細
か

  
  
  
な
砂
礫
を
僅
か
に
含
む
。

3
層
　
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
4
)
 
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
弱
い
。
～

5
m
m
程
の
砂
礫
を
多
く
含
む
。

  
  
  
橙
色
粒
子
を
少
量
含
む
。
白
色
粒
子
含
む
。

4
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
弱
い
。
～

5
m
m
程
の
砂
礫
を
非
常

  
  
  
に
多
く
含
む
。
橙
色
粒
子
僅
か
に
含
む
。

5
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
 
４
層
と
ほ
ぼ
同
質
だ
が
、
砂
礫
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
。

6
層
　
黒
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
2
)
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
弱
い
。
細
か
な
砂
礫
（
5
m
m
）
、
土
器
片
含

  
  
  
む
、
橙
色
粒
子
を
少
量
含
む
。
1
層
に
２
層
が
混
ざ
っ
た
よ
う
な
土
。

7
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
　
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
砂
礫
の
含
有
は

8
層
と
同
程
度
。
橙
色

  
  
  
微
粒
子
含
む
。
土
器
片
、
炭
化
物
僅
か
に
含
む
。

8
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
強
い
。
砂
礫
、
橙
色
粒
、
白
色
粒

  
  
  
を
多
く
含
む
。
黒
褐
色
土
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
僅
か
に
混
じ
る
。

9
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
 
 
 
粘
性
高
い
。
し
ま
り
あ
り
。
最
も
粘
性
高
く
、
砂
礫
も
ほ
と
ん
 
 

  
  
  
ど
含
ま
な
い
。
橙
色
粒
子
僅
か
に
含
む
。

1
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
子
を
非
常
に
多
く
含
む
。
橙
色
粒

　
　
　
子
を
多
く
含
む
。

2
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
子
、
橙
色
粒
子
を
非
常
に
多
く
含

  
  
  
む
。
一
部
、
ス
コ
リ
ア
状
粒
子
が
含
ま
れ
る
。

3
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
強
い
。
地
山

(
土
・
砂
）
ブ
ロ
ッ
ク
 

  
  
  
を
非
常
に
多
く
含
む
。

4
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
子
、
橙
色
粒
子
を
多
く
含
む
。

5
層
　
黒
褐
色
土

(
1
0
Y
T
3
/
2
)
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
子
を
多
く
含
む
。
橙
色
粒
子
を
少

  
  
  
量
含
む
。
地
山

(
土
・
砂
）
ブ
ロ
ッ
ク
を
土
器
片
、
炭
化
物
を
少
量
含
む

6
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
粘
性
、
し
ま
り
な
し
。
地
山
砂
を
主
体
と
し
て
、
黒
褐
色
 
 

  
  
  
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。

7
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
強
い
。
白
色
粒
子
を
多
く
含
む
。
一
部
に
地

　
　
　
山
ブ
ロ
ッ
ク
混
じ
る
。

8
層
　
黒
褐
色
土

(
1
0
Y
R
2
/
3
)
粘
性
高
い
。
し
ま
り
強
い
。
白
色
粒
子
を
含
む
。
土
器
粒
、
鉄
分

　
　
　
僅
か
に
認
め
ら
れ
る
。

1
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
地
山
土
、
地
山
砂
含
む
。
白
色
粒
子
、

　
　
　
土
器
片
含
む
。

2
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
弱
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
く
含
む
。

　
　
　
白
色
粒
子
少
量
含
む
。

3
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
 
２
層
と
ほ
ぼ
同
質
。
地
山
土
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
。

4
層
　
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
　
 
粘
性
、
し
ま
り
な
し
。
地
山
主
体
。
流
入
土
か
。

5
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暗
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
4
)
 
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
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/
4
)
　
 
２
層
と
同
質
土
だ
が
、
地
山
土
ブ

  
  
  
ロ
ッ
ク
が
少
な
い
。
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黒
褐
色
土

(
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0
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)
 
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
子
、
土
器
片
を
含
む
。

2
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暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
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3
)
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
子
多
く
、
橙
色
粒
子
、
土
器
粒
、
 

  
  
  
炭
化
物
、
地
山
土
、
地
山
砂
少
量
含
む
。

3
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
弱
い
。
暗
褐
色
に
地
山
砂
が

混
じ
る
。

  
  
  
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
く
含
む
。

4
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に
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黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
5
/
3
)
 
粘
性
、
し
ま
り
な
し
。
地
山
砂
に
暗
褐
色
土
が
混

じ
る
層
。

5
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
2
/
3
)
粘
性
、
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
子
含
む
。
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に
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な
し
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し
ま
り
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ブ
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を
多
量

　
　
　
に
含
む
。
土
器
片
微
量
に
含
む
。
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褐
色
土

(
1
0
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4
/
4
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粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
に
含
む
。

3
層
　
褐
色
土

(
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粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
ブ
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ッ
ク
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含
む
。

4
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褐
色
土

(
1
0
Y
R
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/
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粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
に
含
む
。

5
層
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
4
)
 
 
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
、
土
器
片
を
微
量
に
含
む
。

6
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
山
土
微
量
に
、
炭
化
物

　
　
　
微
量
に
含
む
。

7
層
　
黒
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
2
)
粘
性
、
し
ま
り
強
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

8
層
　
灰
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
4
/
2
)
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
強
い
。

9
層
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
 
粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
軽
石
、
地
山
土
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
少
量
含
む
。
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層
 
褐
色
土

(
7
.
5
Y
R
4
/
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粘
性
な
し
。
し
ま
り
強
い
。
地
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砂
ブ
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少
量
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む
。
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に
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黄
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色
土

(
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0
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第 6節　溝状遺構

1層　黒褐色土(10YR2/3)粘性、しまりあり。灰褐色粒を非常に多い。赤褐色粒含む。

2層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性あり。しまり弱い。灰褐色粒、地山土を僅かに含む。

3層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰褐色を多く、赤褐色粒僅かに含む。

4層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。地山土を多量に含む。

5層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒、地山土をまばらに含む。

6層　黒褐色土 (10YR3/3) 粘性あり。しまり強い。灰白色粒をまばらに、地山土を

　　　ブロックで含む。炭化物含む。赤褐色粒僅かに含む。

7層　黒褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまり強い。粘質土、灰白色粒を非常に多く含む。

　　　褐色土が混じる。炭化物僅かに含む。

18層  褐色土(10YR4/4)粘性低い。しまり弱い。灰白色粒ほとんど含まず、地山土、

       赤褐色土が混ざる。硬くしまる部分がある。

19 層  黒褐色土 (10YR3/3) 粘性あり。しまり強い。灰白色粒をまばらに、地山土

       をブロックで含む。炭化物含む。赤褐色粒僅かに含む。20 層  にぶい黄

       褐色土 (10YR3/3) 粘性低い。しまりなし。地山砂との混じり土。

21 層  褐色土 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山砂との混じり土。一部、地

       山土を混じる。

22 層  褐色土 (10YR4/4) 粘性低い。粘質土混じり（地山砂に混じる粘質土）。

23 層　暗褐色土 (10YR4/4) 粘性強い。しまり強い。褐色土、炭化物、砂混じる。

24 層　にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性あり。しまり弱い。地山砂主体。

25 層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒を含み、地山土を混じる。

　　　赤褐色粒も僅かに含む。

26 層　褐色土 (10YR4/4) 粘性あり。しまり弱い。地山土を多量に含む。灰白色粒

　　　 ほとんど含まない。炭化物僅かに含む。

27 層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性あり。しまり弱い。地山土を含む。灰白色粒を僅

　　　 かに炭化物を含む。

28 層　黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土含むが、26 層より少ない。

29層　暗褐色土(10YR3/3)粘性低い。しまり弱い。地山土を含む。灰白色粒少ない。

30 層　褐色土 (10YR4/4) 粘性、しまりあり。地山土主体。25 層と似る。

31 層　黒褐色土（10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土ブロック含む。白色粒、地

　　　 山砂を僅かに含む。

32 層　黒褐色土 (10YR4/3) 粘性あり。しまりあり。地山土僅かに含む。地山砂多

　　　 量に含む。

33 層　にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性低い。しまりなし。32 層と似るが、より地

　　　 山砂が主体となる。

8層　褐色土 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山砂との混じり土。一部、地山

　　　土を混じる。

9層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒をまばらに、炭化物、赤褐  

　　　色粒、地山土含む。

10 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒をまばらに、炭化物、赤 

      褐色粒、地山土含む。

11 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒を多く含む。土器粒まば

　　　らに含む。地山土ブロックで含む。

12 層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性、しまりあり。11 層と似るが、地山少ない。

13 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。地山土を斑状に多く含む。赤褐色  

      粒まばらに含む。

14 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性低い。しまりあり。灰白色粒僅かに含み、赤褐色粒、

      炭化物僅かに含む。地山砂混じり。

15 層 黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土ブロック多い。地山砂混じり。

16 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性なし。しまり弱い。地山土、砂の混じり土。

17 層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性なく、しまり弱い。砂混じり。褐色ブロッ  

      ク含む。
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第 68 図　溝状遺構 12 土層断面図（S=1/60)

第 69 図　溝状遺構出土遺物実測図①
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中 世 で も、13 世 紀 か ら 15 世 紀 代 に 位 置 付 け ら れ る と 考 え ら れ、 本 遺 構 の 時 期 も 同 様 と い え る。

溝状遺構（SE）14（第 62 図）　 調 査 区 西 端 か ら 南 東 方 向 へ 延 び る。 断 面 Ｖ 字 状 の 溝 で、最 大 幅 0.50m、

深 さ 0.30m 以 上 で あ る。

　 遺 物 は 図 示 し て い な い が、6 世 紀 前 半 に 位 置 付 け ら れ る 土 器 小 片 が あ る。 竪 穴 建 物 2 と の 切 り 合

い も 加 味 す る と、 古 墳 時 代 後 期 前 半、6 世 紀 前 半 の 遺 構 で あ る と 考 え ら れ る。

溝状遺構（SE）17（第 62 図、 第 64 図）　 調 査 区 南 東 側 か ら 北 東 方 向 へ 延 び る。 竪 穴 建 物 24、 竪 穴

建 物 25、溝 状 遺 構 26 を 切 り、溝 状 遺 構 12 に 切 ら れ て い る。 断 面 形 は 逆 台 形 で、幅 0.46m、深 さ 0.20m

で あ る。 遺 物 は 図 示 し て い な い が、 古 代 の 土 錘 や 土 師 器 甕 の 破 片 が あ り、 遺 構 は 当 該 時 期 に 位 置 付

け ら れ よ う。

溝状遺構（SE）19（ 第 57 図、 第 62 図、 第 67 図 ）　 調 査 区 北 東 隅 で 東 西 方 向 に 延 び る。 土 坑 18、

20、溝 状 遺 構 13 に 切 ら れ、溝 状 遺 構 34 に 切 ら れ る。 幅 1.41m、深 さ 0.43m で あ る。 底 面 は 平 坦 に 近 い。

土 坑 18 に 切 ら れ て い る こ と か ら、5 世 紀 代 以 前 の も の と 判 断 で き る が、 古 墳 時 代 の 土 師 器 小 片 が

出 土 し て い る の で、 本 遺 構 は 古 墳 時 代 の う ち に 構 築 さ れ た も の と 思 わ れ る。
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第Ⅲ章　調査の成果

1層　黒褐色土(10YR2/3)粘性、しまりあり。灰褐色粒を非常に多い。赤褐色粒含む。

2層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性あり。しまり弱い。灰褐色粒、地山土を僅かに含む。

3層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰褐色を多く、赤褐色粒僅かに含む。

4層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。地山土を多量に含む。

5層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒、地山土をまばらに含む。

6層　黒褐色土 (10YR3/3) 粘性あり。しまり強い。灰白色粒をまばらに、地山土を

　　　ブロックで含む。炭化物含む。赤褐色粒僅かに含む。

7層　黒褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまり強い。粘質土、灰白色粒を非常に多く含む。

　　　褐色土が混じる。炭化物僅かに含む。

18層  褐色土(10YR4/4)粘性低い。しまり弱い。灰白色粒ほとんど含まず、地山土、

       赤褐色土が混ざる。硬くしまる部分がある。

19 層  黒褐色土 (10YR3/3) 粘性あり。しまり強い。灰白色粒をまばらに、地山土

       をブロックで含む。炭化物含む。赤褐色粒僅かに含む。20 層  にぶい黄

       褐色土 (10YR3/3) 粘性低い。しまりなし。地山砂との混じり土。

21 層  褐色土 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山砂との混じり土。一部、地

       山土を混じる。

22 層  褐色土 (10YR4/4) 粘性低い。粘質土混じり（地山砂に混じる粘質土）。

23 層　暗褐色土 (10YR4/4) 粘性強い。しまり強い。褐色土、炭化物、砂混じる。

24 層　にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性あり。しまり弱い。地山砂主体。

25 層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒を含み、地山土を混じる。

　　　赤褐色粒も僅かに含む。

26 層　褐色土 (10YR4/4) 粘性あり。しまり弱い。地山土を多量に含む。灰白色粒

　　　 ほとんど含まない。炭化物僅かに含む。

27 層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性あり。しまり弱い。地山土を含む。灰白色粒を僅

　　　 かに炭化物を含む。

28 層　黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土含むが、26 層より少ない。

29層　暗褐色土(10YR3/3)粘性低い。しまり弱い。地山土を含む。灰白色粒少ない。

30 層　褐色土 (10YR4/4) 粘性、しまりあり。地山土主体。25 層と似る。

31 層　黒褐色土（10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土ブロック含む。白色粒、地

　　　 山砂を僅かに含む。

32 層　黒褐色土 (10YR4/3) 粘性あり。しまりあり。地山土僅かに含む。地山砂多

　　　 量に含む。

33 層　にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性低い。しまりなし。32 層と似るが、より地

　　　 山砂が主体となる。

8層　褐色土 (10YR4/4) 粘性低い。しまり弱い。地山砂との混じり土。一部、地山

　　　土を混じる。

9層　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒をまばらに、炭化物、赤褐  

　　　色粒、地山土含む。

10 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒をまばらに、炭化物、赤 

      褐色粒、地山土含む。

11 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。灰白色粒を多く含む。土器粒まば

　　　らに含む。地山土ブロックで含む。

12 層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性、しまりあり。11 層と似るが、地山少ない。

13 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性、しまりあり。地山土を斑状に多く含む。赤褐色  

      粒まばらに含む。

14 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性低い。しまりあり。灰白色粒僅かに含み、赤褐色粒、

      炭化物僅かに含む。地山砂混じり。

15 層 黒褐色土 (10YR3/2) 粘性、しまりあり。地山土ブロック多い。地山砂混じり。

16 層 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性なし。しまり弱い。地山土、砂の混じり土。

17 層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性なく、しまり弱い。砂混じり。褐色ブロッ  

      ク含む。
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第 68 図　溝状遺構 12 土層断面図（S=1/60)

第 69 図　溝状遺構出土遺物実測図①
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220

溝状遺構（SE）21（ 第 62 図、 第 66 図 ）　 調 査 区 東 側 に 位 置 し、 東 西 に 延 び る。 断 面 形 は 緩 や か な

Ｕ 字 形 の 溝 で、 最 大 幅 0.96m で 深 さ 0.32m 以 上 で あ る。 竪 穴 建 物 10 に 切 ら れ、 竪 穴 建 物 22 を 切 っ

て い る こ と か ら、5 世 紀 後 半 〜 6 世 紀 代 に 位 置 付 け ら れ る。 時 期 不 明 の 土 師 器 小 片 が 出 土 し た。

溝状遺構（SE）23（ 第 62 図、 第 67 図 ）　 調 査 区 東 側 に 位 置 し、 東 西 に 延 び る。 遺 構 の 西 端 は 竪 穴

建 物 22 付 近 で 収 束 し て い る。 堅 穴 建 物 22 に 切 ら れ る。 底 面 が 平 ら な 溝 で、最 大 幅 1.97m、深 さ 0.36m

以 上 で あ る。 図 示 し て い な い が、 古 墳 時 代 中 期 前 半 の 土 師 器 高 坏 片 が 出 土 し て お り、 本 遺 構 は 当 該

時 期 の も の と 考 え ら れ る。

溝状遺構（SE）26（第 60 図、 第 62 図）　 調 査 区 東 壁 付 近 を 南 北 方 向 に 縦 断 し て い る。 土 坑 38、 竪

穴 建 物 27 を 切 っ て お り、 溝 状 遺 構 12、13 に 切 ら れ て い る。 幅 0.83m、 深 さ 0.39m で、 断 面 形 は 緩 や

か な 逆 台 形 で あ る。

　 遺 物 は 比 較 的 多 く 出 土 し た。222 か ら 226 は 須 恵 器 で あ る。222 は 坏 蓋 で 口 縁 部 は 短 く 外 方 に 屈
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第 6 節　溝状遺構

0 10cm土器

0 5cm石器

第 70 図　溝状遺構出土遺物実測図②

曲 し て い る。223 は 高 台 付 坏 で あ る。 高 台 は 短 く、 丸 み の あ る 端 部 形 態 で あ る。224、225 は 壷 で あ

る。224 は 口 縁 部 片 で 端 部 が 外 側 に 向 か っ て 屈 曲 し て い る。225 は 平 底 の 底 部 片 で あ る。224、225 は、

宮 崎 市 下 村 窯 跡 産 の 長 胴 壷 と 見 ら れ る。226 は 筒 形 器 台 と 考 え ら れ る。 脚 部 片 で 方 形 透 孔 2 箇 所 と

円 形 透 孔 1 箇 所 が 認 め ら れ る。 外 面 に は 櫛 描 波 状 文 が 認 め ら れ る。227 は 敲 石 で あ る。 両 面 中 央 お

よ び 側 縁 に 敲 打 痕 が 認 め ら れ る。228 は 敲 石 と 考 え ら れ る。 側 面 に は 敲 打 痕 が、 上 面 に は 凹 み が 認

め ら れ、 何 ら か の 作 業 が お こ な わ れ た と 判 断 で き る が 詳 細 は 知 れ な い。

　 出 土 し た 遺 物 は 時 期 幅 が あ り、 古 墳 時 代 の 遺 物 （226） も 含 む が、 古 代 （222 〜 225） の 遺 物 が 出

土 し て い る こ と か ら、 本 遺 構 の 時 期 は 古 代 に 位 置 付 け て お き た い。

溝状遺構（SE）34（ 第 57 図、 第 62 図 ）　 調 査 区 北 東 隅 一 部 分 の み が 確 認 さ れ た。 北 東 か ら 南 西 方

向 へ 延 び る 溝 状 遺 構 で あ る。 土 坑 18、20、 溝 状 遺 構 19 に 切 ら れ る。 残 存 幅 3.30m を 測 る。 遺 物 は

出 土 し て い な い た め 詳 細 な 時 期 は 不 明 で あ る が、 溝 状 遺 構 19 に 切 ら れ て い る た め、 本 遺 構 は 5 世

紀 代 以 前 に 位 置 付 け ら れ る。

溝状遺構（SE）42（第 65 図）　 調 査 区 中 央 や や 南 側 に あ り、溝 状 遺 構 5 を 切 り、溝 状 遺 構 12 に 切 ら れ る。

溝 の 一 部 が 残 存 し て い た の み で あ る が、 幅 約 0.4 ｍ、 深 さ 約 0.2 ｍ、 断 面 形 態 が U 字 形 の 溝 状 遺 構

で あ る。

　 遺 物 は 出 土 し な か っ た が、 他 の 遺 構 と の 切 り 合 い 関 係 か ら、 古 墳 時 代 後 期 か ら 古 代 に 位 置 付 け ら

れ よ う。

敲打痕

敲打痕

使用痕

敲打痕

敲打痕

敲
打
痕

221 222

223

225

228
227

224

226

221

223

225
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第Ⅲ章　調査の成果

溝状遺構（SE）47（第 62 図）　 調 査 区 西 側 の 掘 立 柱 建 物 1 付 近 か ら 調 査 区 中 央 付 近 ま で 弧 状 に 延 び

て い る。 底 面 が 平 ら な 溝 状 遺 構 で、 最 大 幅 0.40m で 深 さ 0.20m 以 上 で あ る。 掘 立 柱 建 物 9 に 切 ら れ

て い る の で、6 世 紀 中 頃 以 前 に 位 置 付 け ら れ る が、 遺 物 が 出 土 し て お ら ず 詳 細 不 明 で あ る。

溝状遺構（SE）48（第 62 図）　 調 査 区 西 壁 か ら、東 西 方 向 に 延 び て い る。 断 面 形 は 逆 台 形 で、幅 0.54m、

深 さ 0.40m で あ る。 埋 土 の 特 徴 か ら 古 代 以 前 と 思 わ れ る が、 遺 物 が 出 土 し て お ら ず 詳 細 な 時 期 は 不

明 で あ る。

溝状遺構（SE）49（第 62 図）　 調 査 区 南 東 端 付 近 に 位 置 し、北 東 方 向 に 延 び て い る。幅 0.24m、深 さ 0.20m

で あ る。溝 状 遺 構 17 と 規 模 や 延 び る 方 向 が 同 じ で あ る こ と、埋 土 の 特 徴 か ら 古 代 以 前 と 思 わ れ る が、

遺 物 が 出 土 し て お ら ず 詳 細 な 時 期 は 不 明 で あ る。

溝状遺構（SE）50（ 第 62 図 ）　 調 査 区 中 央 北 壁 側 に 位 置 す る。 溝 状 遺 構 13 に 切 ら れ て お り、 遺 構

の 一 部 が 残 存 し て い る の み で あ る。 先 端 付 近 が や や 細 く な っ て お り。 最 大 幅 は 2.0m で あ る。 断 面

形 態 は Ｕ 字 形 で あ る。 溝 状 遺 構 13 と の 切 り 合 い 関 係 か ら、 中 世 以 前 の 遺 構 と 考 え ら れ る が、 詳 細

な 時 期 は 不 明 で あ る。

溝状遺構（SE）51（第 62 図、第 67 図）　 調 査 区 中 央 北 壁 か ら、調 査 区 東 壁 ま で 南 東 方 向 に 延 び て い る。

溝 状 遺 構 13 を 切 る。 幅 5.16m、 深 さ 1.34m の 大 き な 溝 で あ る。 北 側 は 狭 い テ ラ ス を 有 し、 南 側 も 緩

や か に 落 ち 込 む が、 途 中 か ら Ｖ 字 状 の 断 面 形 と な る。 遺 物 は 掲 載 し て い な い が、 近 世 の 遺 物 が 出 土

し て お り、 近 世 以 降 に 位 置 付 け ら れ る。

0 10cm土器

0 5cm石器

第 70 図　溝状遺構出土遺物実測図②

第 8表　堅穴建物、掘立柱建物一覧表
竪穴建物

掲載頁 図番号 遺構番号
規模

主軸方向 火処 備考 時代
長辺 (m) 短辺 (m) 床面積 (㎡ )

p.6 第 4 図 竪穴建物２ 4.8 4.0 19.20 N13° -W なし SE14 を切る。SB31 に切られる。

古墳

p.9 第 6 図 竪穴建物 10 6.8 6.2 42.16 N18° -E 土器埋設炉
竪穴建物 11 を切る。SE5,SE8 に切られる。北側
の平面形はやや歪む。

p.9 第 6 図 竪穴建物 11 7.3 7.0 51.10 N1° -W なし
ほぼ真北に軸。SE21 を切る。竪穴建物
10,SE5,SE8 に切られる。

p.14 第 15 図 竪穴建物 22 4.1+ 3.7 15.17+ N28° -W 地床炉 SE23 を切る。北側を SE13 に切られる。

p.23 第 25 図 竪穴建物 24 3.9 3.7 14.43 N63° -W 地床炉 竪穴建物25に切られる。平面形の歪みが著しい。

p.23 第 25 図 竪穴建物 25 3.6 3.5 12.60 N47° -W 地床炉 竪穴建物 24 を切る。

p.30 第 34 図 竪穴建物 27 1.8+ 0.7+ 1.26 N84° -E 不明 SC46、SE26 に切られる。

p.32 第 36 図 竪穴建物 28 6.7+ 5.3 35.51 N9° -E 地床炉 南側は調査区外。SE12 に切られる。

p.39 第 44 図 竪穴建物 29 5.1 ＋ 2.9+ 14.79 N26° -E 不明 竪穴建物 34、竪穴建物 35 を切る。

p.41 第 46 図 竪穴建物 30 3.1 ＋ 2.3+ 7.13+ N-46-E 不明 SE12 によって大きく削平

p.39 第 44 図 竪穴建物 34 1.7+ 0.8+ 1.36+ N6° -E ？ 不明
一部の壁のみ検出。竪穴建物 29 に切られる。
竪穴建物 34 と同一の可能性。

p.39 第 44 図 竪穴建物 35 1.3+ 1.2+ 1.56+ N6° -W ？ 不明
一部の壁のみ検出。竪穴建物 35 に切られる。
竪穴建物 35 と同一の可能性。

掘立柱建物

掲載頁 図番号 遺構番号
桁行間×梁行

間
桁行間 
（m)

梁行 
(m)

身舎面積 
( ㎡）

主軸方向 備考 時代

p.43 第 47 図 掘立柱建物 1 2 間× (1) 間 5.2 3.0+ 15.6+ N1° -E 調査区外の西側に梁行が延びる可能性高い。

古墳

p.44 第 48 図 掘立柱建物 9 3 間× 2間 6.5 3.6 23.4 N5° -E 両側柱に布堀を有する。総柱建物。

p.50 第 51 図 掘立柱建物 16 2 間× 2間 3.8 2.9 11.0 N4° -E 布掘を有する。総柱建物。

p.53 第 53 図 掘立柱建物 31 3 間× 2間 5.1 3.5 17.9 N103° -W 両側柱に布掘を有する。総柱建物。

p.55 第 54 図 掘立柱建物 33 (1) 間× 2間 2.5+ 3.1 7.3+ N10° -W 調査区外の北側に桁行が延びる可能性高い。

p.56 第 55 図 掘立柱建物 4 3 間× 2間 4.7 2.8 13.16 N10° -W 中世

− 63 −



第 6節　溝状遺構

掲載頁 番 遺 構 種　別 法量 cm  (  ): 復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上 :㎜ 下 :量）
備　考

実 測
番 号図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 A B C D E

p.7
第 5 図 1

竪穴建物
2

土師器
13.2 － 4.1 

橙 橙
良好

ケズリ、回
転ナデ後ミ
ガキ

回転ナデ後
ミガキ

－ 1 微 微 －
内外面赤彩 455

模倣坏蓋 2.5YR6/6 2.5YR6/8 僅 僅 多

2
土師器

13.8 － 4.7 
にぶい黄橙 にぶい黄橙

良好
回転ナデ後
ミガキ

回転ナデ後
ミガキ

－ － 微 微 －
457

模倣坏蓋 10YR7/ ４ 10YR7/ ４ 僅 多

3
土師器

(15.0) － －
明黄褐 にぶい黄橙

良好
ケズリ、回
転ナデ後ミ
ガキ

回転ナデ後
ミガキ

－ 1 微 微 －
459

模倣坏蓋 10YR7/6 7.5YR7/4 僅 少 多

4
土師器

(15.3) 3.4 12.9 
にぶい橙 にぶい黄橙

良好
ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

5 － 微 微 －
外面煤付着 461

甕 7.5YR6/4 10YR7/ ４ 少 僅 少

5
土師器

－ 6.1 －
にぶい橙 にぶい橙

良好
工具ナデ後
ナデ

工具ナデ後
ナデ

7 微 微 微 － 外面粘土接合痕
明瞭

456
甑 7.5YR7/4 7.5YR7/4 少 少 少 少

6
須恵器

(16.2) － －
灰黄 黄灰

良好
回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ
－ 2 － － 微

外面に灰かぶり 402
坏蓋 2.5Y6/2 2.5Y5/1 少 僅

7
須恵器

(12.0) － 5.0 
褐灰 黄灰

良好
回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ
－ 2 － － 2

400
坏身 10YR5/1 2.5Y5/1 僅 僅

8
須恵器

－ － －
褐灰 褐灰

良好 回転ナデ 回転ナデ
－ 1 － － 1

方形透孔(3方向) 401
高坏 10YR4/1 10YR5/1 僅 多

p.12
第 14 図 12

竪穴建物
10･11

土師器
(9.6) 3.0 4.8 

橙 橙
良好

回転ナデ後
ミガキ、ケ
ズリ

回転ナデ後
ミガキ

2 微 － － －
468

坏 5YR6/8 5YR6/8 少 少

13
土師器

14.1 － 4.0 
橙 橙

良好
回転ナデ後
ミガキ

回転ナデ後
ミガキ

微 微 － － －
内面風化気味 466

模倣坏蓋 5YR6/8 7.5YR7/6 多 少

14
土師器

(12.2) － －
橙 橙

良好
回転ナデ後
ミガキ、ケ
ズリ

回転ナデ後
ミガキ

1 － － － －
内面風化気味 463

模倣坏身 7.5YR6/6 5YR6/6 少

15
土師器

16.1 11.5 12.3 
明赤褐 にぶい褐

良好
手持ヘラケ
ズリ？、ナ
デ

指オサエ、
ナデ、ミガ
キ

3 1 － － － SA10 出土、内外
面風化 
口縁一部に黒斑

467
高坏 5YR5/6 7.5YR5/4 多 僅

16

土師器

－ 4.4 －

橙 橙

やや良好 不明
指オサエ、
ナデ？

3 － － － － SA10 出土、底部
繊維圧痕有、 内
面粘土接合痕明
瞭

465
壷 7.5YR6/8 5YR7/8 多

17
須恵器

13.4 － －
灰白 灰

良好
回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ、
仕上げナデ

－ 3 － － －
外面ヘラ記号、裾
部打ち欠き

409
高坏 N8/0 5Y4/1 多

18
須恵器

－ (41.5) －
褐灰 黄灰

良好
回転ナデ、
カキメ

回転ナデ
－ 微 － － 2

外面櫛描波状文 408
器台 10YR6/1 2.5Y5/1 少 僅

p.16
第 19 図

21

竪穴建物
22

土師器
(11.9) 4.5 5.0 

橙 橙
良好 ナデ

指オサエ、
ナデ

1 1 1 － －
361

坏 5YR6/8 5YR6/6 少 僅 僅

22
土師器

(13.0) (6.2) 6.1 
橙 明赤褐

良好 ナデ 工具ナデ
2 1 － － －

内外面風化 349
坏 7.5YR6/8 5YR5/8 少 少

23
土師器

(13.8) － －
橙 橙

良好
ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

－ 1 1 － －
火山ガラス？含 341

坏 7.5YR7/6 7.5YR7/6 少 僅

24
土師器

(17.4) － －
オリーブ褐 にぶい褐

良好
工具ナデ後
ミガキ、ナ
デ

工具ナデ後
ミガキ、ナ
デ

1 1 微 － －
381

坏 2.5Y4/6 7.5YR5/4 少 少 僅

25
土師器

(7.4) 2.3 5.3 
橙 黒褐

良好
指オサエ、
ヨコナデ

指ナデ、ヨ
コナデ

2 － － － －
手捏成形 316

鉢 5YR6/6 7.5YR3/2 多

26
土師器

(14.0) － (8.5)
にぶい橙 にぶい黄橙

良好 ナデ
指オサエ、
ナデ

3 1 － － － 内面風化気味、外
面黒斑有

298
鉢 7.5YR6/4 10YR5/3 多 僅

27
土師器

－ (3.1) －
橙 橙

やや良好 ナデ
指オサエ、
ナデ

4 3 1 － － 外面風化、内面
黒斑有

426
鉢 5YR6/6 7.5YR6/6 多 少 僅

28
土師器

(13.8) (7.3) 8.6 
橙 にぶい赤褐

良好
ヨコナデ、
ナデ

指オサエ
1 1 － － －

内外面風化 441
坏 5YR6/6 5YR4/4 僅 僅

29
土師器

－ (4.7) －
にぶい褐 にぶい褐

良好
指オサエ、
ナデ

指オサエ、
ナデ

2.5 － － － －
390

坏 7.5YR5/4 7.5YR5/4 少

30
土師器

－ (6.1) －
にぶい黄橙 にぶい黄橙

やや良好
指オサエ、
ナデ

工具ナデ
2 1 1 － －

火山ガラス？含 323
坏 10YR7/4 10YR7/4 多 少 僅

31
土師器

17.1 10.9 13.8 
橙 橙

良好
工具ナデ、
ナデ、ミガ
キ

ナデ、ミガ
キ

2 － － － －
火山ガラス？含、
内外面黒斑有

364
高坏 7.5YR7/8 5YR7/8 僅

32
土師器

(18.6) － －
橙 橙

やや不良 不明 不明
3 2 1 － － 内外面風化 、一

部色調の異なる
粘土使用

427
高坏 5YR7/8 5YR7/8 多 多 僅

33
土師器

(17.6) － －
にぶい橙 にぶい赤褐

良好 不明 指ナデ
－ 微 － － － 内外面風化、火

山ガラス？含
449

高坏 5YR6/4 2.5YR5/4 少

34
土師器

(18.3) 13.7 19.9 
橙 橙

良好 ナデ ナデ
－ 1 1 － － 内外面摩滅、脚

部内面絞り痕有
363

高坏 5YR7/8 7.5YR7/6 少 僅

35
土師器

(18.2) 10.8 14.5 
橙 橙

良好 ナデ
工具ナデ、
ナデ

1 1 1 － －
内外面摩滅 431

高坏 5YR6/8 5YR6/8 多 多 少

36
土師器

－ 15.1 －
明赤褐 明赤褐

良好 ナデ ナデ
2.5 － － － －

内外面風化 440
高坏 5YR5/6 5YR5/6 少

37
土師器

－ － －
橙 黄橙

良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ、
ナデ

2 1 1 － －
内外面風化 332

高坏 5YR6/8 7.5YR7/8 多 少 僅

38
土師器

(17.9) (11.6) 14.8 
明赤褐 橙

良好 指オサエ
工具ナデ、
ナデ

－ 1 1 － － 内外面摩滅 、外
面黒斑有、火山
ガラス？含

376
高坏 5YR5/8 5YR6/8 少 僅

39
土師器

(18.2) －
浅黄橙 浅黄橙

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ、
ナデ

2 1 1 － －
内外面黒斑有 366

高坏 10YR8/3 10YR8/4 多 少 少

第 9表 出土土器観察表①

※胎土 A: 宮崎小石 B: 長石・石英 C: 輝石・角閃石 D: 雲母 E: 黒染
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第Ⅲ章　調査の成果

掲載頁 番 遺 構 種　別 法量 cm  (  ): 復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上 :㎜ 下 :量）
備　考

実 測
番 号図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 A B C D E

p.17
第 20 図

40

竪穴建物
22

土師器
(20.8) 12.2 14.8 

にぶい橙 橙
良好

ナデ後工具
ナデ

ナデ後工具
ナデ

－ 1 1 － －
火山ガラス？含 377

高坏 7.5YR6/4 7.5YR7/6 少 僅

41
土師器

17.3 － －
浅黄橙 浅黄橙

やや良好
工具ナデ、
ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

3 － － － － 内面黒斑有、火
山ガラス？含

314
高坏 10YR8/4 7.5YR8/6 少

42
土師器

16.2 10.9 15.0 
橙 橙

良好
ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ、
ナデ

－ 1 1 － －
内面風化 365

高坏 2.5YR7/8 2.5YR7/8 少 少

43
土師器

－ － －
橙 黄橙

良好 ナデ 不明
2 2 1 － － 内面風化、口縁

部打ち欠き、火
山ガラス？含

330
高坏 5YR6/8 5YR7/8 少 少 僅

44
土師器

－ 12.6 －
橙 橙

やや良好 工具ナデ
ナデ、ミガ
キ

1 1 － 微 －
火山ガラス？含 296

高坏 5YR7/6 5YR7/6 多 多 僅

45
土師器

－ (13.4) －
橙 橙

良好 ヨコナデ ヨコナデ
2 1 － － －

327
高坏 7.5YR6/4 7.5YR6/4 多 僅

46
土師器

－ 11.1 －
橙 橙

やや良好
指オサエ、
工具ナデ

工具ナデ
1 1 1 － －

赤彩 322
高坏 7.5YR7/6 5YR7/6 多 少 僅

47
土師器

－ 11.3 －
明赤褐 黄橙

良好
ナデ、ミガ
キ

工具ナデ、
ナデ

2 1 1 － － 上端打ち欠きの
可能性有、火山
ガラス？含

326
高坏 2.5YR5/8 7.5YR7/8 少 少 僅

48
土師器

25.2 － －
橙 橙

やや良好 ミガキ ミガキ
1 1 1 － － 内外面摩滅、内

面黒斑有、外面
煤付着

355
高坏 5YR6/6 5YR7/8 多 少 僅

49
土師器

(32.0) － －
橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ

指オサエ、
工具ナデ

－ 1 1 － － 内面黒斑有、火
山ガラス？含

347
高坏 5YR6/8 5YR6/8 少 少

50
土師器

13.7 － 19.1 
にぶい黄橙 明黄橙

良好
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

2 1 1 － －
内外面摩滅、外
面煤付着

368
甕 10YR7/4 10YR7/6 多 多 少

51
土師器

(16.9) － －
橙 橙

やや良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

3 1 1 － － 内外面摩滅、内
外面黒斑有、外
面煤付着

374
甕 5YR6/8 5YR6/8 多 多 多

p.18
第 21 図

52

竪穴建物
22

土師器
(22.9) － －

にぶい赤褐 にぶい橙
良好

指オサエ、
工具ナデ

不明
8 － － － － 内面風化、外面

煤付着
453

甕 5YR5/4 7.5YR6/4 多

53
土師器

(21.8) － －
にぶい褐 にぶい赤褐

良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ、
ナデ

2 2 － － －
432

甕 7.5YR5/3 5YR5/3 少 少

54
土師器

(35.0) － －
橙 橙

やや良好
指オサエ、
工具ナデ後
ナデ

指オサエ、
工具ナデ後
ナデ

7 2 1 － －
356

甕 5YR6/6 5YR6/8 少 僅 僅

55
土師器

(26.4) － －
褐 にぶい赤褐

良好
工具ナデ、
ナデ

ナデ
6 1 1 － － 内外面風化著し

い、外面煤付着、
火山ガラス？含

425
甕 7.5YR4/3 5YR5/4 多 多 多

56
土師器

－ 3.5 －
にぶい黄橙 橙

良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ、
ナデ

3 2 1 － －
外面煤付着 436

甕 10YR6/4 7.5YR7/6 多 少 少

57
土師器

－ － －
にぶい赤褐 にぶい橙

良好 工具ナデ
工具ナデ、
ナデ

8 － － － －
外面煤付着 452

甕 5YR5/4 7.5YR6/4 多

p.19
第 22 図

58

竪穴建物
22

土師器
(18.5) 1.3 29.5 

にぶい赤褐 にぶい赤褐
良好

指オサエ、
工具ナデ

工具ナデ
6 － － － －

外面煤付着 371
甕 5YR5/4 5YR5/4 多

59
土師器

－ － －
にぶい黄橙 浅黄橙

やや良好 工具ナデ
指オサエ、
工具ナデ

5 2 － － － 内外面黒斑、60
と同一個体？

373
甕 10YR7/4 10YR8/4 多 少

60
土師器

－ (5.2) －
にぶい黄橙 浅黄橙

やや良好 工具ナデ 工具ナデ
5 － － － － 底部木葉圧痕、59

と同一個体？
372

甕 10YR7/4 10YR8/4 多

61
土師器

(24.6) － －
明赤褐 橙

良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ、
ナデ

1 1 1 － －
342

甕 2.5YR4/6 2.5YR6/8 多 多 多

62
土師器

－ 9.9 －
橙 にぶい赤褐

良好 工具ナデ 工具ナデ
6 1 － － － 外面風化著しい、

貼付刻目突帯、刻
目に繊維圧痕有

429
甕 2.5YR6/6 2.5YR5/4 多 少

63
土師器

－ 4.8 －
橙 橙

やや良好 ナデ 工具ナデ
2 1 － － －

外面黒斑有 303
甕 7.5YR7/6 7.5YR6/6 多 多

64
土師器

－ 8.8 －
橙 にぶい橙

やや良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ
2 1 － － －

313
甕 5YR6/6 7.5YR6/4 少 少

p.20
第 23 図

65

竪穴建物
22

土師器
13.6 － －

にぶい橙 にぶい黄橙
良好

工具ナデ後
ナデ

工具ナデ
3 － － － －

内外面風化 450
壺 7.5YR6/4 10YR6/3 多

66
土師器

(16.5) － －
にぶい橙 にぶい赤褐

良好
工具ナデ、
ナデ

ナデ
3 1 － － －

外面黒斑有 437
壺 5YR6/4 5YR5/4 少 僅

67
土師器

(12.8) － －
浅黄橙 橙

やや不良
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
ナデ

2 1 2 － －
367

壺 7.5YR8/6 7.5YR7/6 多 多 僅

68
土師器

(14.6) － －
にぶい赤橙 赤褐

良好 ヨコナデ ナデ
1 － － － －

内面風化 340
壺 10R6/3 10R5/4 多

69
須恵器

－ (6.4) －
灰 褐灰

良好
手持ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ
－ 1 － － －

外面櫛描波状文、
底部線刻有

337
把手付鉢 10Y4/1 10YR4/1 僅

70
須恵器

－ － －
褐灰 褐灰

良好 平行タタキ
同心円当具
痕、ナデ

－ － － － 1
打ち欠き 351

甕 10YR4/1 10R4/1 僅

71
土製品  7.8　

　(長）
 2.7　
　(幅）

 1.7　
　(厚）

浅黄橙
－ 良好 ナデ －

－ 微 － － － 一部風化気味、黒
斑有

537
土錘 10YR8/4 少

72
土製品  7.5　

　(長）
 2.6　
　(幅）

 1.7　
　(厚）

浅黄橙
－ 良好 ナデ －

－ 微 － － －
黒斑有 538

土錘 10YR8/3 少

73
土製品  7.7　

　(長）
 2.4　
　(幅）

 1.9　
　(厚）

橙
－ 良好

指オサエ、
ナデ

－
2 微 － － －

黒斑有 539
土錘 5YR6/8 多 少

第 10 表 出土土器観察表②

※胎土 A: 宮崎小石 B: 長石・石英 C: 輝石・角閃石 D: 雲母 E: 黒染

− 65 −− 65 −



第 6節　溝状遺構

掲載頁 番 遺 構 種　別 法量 cm  (  ): 復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上 :㎜ 下 :量）
備　考

実 測
番 号図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 A B C D E

p.20
第 23 図

74

竪穴建物
22

土製品  4.4　
　(長）

 2.2　
　(幅）

 1.4　
　(厚）

にぶい黄橙
－ 良好 ナデ －

4 微 － － －
半分欠損 540

土錘 10YR7/4 僅 少

75
土製品  7.0　

　(長）
 2.1　
　(幅）

 1.6　
　(厚）

明黄褐
－ 良好 ナデ －

－ 1 － － －
黒斑有 541

土錘 10YR7/6 少

76
土製品  8.3　

　(長）
 2.3　
　(幅）

 2.1　
　(厚）

にぶい黄橙
－ 良好 ナデ －

－ 1 － － －
黒斑有 542

土錘 10YR7/4 少

77
土製品  7.5　

　(長）
 2.0　
　(幅）

 2.0　
　(厚）

橙
－ 良好 ナデ －

2 微 － － －
一部風化気味 543

土錘 7.5YR7/6 少 僅

78
土製品  7.1　

　(長）
 1.9　
　(幅）

 1.8　
　(厚）

明黄褐
－ 良好

指オサエ、
ナデ

－
－ 微 － － －

黒斑有 544
土錘 10YR7/6 僅

79
土製品  5.4　

　(長）
 2.6　
　(幅）

 1.9　
　(厚）

浅黄橙
－ 良好 ナデ －

－ 微 － － － 風化気味、半分
欠損

545
土錘 10YR8/3 少

80
土製品  7.1　

　(長）
 2.2　 
( 幅）

 1.7　
　(厚）

にぶい橙
－ 良好

指オサエ、
ナデ

－
－ 微 － － －

黒斑有 546
土錘 7.5YR7/4 少

81
土製品  7.5　

　(長）
 2.4　
　(幅）

 1.8　
　(厚）

橙
－ 良好

指オサエ、
ナデ

－
－ 1 微 － －

黒斑有 547
土錘 5YR7/8 少 僅

82
土製品  7.7　

　(長）
 2.1　
　(幅）

 1.7　
　(厚）

橙
－ 良好

指オサエ、
ナデ

－
－ 1 － － －

一部欠損 548
土錘 5YR7/6 少

83
土製品  7.8　

　(長）
 2.1　
　(幅）

 1.8　
　(厚）

橙
－ 良好

指オサエ、
ナデ

－
－ 1 － － － 風化気味、黒斑

有
549

土錘 7.5YR7/6 少

84
土製品  7.8　

　(長）
 2.3　
　(幅）

 1.9　
　(厚）

明黄褐
－ 良好 ナデ －

2 2 － － －
黒斑有 550

土錘 10YR7/6 少 少

85
土製品  8.1　

　(長）
 2.0　
　(幅）

 1.9　
　(厚）

橙
－ 良好 ナデ －

4 － － － －
551

土錘 5YR6/6 少

p.21
第 24 図

88
竪穴建物

24

土師器
(13.2) 5.5 10.6 

明赤褐 明赤褐
良好 指オサエ

指オサエ、
工具ナデ

6 － － － － 内外面風化、底部
に偽木葉圧痕有

469
甕 2.5YR5/6 5YR5/6 多

p.25
第 29 図

91

竪穴建物
25

土師器
(11.0) 5.5 6.5 

にぶい褐 にぶい褐
良好 ナデ ナデ

4 1 1 微 －
底部線刻有 84

埦 7.5YR5/3 7.5YR5/4 少 僅 僅 僅

92
土師器

11.4 3.6 6.6 
黄橙 黄橙

良好
ナデ、ミガ
キ

指オサエ、
ナデ、ミガ
キ

－ 1 1 － －
火山ガラス？含 43

埦 7.5YR7/8 7.5YR7/8 少 少

93
土師器

(15.6) － －
橙 明赤褐

良好
ナデ、ミガ
キ ?

ナデ
－ 1 1 － － 内外面摩滅、火

山ガラス？含
83

坏 5YR7/8 5YR5/8 僅 僅

94
土師器

(17.7) 9.3 6.0 
橙 橙

良好
手持ヘラケ
ズリ、ミガ
キ

ヨコナデ、
ミガキ

－ 1 1 － － 底部ヘラ記号有、
黒斑有、火山ガ
ラス？含

72
坏 7.5YR6/6 7.5YR6/6 少 少

95
土師器

(17.8) － －
明赤褐 明赤褐

良好
ヨコナデ、
ミガキ

ヨコナデ、
ナデ

－ 微 微 － － 僅かにガラス質
粒子有（Ah?)、外
面黒斑有

18
坏 2.5YR5/6 2.5YR5/6 僅 僅

96
土師器

(17.6) － －
明褐灰 にぶい黄橙

良好
ヨコナデ、
ミガキ

ヨコナデ、
ミガキ

－ 微 － － －
31

坏 7.5YR7/2 10YR6/4 僅

97
土師器

(18.6) － －
橙 にぶい黄橙

良好 ナデ ナデ
3 1 － － － 内外面風化、製塩

土器の可能性有
556

坏 7.5YR6/6 10YR7/4 少 少

98
土師器

(17.9) (6.4) 3.4 
橙 にぶい褐

良好 ナデ？ ナデ？
2.5 － － － －

内外面風化気味 97
坏 5YR6/6 7.5YR5/4 僅

99
土師器

(17.2) － －
明赤褐 明赤褐

良好 ナデ ナデ
7 － － － －

内外面風化 14
鉢 2.5YR5/6 5YR5/6 多

100
土師器

(19.8) － －
にぶい褐 にぶい褐

良好
ヨコナデ、
ナデ

指オサエ、
ヨコナデ、
ナデ

4 － － － －
外面煤付着 65

鉢 7.5YR5/3 7.5YR5/4 多

101
土師器

(21.4) － －
橙 橙

良好
工具ナデ後
ナデ

工具ナデ後
ナデ

4 1 2 － －
内外面摩滅 22

鉢 2.5YR6/8 5YR6/8 多 少 少

102
土師器

14.2 7.8 7.4 
橙 橙

良好 ナデ ナデ
－ 1 － － －

火山ガラス？含 8
高坏 5YR6/8 5YR6/8 僅

103
土師器

－ 9.9 －
橙 橙

良好
指オサエ、
ナデ

指オサエ、
ナデ

－ 微 1 1 － 内外面摩滅、外
面黒斑有

91
高坏 5YR7/6 5YR6/8 多 僅 僅

104
土師器

－ (7.8) －
にぶい褐 にぶい黄褐

良好 ヨコナデ　
指ナデ、ナ
デ

2.5 － － － － 内外面風化著し
い

81
高坏 7.5YR5/4 10YR5/3 多

105
土師器

－ 11.9 －
黄橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

ナデ、ケズ
リ

－ 1 1 － － 内外面摩滅、脚
部内面絞り痕有
　　　　　　 

77
高坏 7.5YR7/8 5YR6/8 多 少

p.26
第 30 図

106

竪穴建物
25

土師器
(13.8) － －

橙 にぶい黄橙
良好

ヨコナデ、
ミガキ

ヨコナデ、
ナデ

3 － － － －
内面黒斑有 58

甕 7.5YR6/6 10YR6/4 僅

107
土師器

(14.6) － －
橙 橙

良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ、
ナデ

6 1 － － －
96

甕 5YR7/6 5YR6/8 多 多

108
土師器

(16.0) － 20.8 
明黄褐 橙

良好
工具ナデ、
ヨコナデ

工具ナデ、
ヨコナデ

3 1 1 － － 内外面摩滅、内
面黒斑有、外面
煤付着

3
甕 10YR6/6 7.5YR6/8 多 少 多

109
土師器

(18.2) － －
橙 橙

良好
ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

4 3 － － －
内外面摩滅 12

甕 5YR6/6 7.5YR6/6 多 多

110
土師器

(21.6) － －
にぶい橙 灰褐

良好 ナデ？ ナデ？
2 1 － － － 外面風化著しい、

内面黒斑有
78

甕 7.5YR6/4 7.5YR4/2 多 多

第 11 表 出土土器観察表③

※胎土 A: 宮崎小石 B: 長石・石英 C: 輝石・角閃石 D: 雲母 E: 黒染

− 66 −− 66 −



第Ⅲ章　調査の成果

掲載頁 番 遺 構 種　別 法量 cm  (  ): 復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上 :㎜ 下 :量）
備　考

実 測
番 号図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 A B C D E

p.26
第 30 図

111

竪穴建物
25

土師器
19.1 － －

橙 橙
良好 ナデ ナデ

4 3 2 － －
内外面摩滅 20

甕 7.5YR6/6 5YR6/8 多 少 少

112
土師器

(19.2) － －
橙 橙

良好 ナデ ナデ
4 2 2 － －

内外面摩滅 44
甕 5YR6/6 5YR7/8 多 少 少

113
土師器

(21.6) － －
橙 にぶい赤褐

良好
ヨコナデ、
工具ナデ後
ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

6 － － － －
70

甕 5YR6/6 5YR5/4 多

114
土師器

(22.5) － －
橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
ナデ

4 1 1 － －
95

甕 5YR6/8 5YR7/8 少 僅 僅

115
土師器

(26.0) － －
橙 橙

良好
ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

5 2 2 － －
内外面摩滅 69

甕 5YR6/6 7.5YR7/6 多 少 少

p.27
第 31 図

116

竪穴建物
25

土師器
(13.3) － －

明赤褐 黄褐
良好

工具ナデ、
ヨコナデ

指オサエ、
ヨコナデ

5 1 1 微 － 内外面摩滅、内
面黒斑有

2
甕 5YR5/8 10YR5/6 多 僅 少 多

117
土師器

(14.2) － －
にぶい赤褐 にぶい赤褐

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ナデ

3 － － － －
内外面風化 27

甕 2.5YR5/4 2.5YR5/4 僅

118
土師器

(17.8) － －
にぶい橙 灰黄褐

良好
ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

5 1 － － －
89

甕 7.5YR6/4 10YR5/2 多 僅

119
土師器

(20.6) 6.4 18.5 
橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ

指オサエ、
工具ナデ

5 2 1 － －
火山ガラス？含 32

甕 5YR6/6 5YR6/6 多 僅 僅

120
土師器

25.7 － －
にぶい黄橙 橙

良好 ナデ
指オサエ、
ナデ

－ 2 1 － － 内外面摩滅、貼
付刻目突帯、刻
目に繊維圧痕有

1
甕 10YR6/4 7.5YR6/6 多 少

121
土師器

(20.0) － －
にぶい橙 にぶい黄橙

良好
ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

4 － － － － 貼付刻目突帯、刻
目に繊維圧痕有

54
壺 7.5YR6/4 10YR6/4 多

122
土師器

(11.5) － －
明赤褐 明赤褐

良好 ヨコナデ ヨコナデ
－ 1 1 － －

内外面風化気味 127
壺 5YR5/6 2.5YR5/6 少 僅

123
土師器

－ － －
明黄褐 橙

良好 工具ナデ
ヨコナデ、
ナデ

2 1 2 － － 底部付近打ち欠
き

19
壺 10YR6/6 7.5YR7/6 多 少 少

124
土師器

－ 2.7 －
黄橙 橙

良好 ナデ ナデ
－ 1 － － － 内外面摩滅、内

外面黒斑有　　
　　　 

29
甕 or 壺 7.5YR7/8 7.5YR6/6 少

125
土師器

－ － －
にぶい黄橙 灰黄

良好 ナデ
指オサエ、
ナデ

6 2 2 － － 内外面摩滅、外
面黒斑有　　　
　　　 

56
甕 or 壺 10YR7/4 2.5Y6/2 多 少 少

126
土師器

－ － －
橙 橙

良好 工具ナデ
指オサエ、
ナデ

3 2 2 － － 外面黒斑有　　
　　　　 

125
壺 5YR6/8 5YR6/8 多 多 少

p.28
第 32 図 127

竪穴建物
25

土師器
－ 7.3 －

橙 浅黄橙
良好

指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
工具ナデ

5 1 － － －
内面煤付着、火
山ガラス？含

94
甕 or 壺 7.5YR7/6 7.5YR8/6 多 僅

128
土師器

－ 6.4 －
橙 褐灰

良好 ナデ 工具ナデ
－ 2 1 － －

内面黒斑有 64
甕 7.5YR6/6 10YR5/1 多 少

129
土師器

－ (6.9) －
橙 橙

良好
工具ナデ後
ナデ

指オサエ、
工具ナデ後
ナデ

6 3 2 － － 内外面摩滅、外
面黒斑有　　　
　　　 

17
甑 7.5YR7/6 7.5YR7/6 多 少 少

130
土師器

－ (9.0) －
橙 橙

良好 工具ナデ
指オサエ、
工具ナデ

5 1 1 － － 内外面摩滅　　
　　 

30
甑 5YR6/8 5YR7/8 多 僅 僅

131
土師器

－ (8.8) －
にぶい橙 灰黄褐

良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ、
ナデ

3 － 2 － －
内面黒斑有 129

甑 7.5YR6/4 10YR5/2 多 僅

132
土師器

－ (6.7) －
橙 橙

良好
指オサエ、
ナデ

指オサエ、
ナデ

2 2 1 － － 内外面摩滅、外
面黒斑有　　　
　　　 

68
甑 7.5YR6/6 7.5YR6/6 多 少 少

133
須恵器

(19.2) － 5.0 
褐灰 黄灰

良好
回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

指オサエ、
回転ナデ

－ － － － 2
34

坏蓋 10YR5/1 2.5Y5/1 僅

134
須恵器

(16.0) (5.0) 5.8 
灰黄褐 灰黄褐

良好
回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

指オサエ、
回転ナデ

－ 2 － － 5 内面に赤色顔料
付着、口縁部打
ち欠き

99
坏身 10YR6/2 10YR6/2 少 少

135
須恵器

－ － －
褐灰 灰黄褐

良好
回転ナデ、
ヨコナデ

回転ナデ、
ヨコナデ

－ － － － 1 外面櫛描波状文、
内面灰かぶり

55
甕 10YR4/1 10YR5/2 僅

136
土製品

－ － －
にぶい橙 にぶい橙

やや不良 ナデ？ ナデ？
1 － － － －

13
不明製品 7.5YR6/4 7.5YR6/4 僅

p.30
第 35 図 141

竪穴建物
27

土師器
(13.5) － －

橙 橙
良好 ヨコナデ

ヨコナデ、
ナデ、ミガ
キ

3 － － － －
外面風化著しい、
外面黒斑有

284
坏 7.5YR7/6 7.5YR6/6 少

142
土師器

(21.5) － －
にぶい黄褐 にぶい橙

良好
指オサエ、
ハケメ後ナ
デ

工具ナデ
6 － － － －

280
甕 10YR5/3 7.5YR6/4 多

143
土師器

(20.4) － －
にぶい褐 にぶい赤褐

良好 工具ナデ 工具ナデ
5 1 1 － －

内外面煤付着 281
甕 7.5YR5/4 7.5YR5/3 多 僅 僅

144
土師器

(27.4) － －
にぶい黄褐 明赤灰

良好
工具ナデ、
ヨコナデ

工具ナデ
3 － － － －

内外面風化 470
甕 10YR4/3 2.5YR7/2 多

145
土師器

(14.6) － －
明赤褐 にぶい褐

良好
ヨコナデ、
工具ナデ後
ナデ

ヨコナデ、
ナデ

4 － － － －
内外面摩滅 279

壺 5YR5/6 7.5YR5/4 多

p.34
第 39 図

146

竪穴建物
28

土師器
(12.6) － －

灰白 にぶい褐
良好

ヨコナデ、
ミガキ

ミガキ
－ 1 － － －

251
模倣坏身 5YR8/2 7.5YR5/4 少

147
土師器

(14.2) (5.0) 5.3 
にぶい橙 にぶい黄褐

良好
手持ヘラケ
ズリ、ミガ
キ

ヨコナデ、
ナデ、ミガ
キ

－ 微 － － －
僅かに火山ガラ
ス？含

210
坏 7.5YR6/4 10YR5/3 僅

148
土師器

(15.2) － (4.6)
橙 橙

良好
ナデ、ミガ
キ

ナデ、ミガ
キ

－ 1 1 － － 赤彩、火山ガラ
ス？含

192
坏 2.5YR6/8 2.5YR6/8 僅 僅

第 12 表 出土土器観察表④

※胎土 A: 宮崎小石 B: 長石・石英 C: 輝石・角閃石 D: 雲母 E: 黒染

− 67 −− 67 −



第 6節　溝状遺構

掲載頁 番 遺 構 種　別 法量 cm  (  ): 復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上 :㎜ 下 :量）
備　考

実 測
番 号図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 A B C D E

p.34
第 39 図

149

竪穴建物
28

土師器
(15.8) － 5.3 

明褐 橙
良好

ナデ、ミガ
キ

ナデ、ミガ
キ

－ 1 － － － 内外面煤付着、火
山ガラス？含

206
坏 7.5YR5/8 7.5YR6/8 少

150
土師器

14.6 5.0 6.0 
浅黄橙 明黄褐

良好
指オサエ、
ヨコナデ、
ナデ

指オサエ、
ナデ

1 1 1 ー ー
外面黒斑有 142

坏 7.5YR8/6 10YR7/6 多 僅 僅

151
土師器

(15.8) － －
明黄褐 明黄褐

良好
ナデ、ミガ
キ

ナデ
1 1 ー ー ー 外面黒斑有、火

山ガラス？含
191

坏 10YR7/6 10YR7/6 少 少

152
土師器

(16.2) － －
橙 黄橙

良好 ナデ ナデ
－ 1 1 － －

内外面風化 189
坏 2.5YR6/8 7.5YR7/8 僅 僅

153
土師器

(16.2) － 5.9 
にぶい褐 にぶい褐

良好 ミガキ
指オサエ、
ミガキ

1 － － 微 － 外面風化、内面
ヘラ記号有

147
坏 7.5YR5/3 7.5YR5/4 僅 僅

154
土師器

(17.2) (9.6) 6.1 
橙 橙

やや良好
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

3 2 1 － －
内外面摩滅、内外
面煤付着　　　 

150
坏 5YR6/6 5YR6/6 多 少 僅

155
土師器

(16.3) 3.1 10.5 
橙 橙

やや良好 ミガキ ミガキ
1 1 － － － 外面煤付着、火

山ガラス？含
240

鉢 5YR7/6 5YR7/8 僅 多

156
土師器

(15.7) (10.3) 10.5 
明赤褐 橙

良好 ナデ
工具ナデ、
ナデ、ミガ
キ

－ 1 1 － －
内外面摩滅、火山
ガラス？含　　 

224
高坏 5YR5/8 7.5YR6/8 多 僅

157
土師器

－ 11.8 －
にぶい黄橙 にぶい黄橙

良好
指オサエ、
ミガキ

ナデ、ミガ
キ

2 1 1 － － 内面黒斑有、外
面煤付着、火山
ガラス？含

205
高坏 10YR7/4 10YR7/4 多 多 多

158
土師器

－ (10.6) －
橙 橙

良好
ナデ、ミガ
キ

ナデ
－ 1 1 － － 内外面風化、赤

彩
154

高坏 5YR7/8 2.5YR6/8 少 僅

159
土師器

－ (11.2) －
黄橙 橙

良好
回転ナデ、
ミガキ

工具ナデ、
ミガキ

－ 1 1 － －
火山ガラス？含 156

高坏 10YR8/6 7.5YR7/6 少 僅

160
土師器

－ 11.7 －
橙 橙

良好 工具ナデ
工具ナデ、
ナデ

－ 微 微 － －
222

高坏 5YR7/8 5YR6/8 多 少

p.35
第 40 図

161

竪穴建物
28

土師器
21.0 1.6 16.2 

にぶい赤褐 にぶい褐
良好

ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

6 ー ー ー ー 内面黒斑有、内
面煤付着

475
甕 5YR5/4 7.5YR5/3 多

162
土師器

(19.0) － －
橙 浅黄橙

やや良好 工具ナデ 工具ナデ
4 2 － － －

内面黒斑有 155
甕 7.5YR7/6 10YR8/3 多 僅

163
土師器

21.2 － －
橙 黒褐

やや良好
指オサエ後
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

6 ー ー ー ー
474

甕 7.5YR7/6 2.5Y3/1 多

164
土師器

(20.4) － －
にぶい黄橙 赤灰

良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ
7 － － － －

外面煤付着 473
甕 10YR6/3 2.5YR5/1 僅

165
土師器

(21.2) － －
橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

3 1 1 － －
外面煤付着 207

甕 5YR7/8 7.5YR7/6 多 僅 僅

166
土師器

16.2 － －
橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ

工具ナデ、
ハケメ

5 1 － － －
外面煤付着 181

甕 7.5YR7/6 7.5YR7/6 多 少

p.36
第 41 図

167

竪穴建物
28

土師器
(24.7) － －

にぶい橙 にぶい黄橙
良好

ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

6 － － － －
外面煤付着 471

甕 7.5YR6/4 10YR6/3 多

168
土師器

(19.0) － －
橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

ナデ
4 2 － － －

外面煤付着 164
甕 7.5YR7/6 7.5YR7/6 多 僅

169
土師器

(27.6) － －
にぶい橙 にぶい橙

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

3 － 1 － －
内外面煤付着 223

甕 7.5YR7/4 7.5YR7/4 多 僅

170
土師器

(32.0) － －
浅黄橙 にぶい黄橙

良好
指オサエ、
工具ナデ

工具ナデ、
ナデ

4 2 － － －
内外面煤付着 199

甕 7.5YR8/6 10YR7/4 多 僅

p.37
第 42 図 171

竪穴建物
28

土師器
(15.5) 3.3 20.8 

橙 橙
良好

指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
ナデ

5 1 － － － 内外面摩滅、内
面黒斑有、外面
煤付着

239
甕 7.5YR7/6 7.5YR6/6 多 少

172
土師器

(22.2) － －
橙 橙

良好
ヨコナデ、
ナデ後工具
ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

3 2 － － －
外面煤付着 163

甕 7.5YR7/6 5YR6/6 多 僅

173
土師器

(31.2) － －
明赤褐 明褐灰

良好
ヨコナデ、
工具ナデ後
ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ

3 1 － － －
175

甕 2.5YR5/6 7.5YR7/1 多 僅

174
土師器

－ － －
にぶい橙 浅黄橙

やや良好 工具ナデ 工具ナデ
4 2 － － －

159
甕 or 壺 7.5YR7/4 10YR8/4 多 僅

175
土師器

－ 3.6 －
橙 にぶい黄橙

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
ナデ後工具
ナデ

4 1 － － －
内面黒斑有、外
面煤付着

235
甕 5YR6/6 10YR6/4 多 少

176
土師器

－ － －
黄橙 にぶい黄橙

良好
指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

指オサエ、
工具ナデ

3 1 1 － －
内外面黒斑有、外
面煤付着

237
甕 7.5YR7/8 10YR7/4 多 少 少

177
土師器

－ － －
橙 にぶい黄橙

やや良好
工具ナデ、
ケズリ

工具ナデ
3 1 － － － 内面黒斑有、外

面煤付着
141

甕 or 壺 7.5YR7/6 10YR6/4 少 僅

178
土師器

－ － －
浅黄橙 浅黄

良好 工具ナデ 工具ナデ
3 微 ー ー ー 内外面黒斑有、底

部ヘラ記号有
151

甕 or 壺 10YR8/4 2.5Y7/3 少 僅

179
土師器

－ － －
橙 橙

良好
工具ナデ、
ナデ

工具ナデ
3 2 － － －

内外面黒斑有 174
甕 or 壺 7.5YR7/6 7.5YR7/6 多 僅

180
土師器

－ 7.5 ー
にぶい褐 にぶい黄褐

良好 工具ナデ
指オサエ、
ナデ

5 － － － －
外面煤付着 143

甕 7.5YR5/4 10YR5/3 多

p.38
第 43 図

181

竪穴建物
28

土師器
(12.8) － －

にぶい黄橙 にぶい黄橙
良好

ヨコナデ、
工具ナデ

ヨコナデ、
ナデ

3 － － － －
内面風化 238

壺 10YR7/4 10YR6/3 多

182
土師器

(15.0) － －
にぶい橙 にぶい褐

良好
ヨコナデ、
工具ナデ

工具ナデ後
ヨコナデ、
ナデ

4 ー ー ー ー
166

壺 7.5YR6/4 7.5YR5/4 多

第 13 表 出土土器観察表⑤

※胎土 A: 宮崎小石 B: 長石・石英 C: 輝石・角閃石 D: 雲母 E: 黒染

− 68 −− 68 −



第Ⅲ章　調査の成果

掲載頁 番 遺 構 種　別 法量 cm  (  ): 復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上 :㎜ 下 :量）
備　考

実 測
番 号図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 A B C D E

p.38 
第 43 図

183

竪穴建物
28

土師器
(13.0) － －

橙 にぶい黄橙
良好

工具ナデ、
ヨコナデ

ナデ、ヨコ
ナデ

4 － － － － 外面煤付着、火
山ガラス？含

186
壺 7.5YR6/6 10YR7/4 多

184
土師器

－ － －
橙 橙

良好 工具ナデ ナデ
3 1 1 － －

216
壺 5YR6/6 5YR6/8 多 少 僅

185
土師器

－ － －
にぶい黄橙 浅黄

良好
指オサエ、
ナデ

ナデ
5 － － － －

228
甑 10YR7/4 2.5Y7/4 少

186
土師器

－ (8.8) －
橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ

指オサエ、
工具ナデ、
ナデ

2 1 － － －
内面黒斑有、外
面煤付着

220
甑 5YR6/6 5YR6/6 少 少

187
須恵器

(14.6) － (5.0)
褐灰 黄灰

良好
回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ、
仕上げナデ

－ － － － 2
274

坏蓋 10YR6/1 2.5Y6/1 少

188
須恵器

(13.0) － －
明褐灰 黄灰

良好 回転ナデ 回転ナデ
－ － － － 2

273
坏身 5YR7/1 2.5Y5/1 多

189
須恵器

(12.8) (3.6) 4.8 
灰 灰

良好
回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ
－ － － － 2

264
坏身 N5/0 10Y4/1 少

190
須恵器

－ － －
暗灰 明褐灰

良好 回転ナデ 回転ナデ
－ － － － － 外面櫛描波状文、

内面灰かぶり
276

𤭯 N3/0 5YR7/1

191
須恵器

－ － －
紫灰 灰白

良好
回転ナデ、
ナデ、カキ
メ

回転ナデ
－ － － － 5

外面に自然秞、口
縁部打ち欠き

265
𤭯 5P5/1 N7/0 多

192
須恵器

－ － －
灰 灰

良好
回転ナデ、
タタキ？

回転ナデ、
同心円当具
痕

－ － － － －
内外面に自然秞、
灰かぶり

269
甕 N4/0 N4/0

193
須恵器

－ － －
灰 灰

良好
格子目タタ
キ

同心円当具
痕

－ － － － 1.5
外面に自然釉 272

甕 5Y5/1 N5/0 少

194
土製品  3.6　

　(長）
 1.4　
　(幅）

 1.0　
　(厚）

浅黄橙
－ 良好

指オサエ、
ナデ

－
4 － － － －

245
不明製品 10YR8/3 僅

p.40
第 45 図 197

竪穴建物
29

土師器
(9.8) (3.3) 11.0 

にぶい黄橙 にぶい黄橙
良好

ヨコナデ、
工具ナデ後
ナデ

ヨコナデ、
工具ナデ後
ナデ

1 2 1 微 －
外面黒斑有 482

壷 10YR7/4 10YR7/4 少 多 多 少

198
土師器

21.6 9.4 21.4 
橙 橙

良好
指オサエ、
工具ナデ

指オサエ、
工具ナデ

4 － － － － 内面風化気味、内
面黒斑有

479
甑 5YR6/8 5YR6/6 多

199
須恵器

14.5 － 3.7 
灰 灰

良好
回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ、
仕上げナデ

－ 3 － － 3
481

坏蓋 10Y6/1 10Y6/1 多 少

p.56
第 56 図 202

掘立柱建
物 9

須恵器
11.6 － 3.3 

灰白 灰白
良好

回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ、
仕上げナデ

－ － － － －
490

坏蓋 N7/0 N7/0

203
須恵器

－ － －
灰黄褐 灰黄褐

良好 回転ナデ 回転ナデ
－ 2 － － －

外面に自然秞 485
坏身 10YR6/2 10YR5/2 僅

204
須恵器

－ － －
灰 褐灰

良好
回転ナデ、
ナデ

－
－ 微 － － 微

外面刻目突帯 487
不明 N4/0 10YR5/1 多 多

205
須恵器

－ － －
褐灰 褐灰

良好 ヨコナデ
ヨコナデ、
ナデ

－ 1 － － － 外面櫛描波状文、
自然釉、内面灰
かぶり

486
甕 10YR4/1 10YR5/1 少

206
土製品  0.8　

　(長）
 0.8　
　(幅）

 0.6　
　(厚）

にぶい橙
－ 良好 ナデ ? －

－ － － － －
489

土玉 5YR6/4

207
掘立柱建
物 16

土師器
－ (9.0) －

にぶい橙 にぶい橙
良好

工具ナデ、
ナデ

工具ナデ
1.5 － － － －

底部木葉圧痕 492
甕 7.5YR6/4 7.5YR6/4 僅

208
須恵器

－ － －
褐灰 褐灰

良好 回転ナデ 回転ナデ
－ 1 － － －

491
坏蓋 10YR4/1 10YR5/1 少

209
掘立柱建
物 31

土師器
(14.2) － －

にぶい橙 にぶい橙
良好

手持ヘラケ
ズリ後ミガ
キ

ナデ、ミガ
キ

微 － 微 － －
火山ガラス？含 493

模倣坏蓋 7.5YR6/4 7.5YR6/4 多 少

p.57
第 61 図

210 土坑 18
須恵器

(10.9) － －
灰 灰

良好
回転ナデ、
ナデ

回転ナデ、
ナデ

－ － － － －
外面櫛描波状文 494

把手付鉢 10Y4/1 N4/0

p.61
第 69 図

211
溝状遺構

3

土製品  6.0　
　(長）

 3.5　
　(幅）

 3.4　
　(厚）

浅黄
－ 良好 指オサエ －

－ 1 1 － －
496

土錘 2.5Y7/3 多 少

212
陶器

－ (8.5) －
灰黄褐 暗灰黄

良好 回転ナデ 回転ナデ
－ 4 － － －

内外面に施秞 495
鉢 10YR6/2 2.5Y5/2 － 僅

214
溝状遺構

5

土師器
－ － －

明赤褐 黒褐
良好 工具ナデ 工具ナデ

2 － － － －
外面煤付着 497

高坏 2.5YR5/6 7.5YR3/2 僅

216

溝状遺構
12

土師器
(9.9) (7.8) 1.5 

橙 橙
良好 回転ナデ

回転ナデ、
ナデ

－ 1 1 微 －
糸切底 499

皿 5YR7/6 5YR6/6 少 僅 少

217
土師器

－ (6.3) －
にぶい橙 にぶい橙

良好 ナデ ナデ
2 － － － －

糸切底 500
皿 7.5YR7/4 7.5YR7/4 僅

218
土師器

(12.6) － －
にぶい褐 にぶい褐

良好
指オサエ、
ナデ

繊維圧痕
8 － － － －

503
焼塩土器 7.5YR5/4 7.5YR5/3 多

219
須恵器

(24.8) － －
灰 黄灰

良好
ヨコナデ、
ナデ

ナデ
－ 4 － － －

内外面に自然秞 502
甕 N4/0 2.5Y5/1 少

p.62
第 70 図

221
溝状遺構

13

土師器
(8.8) (7.4) 1.1 

橙 橙
良好 回転ナデ

回転ナデ、
ナデ

2 － － － －
糸切底 506

皿 7.5YR6/6 5YR6/6 僅

222
溝状遺構

26

須恵器
－ － －

灰 灰
良好

回転ヘラケ
ズリ、回転
ナデ

回転ナデ
－ 1 － － 1

509
坏蓋 5Y6/1 7.5Y6/1 少 少

223
須恵器

－ (8.0) －
黄灰 黄灰

良好
ヘラケズリ、
回転ナデ

回転ナデ、
仕上げナデ

－ 微 － － 1
510

坏 2.5Y6/1 2.5Y6/1 僅 僅

第 14 表 出土土器観察表⑥

※胎土 A: 宮崎小石 B: 長石・石英 C: 輝石・角閃石 D: 雲母 E: 黒染

− 69 −− 69 −



第 6節　溝状遺構

掲載頁 番 遺 構 種　別 法量 cm  (  ): 復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上 :㎜ 下 :量）
備　考

実 測
番 号図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 A B C D E

p.62
第 70 図

224

溝状遺構
26

須恵器
11.0 － －

黄灰 灰
良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － － －
508

壺 2.5Y5/1 5Y5/1

225
須恵器

－ (14.4) －
灰黄褐 灰黄褐

良好 回転ナデ 回転ナデ
－ 1.5 1 － － 底面工具痕有、土

坑 36 の可能性有
421

壺 10YR5/2 10YR6/2 僅 僅

226
須恵器

－ － －
褐灰 褐灰

良好 ナデ？ ナデ
－ － － － 1 外面櫛描波状文、

穿孔、透孔有
507

筒形器台 ? 7.5YR5/1 10YR5/1 多

掲載頁 掲載
遺構等 器種 石材

長さ 幅 厚さ 重量
備考

実測

番号図番号 番号 (cm） (cm） (cm） （ｇ）

p.7 

第 5 図

10
竪穴建物 2

敲石 砂岩 8.8 5.1 3.3 240.0 磨面、被熱変色有 512

11 敲石 砂岩 12.8 6.7 4.0 480.0 全体に敲打、被熱変色有 513

p.12 

第 14 図

19
竪穴建物 10･11

敲石 砂岩 17.0 7.9 5.3 960.0 全体的に被熱による変色 515

20 敲石 砂岩 12.8 3.7 3.8 220.0 被熱による変色 514

p.21 

第 24 図

86
竪穴建物 22

敲石 砂岩 13.0 4.8 2.0 180.0 被熱による変色有 516

87 敲石 砂岩 14.7 5.6 4.1 428.0 全面に鉄銹付着 517

89 竪穴建物 24 臼玉 滑石 0.6 0.6 0.3 0.1 415

p.29

第 33 図

137

竪穴建物 25

敲石 砂岩 6.9 7.4 3.9 241.0 524

138 敲石 砂岩 10.2 7.7 4.3 374.0 525

139 敲石 砂岩 12.9 5.3 3.3 498.0 526

140 敲石 砂岩 7.8 10.3 7.8 918.0 527

p.38 

第 43 図

195
竪穴建物 28

有孔円板 滑石 1.8 2.0 0.2 1.0 一部欠損 553

196 敲石 砂岩 11.4 4.5 2.4 161.0 528

p.40 

第 45 図

200
竪穴建物 29

敲石 砂岩 12.4 6.2 5.0 495.0 531

201 紡錘車 滑石 3.1 (3.3) 1.7 15.8 530

p.61 

第 69 図

213 溝状遺構 3 砥石 砂岩 7.1 6.6 4.7 294.0 一部敲打痕、被熱変色有 532

215 溝状遺構 5 敲石 砂岩 9.7 8.3 4.8 614.0 533

220 溝状遺構 12 火打石 玉髄 4.0 2.2 1.5 12.8 536

p.62 

第 70 図

227
溝状遺構 26

敲石 尾鈴山酸性岩 9.7 9.4 3.3 494.0 側面全体にも敲打有 535

228 敲石 ? 砂岩 9.1 5.5 3.1 147.0 534

(  ) の値は残存値を示す

図 掲載
遺構等 器種

長さ 幅 厚さ 重量
備考

実測

番号番号 番号 (cm） (cm） (cm） （ｇ）

p.7 

第 5 図
9 竪穴建物 2 刀子 10.2 2.0 0.9 20.1 両関か？ 554

p.21 

第 24 図
90 竪穴建物 24 鉄刀 29.8 3.4 1.3 220.0 鞘材一部残存、鹿角？が付着 555

(  ) の値は残存値を示す

第 15 表 出土土器観察表⑦

第 16 表　出土石器観察表

第 17 表　出土鉄器観察表

※胎土 A: 宮崎小石 B: 長石・石英 C: 輝石・角閃石 D: 雲母 E: 黒染

− 70 −



第Ⅳ章　まとめ

第Ⅳ章　まとめ

第 1 節 　 北 中 遺 跡 に お け る 古 墳 時 代 集 落 の 変 遷

　 今 次 の 調 査 で は、 狭 い 調 査 区 な が ら 多 く の 遺 構 が 検 出 さ れ た （第 71 図）。 検 出 さ れ た 遺 構 の 多 く

は こ れ ま で の 調 査 同 様、 古 墳 時 代 に 位 置 付 け ら れ る も の で あ る。 本 節 で は、 ま ず 今 次 調 査 で 確 認 さ

れ た 古 墳 時 代 建 物 の 変 遷 を 示 す。 そ し て、1 次 か ら 3 次 調 査 に お け る 建 物 の 変 遷 と あ わ せ て、 現 状

に お け る 北 中 遺 跡 の 古 墳 時 代 集 落 の 変 遷 を 確 認 す る。

　 主 に 出 土 遺 物 と 切 り 合 い 関 係、 加 え て 建 物 の 配 置 や 軸 方 向 を 加 味 す る と、 今 次 調 査 で 確 認 さ れ た

竪 穴 建 物、 掘 立 柱 建 物 の 変 遷 は 第 18 表 の よ う に 考 え ら れ る。 今 次 調 査 で は 古 墳 時 代 中 期 後 葉 か ら

古 墳 時 代 終 末 期 初 頭 に か け て の 遺 構 が 確 認 さ れ て お り、 古 墳 時 代 後 期 の 遺 構 が も っ と も 多 い。 後 期

の 各 小 期 で は い ず れ も 掘 立 柱 建 物 と 竪 穴 建 物 が 存 在 す る。 掘 立 柱 建 物 は、TK10 型 式 期 以 降、 す べ

て 総 柱 建 物 で あ り 注 目 で き る。 ま た、 竪 穴 建 物 規 模 は、 時 期 に よ ら ず 大 型、 小 型 の も の が 並 存 し て

い る 状 況 で あ る。

　 以 上、 今 次 調 査 で 検 出 さ れ た 古 墳 時 代 建 物 変 遷 の 概 略 を 示 し た。 こ れ に 1 か ら 3 次 調 査 の 調 査 成

果 を あ わ せ て 現 状 で の 古 墳 時 代 北 中 遺 跡 集 落 の 変 遷 を 確 認 し て お き た い。

　 北 中 遺 跡 に お い て 古 墳 時 代 集 落 が 形 成 さ れ る の は、 古 墳 時 代 中 期 中 葉 （TK216 型 式 期 ） で あ

る。 そ の 後、 中 期 後 葉 ま で は 各 調 査 区 で 竪 穴 建 物 が 散 見 さ れ る 程 度 で あ る。 中 期 末 葉 か ら 後 期 初

頭 （TK47-MT15 型 式 期） に な る と、 竪 穴 建 物 の 数 が 増 加 し、 大 型 の も の も 見 ら れ る よ う に な る。 掘

立 柱 建 物 も こ の 時 期 か ら 存 在 す る。2 次、4 次 調 査 区 に 建 物 は 集 中 し、1 次 調 査 区 に は 存 在 し な い。

後 期 中 頃 （TK10-MT85 型 式 期） も 前 段 階 と 同 様 の 状 況 で 多 く の 建 物 が 存 在 す る。 掘 立 柱 建 物 は こ の

時 期 に 総 柱 化 す る。 後 期 中 頃 か ら 末 （TK43-TK209 型 式 期 ） に は 建 物 の 数 は 減 少 す る も の の、3 次、

4 次 調 査 区 で は 前 段 階 と ほ ぼ 同 様 の 状 況 で あ る。2 次 調 査 区 は 地 下 式 横 穴 墓 が 構 築 さ れ 墓 域 化 し て

い る。 終 末 期 初 頭 （TK217 型 式 期） 以 降 は 建 物 は 激 減 し、 僅 か に 散 見 さ れ る の み に な る。4 次 調 査

区 掘 立 柱 建 物 16 は こ の 時 期 に 位 置 付 け ら れ る も の で、 総 柱 建 物 で は あ る が 規 模 が 縮 小 し て い る。

古 代 以 降 も 竪 穴 建 物 が 散 見 さ れ る が、 ご く 僅 か に 確 認 で き る 程 度 と な る。 ち な み に 火 処 は 集 落 形 成

時 か ら 地 床 炉 が 認 め ら れ、埋 甕 は TK10 型 式 期 以 降、竈 は 僅 か に 遅 れ て MT85 型 式 期 以 降 確 認 で き る。

そ れ 以 降 は 3 者 が 古 代 ま で 並 存 す る 状 況 で あ る。

　 以 上 の よ う に、 こ れ ま で の 調 査 成 果 か ら 判 断 す れ ば、 古 墳 時 代 北 中 遺 跡 の 集 落 は 古 墳 時 代 中 期 中

葉 か ら 古 代 ま で 続 く 集 落 で あ る と い え る。 そ の 最 盛 期 は 後 期 初 頭 か ら 中 頃 で、 こ の 段 階 に は 大 型 の

竪 穴 建 物 や 総 柱 掘 立 柱 建 物 が 立 ち 並 ぶ 状 況 で あ っ た。 後 期 中 頃 か ら 末 に は 一 部 が 墓 域 化 し、 建 物 の

数 は や や 減 少 す る。 終 末 期 以 降 は 急 速 に 衰 退 し な が ら も、 古 代 ま で 細 々 と 集 落 は 存 続 し て い く。

第 2 節 　 北 中 遺 跡 に お け る 古 墳 時 代 の 鍛 冶 に つ い て

　 北 中 遺 跡 で は、 こ れ ま で の 4 次 に わ た る 調 査 で、 古 墳 時 代 の 遺 構 か ら 一 定 量 の 鉄 滓 や フ イ ゴ 羽 口

が 出 土 し た。 し か し、本 遺 跡 に お け る 具 体 的 な 鍛 冶 の 様 相 に つ い て は あ ま り 言 及 さ れ て こ な か っ た。

本 節 で は、 こ れ ま で 本 遺 跡 に お い て 確 認 さ れ た 鍛 冶 関 連 遺 構 や 遺 物 を 概 観 し、 古 墳 時 代 北 中 遺 跡 の

鍛 冶 に つ い て 現 段 階 で の 見 通 し を 示 し て お き た い。

　 北 中 遺 跡 に お け る 鍛 冶 関 連 遺 物 に は、 鉄 滓、 フ イ ゴ 羽 口、 素 材 の 可 能 性 が あ る 不 明 棒 状 鉄 製 品 が

あ り、 鉄 滓 に は 椀 形 滓 と 判 断 で き る も の が 一 定 量 存 在 し て い る ほ か、 金 属 加 工 具 と み ら れ る 石 器 も

認 め ら れ る。 こ れ ら 鍛 冶 関 連 遺 物 は ほ と ん ど 竪 穴 建 物 か ら の 出 土 で あ る。 合 計 13 軒 か ら 出 土 し て
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第 2 節　北中遺跡における古墳時代の鍛冶について

第 18 表　北中遺跡 4次調査区建物変遷表

時期
古墳時代中期 古墳時代後期 古墳時代終末期

TK23 ～ 47 MT15 TK10 MT85 TK43 ～ TK209 TK217

遺構 SA22

SA24

SA28

(SB33)

SA25

SA29

(SB1)

SA2

SA11

SB9

SA10

SA27

SB31

SB16

※（ ）は軸方向からの推定による時期比定。他は出土遺物から。

´

1
0
m

1
:
2
0
0

0

排水管

S
B
1

S
A
2

S
B
9

S
E
5

S
E
8

S
B
1
6

S
A
1
0

S
A
1
1

S
A
2
2

S
A
2
4

S
A
2
5

S
B
3
1

S
A
2
8

S
C
3
6

S
A
2
9

S
A
3
4

S
A
3
5

S
E
2
1

S
B
3
3

S
E
1
4

S
C
3
2

S
E
2
3

S
A
2
7

S
C
2
0

S
E
3
4

S
C
1
8

S
E
1
9

S
E
4
7

S
A
3
0

第
7
1
図
　
北
中
遺
跡

4
次
調
査
区
古
墳
時
代
主
要
遺
構
配
置
図

（
S
=
1
/
2
0
0
)

− 72 −



第Ⅳ章　まとめ

お り （ 註 1）、 時 期 的 に は 5 世 紀 末 に 位 置 付 け ら れ る も の 3 軒、6 世 紀 に 位 置 付 け ら れ る も の 8 軒、

7 世 紀 に 位 置 付 け ら れ る も の 1 軒、8 世 紀 に 位 置 付 け ら れ る も の 1 軒 で あ る。 そ の ほ か、2 次 調 査

の 1 号 Pit か ら 鉄 滓、 フ イ ゴ 羽 口 が 廃 棄 さ れ た 状 況 で 確 認 さ れ、4 次 調 査 掘 立 柱 建 物 1、9 の 柱 掘 方

か ら も 僅 か に 鉄 滓 が 出 土 し て い る。 い ず れ も 6 世 紀 代 の 遺 構 で あ る。

　 こ の よ う な 鍛 冶 関 連 遺 物 の 出 土 状 況 に 対 し て、 鍛 冶 関 連 遺 構 に つ い て は 明 確 な も の は 確 認 さ れ

て い な い。 し か し、1 次 調 査 竪 穴 状 遺 構 2 で は 床 面 か ら 鉄 滓 が 多 く 出 土 し て い る こ と、2 次 調 査 の

SA3 で は 椀 形 滓、 フ イ ゴ 羽 口 が 出 土 し、 床 面 に は 炭 化 物 が 広 が っ て い た こ と な ど か ら、 当 該 遺 構 で

は 鍛 冶 が お こ な わ れ て い た 可 能 性 が 考 慮 さ れ る。 ま た、 鉄 滓 が 出 土 し た 竪 穴 建 物 か ら は 台 石 が 出 土

す る 傾 向 も 看 取 で き る。

　 以 上、 こ れ ま で に 北 中 遺 跡 に お い て 確 認 さ れ た 鍛 冶 関 連 の 遺 物 に つ い て 示 し た。 情 報 は き わ め て

限 ら れ た 現 状 で あ る が、 こ こ か ら 現 段 階 で 考 え う る 古 墳 時 代 北 中 遺 跡 に お け る 鍛 冶 に つ い て 検 討 し

て み た い。

　 ま ず、 鍛 冶 の お こ な わ れ た 時 期 に つ い て は、 そ の 開 始 が 5 世 紀 末 ま で 遡 る と み ら れ る。 ま た、 集

落 の 最 盛 期 と 同 じ 6 世 紀 代 に 鍛 冶 関 連 の 遺 物 も 集 中 す る。 そ の 後 8 世 紀 ま で 僅 か だ が 鍛 冶 関 連 遺 物

が 確 認 さ れ る た め、 本 遺 跡 で は 5 世 紀 末 以 降 継 続 的 に 鍛 冶 が お こ な わ れ た こ と が わ か る。 鍛 冶 炉 な

ど 明 確 な 鍛 冶 関 連 遺 構 が 未 確 認 の た め、 炉 や 工 房 の 形 態 は 不 明 だ が、 上 述 の 1 次 調 査 竪 穴 状 遺 構 2

な ど の 状 況 や 鍛 冶 関 連 遺 物 の ほ と ん ど が 竪 穴 建 物 よ り 出 土 す る 状 況 か ら、 竪 穴 建 物 内 で の 鍛 冶 が お

こ な わ れ て い た 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る。 し か し、 鍛 造 剥 片 な ど の 遺 物 は 確 認 さ れ て い な い。 製

鉄 か ら 鍛 錬 鍛 冶 に い た る ど の 段 階 の 作 業 が お こ な わ れ た か に つ い て は 不 明 だ が、 椀 形 滓 の 存 在 か ら

何 ら か の 炉 が 存 在 し た こ と は 間 違 い な い。 ま た、 素 材 の 可 能 性 が あ る 不 明 棒 状 鉄 製 品 も 出 土 し て お

り、 少 な く と も 鍛 錬 鍛 冶 は お こ な わ れ て い た と 推 定 さ れ る。 近 隣 に 所 在 し、 時 期 も ほ ぼ 同 じ く す る

山 崎 上 ノ 原 第 1、2 遺 跡 で は、 鉄 滓 の 分 析 か ら 砂 鉄 を 原 料 と す る 製 鉄 か ら 鍛 錬 鍛 冶 に い た る 一 連 の

工 程 が お こ な わ れ て い た こ と が 明 ら か に な っ て お り、 本 遺 跡 で も そ う し た 鍛 冶 が お こ な わ れ て い た

可 能 性 は 十 分 あ る。

　

第 3 節 　 宮 崎 市 海 岸 部 の 古 墳 時 代 集 落 と 北 中 遺 跡

　 北 中 遺 跡 の 所 在 す る 宮 崎 市 街 地 周 辺 は、 第 Ⅰ 章 で 記 述 し た と お り、 沖 積 地、 砂 丘 か ら な る 微 高 地

と 旧 河 道 か ら な る 低 地 が 入 り 組 ん だ 複 雑 な 地 形 を 呈 し て い た と 考 え ら れ る。 遺 跡 は、 こ の う ち 微 高

地 上 に 展 開 し て お り、 特 に 沖 積 微 高 地 縁 辺 部 や 砂 丘 上 に 多 く 認 め ら れ る。

　 北 中 遺 跡 周 辺 の 沖 積 微 高 地 や 砂 丘 上 で は、 弥 生 時 代 前 期 か ら 遺 跡 が 認 め ら れ る。 し か し、 弥 生 時

代 後 期 以 降 遺 跡 が 激 減 し、 前 方 後 円 墳 の 檍 1 号 墳 を 除 く と 古 墳 時 代 中 期 初 頭 ま で は ほ ぼ 空 白 と も い

え る 状 況 と な る。

　 こ の 地 域 で 再 び 集 落 が 形 成 さ れ る の は、 古 墳 時 代 中 期 中 葉 以 降 で あ り、 主 要 な 遺 跡 に 北 中 遺 跡、

大 町 遺 跡、 浄 土 江 遺 跡 が あ る。 い ず れ も 市 街 地 周 辺 の 沖 積 微 高 地 上 に 位 置 す る 遺 跡 で あ り、 多 く の

竪 穴 建 物 が 確 認 さ れ て い る。

　 古 墳 時 代 中 期 中 葉 に は、 北 中 遺 跡 で 竪 穴 建 物 が 確 認 さ れ て お り （ 註 2）、 沖 積 微 高 地 上 に お い て

集 落 が 形 成 さ れ 始 め る。 後 期 初 頭 か ら 後 期 中 頃 に か け て、 北 中 遺 跡 で は 竪 穴 建 物 が 増 加 し、 集 落 の

最 盛 期 を 迎 え る。 後 期 前 半 に は 大 町 遺 跡、 浄 土 江 遺 跡 に お い て 竪 穴 建 物 が 確 認 さ れ て お り、 集 落 の

形 成 が 開 始 さ れ る。 後 期 後 半 に な る と 北 中 遺 跡 で は 竪 穴 建 物 が や や 減 少 す る が、 そ れ に 入 れ 替 わ る

よ う に 大 町 遺 跡 で 集 落 の 最 盛 期 を 迎 え る。 大 町 遺 跡 で 確 認 さ れ た 竪 穴 建 物 は そ の ほ と ん ど が 当 該 時
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第 3節　宮崎市海岸部の古墳時代集落と北中遺跡

期 か ら 終 末 期 初 頭 ま で の も の で あ る。 終 末 期 後 半 に な る と、 北 中 遺 跡、 大 町 遺 跡 で は 竪 穴 建 物 の 数

が 激 減 す る が、 浄 土 江 遺 跡 で は 集 落 形 成 の 最 盛 期 を 向 か え 古 代 へ と 続 い て い く。

　 各 遺 跡 と も 集 落 全 体 を 調 査 し て い な い た め、 各 遺 跡 周 辺 に 現 在 確 認 さ れ て い る 時 期 以 外 の 遺 構 が

広 が っ て い る 可 能 性 も 依 然 残 さ れ て は い る が、 以 上 の よ う な 現 状 を 単 純 に 評 価 す れ ば、 古 墳 時 代 中

期 中 葉 以 降 の 宮 崎 市 街 地 周 辺 の 沖 積 微 高 地 で は、 時 期 ご と に 中 心 的 な 位 置 を 占 め る 集 落 の 位 置 が 移

動 し て い る と 考 え ら れ る。 そ の 中 に お い て 北 中 遺 跡 は、 沖 積 微 高 地 で の 集 落 形 成 の 端 緒 と な っ た 遺

跡 で あ る と 位 置 付 け る こ と が 可 能 で あ ろ う。 ま た、 今 次 調 査 区 で 確 認 さ れ た 総 柱 の 掘 立 柱 建 物 群 を

中 心 と し て 多 く の 竪 穴 建 物 が 展 開 す る 状 況 か ら 周 辺 の 拠 点 集 落 的 な 位 置 を 占 め て い た も の と も 考 え

ら れ る。

　 今 次 調 査 で 出 土 し た 宮 崎 平 野 部 初 と な る 有 孔 円 板 や、 第 2 次 調 査 6 号 地 下 式 横 穴 墓 出 土 の ト ン ボ

玉、 今 次 調 査 竪 穴 建 物 24、 土 坑 18 か ら 出 土 し た 把 手 付 鉢 の 存 在 か ら、 北 中 遺 跡 で の 集 落 形 成 の 背

景 に は、 こ こ に 居 住 す る 人 々 の 広 域 に わ た る 交 流 を 想 定 す る こ と が で き る。 こ う し た 広 域 交 流 を 背

景 と し て、 鉄 器 生 産 に 代 表 さ れ る 新 技 術 を 保 持 し た 集 団 に よ っ て 北 中 遺 跡 の 古 墳 時 代 集 落 は 形 成 さ

れ た も の と 考 え た い。 宮 崎 平 野 部 で は、宮 崎 市 山 崎 上 ノ 原 第 1、2 遺 跡、宮 ヶ 迫 遺 跡、新 富 町 上 薗 遺 跡、

西 都 市 宮 ノ 東 遺 跡 な ど 北 中 遺 跡 と 同 様 の 状 況 を 呈 す る 集 落 遺 跡 が 各 地 で 確 認 さ れ て い る が、 こ れ ら

の 集 落 の 形 成 に は、 和 田 理 啓 が 想 定 す る （ 宮 崎 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー 2013） よ う な 計 画 村 落 的 な

性 格 を 含 め た 検 討 が 必 要 で あ ろ う。

　

【註】

註 1　�金 属 加 工 具 と み ら れ る 石 器 に つ い て は、 必 ず し も 用 途 が 明 確 で な い た め、 そ の 出 土 遺 構 は こ

こ に 加 え て い な い。

註 2　�北 中 遺 跡 1 次 調 査 竪 穴 建 物 1 は 古 墳 時 代 前 期 末 ～ 中 期 初 頭 と 報 告 さ れ て い る が、 出 土 土 器 を

見 る と 中 期 中 葉 以 降 に 位 置 付 け ら れ る も の と 考 え ら れ る。
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図版 1

上：堅穴建物 2全景（南から）、

中左：同遺物出土状況（北から）

中右：同出土土器、

下：同出土石器、鉄器
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図版 2

上：堅穴建物 10、11 全景（南西から）、下左上：堅穴建物 10 土器埋設炉断面（西から）

下左下：堅穴建物 11 炉断面（西から）、下右：堅穴建物 10 遺物出土状況（北東から）
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図版 3

堅穴建物 10、11 出土遺物
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上：堅穴建物 22 全景（東から）

中左：同西壁抉り部分（南東から）

中右：同土器埋設炉調査状況（西から）

下：土器埋設炉炉体土器

図版 4
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